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はじめに 


キヤノンネットワークカメラ VB - H 41/ VB - H 41 B / VB - H 610 VE / VB - H 610 D / VB - H 710 F (じ(下、カメラ）をお買い求めいた 
ださまして、誠にありびとうございます。 

VB - H 41 と VB - H 41 B の違し M ま外観色のみです。 VB - H 41、 VB - H 41 B 、 VB - H 610 D 、 VB - H 710 F は屋内専用、 VB - H 610 VE 

は軒下などの屋外設置ち可能です。 

この『操作ガイド』は、カメラの設定や操作方法について説明しています。ご使用前によくお読みになり、カメラを正しく 
利用してください。また、セットアップ CD - ROM の UCENSE フォルダ内のファイルも必ずお読みください。 

製品に関する最新情報 （ファームウェア や同徊ソフトウェア、使用説明書、動作環境など）は、ホームページをご確認くだ 
さい。 

製品紹介ホームページ： canon . jp/webview 


■ ごミ主意 

1本書の内容の一部または全部を無断で転載することは 
禁止されています。 

2本書の内容について、将来予告なしに変更することびあ 
ります。 

3本書の内容については万全を期して作成しましたび、お 
気づさの点びございましたら、裏表紙に記載のお客様相 
談センターまでご連絡ください。 

4運用した結果の影響につさましては、上記2項、3項に 
関わらず責任を負いかねますのでご了承ください。 


ネツトワークのセキユリテイについて 
のごま意 


ネットワークのセキュ U ティ対策に関しては、お客様ご自 
身の責任で行ってください。 

不正アクセスなどネットワークのセキュ U ティ上の問題 
により発生した直接、間接の損害については、弊社は一切 
の責任を負いかねます。 

く対策例> 

• カメラのパスワードを定期的に変更する。 

• カメラの HTTP 、 HTTPS ポート番号を変更する。 

• 通信機器でカメラへのアクセス制限を行ラ。 


ラジオやテレビなどへの電波障害に 
ついてのごま意 


この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家 
庭環境で使用することを目的としていますび、この装置び 
ラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受 
信障害を弓 I さ起こすことびあります。 

使用説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

VCC I -B 


映像 • 音をの利用によるプライバシー • 
肖像巧のま意 


カメラの使用（映像-音声）につさましては、お客様の責 
任でプライバシーの保護や肖像権の侵害防止などに十分 
なご配慮のうえ、行って<ださい。例えば、特定の建築物 
や屋内などび映し出される場合には、事前にカメラ設置の 
了承を得るなど対応してください。弊社では一切の責任を 
負いません。 

法律上のま意事項 

カメラによる監視は法律によって禁止されている場合び 
あり、その内容は国によって異なります。本製品をご利用 
になる前に、ご利用いただく地域の法律を確認してくださ 
い。 


着作権について 


お客様び撮影した映像や画像、録音した音声などは、著作 
権法上、権利者に無断で使用•公開することはでさません 
のでご注意ください。 


2 




商標について 


• Canon および Canon □コ'はキヤノン株式会社の登録商 
標です。 

• Microsoft 、 Windows、Windows Vista、Internet Explorer 、 
Windows Server 、 Windows Media および ActiveX I ま、 
米国 Microsoft Corporation の、米国およびその他の国に 
おける登録商標または商標です。 

• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating 
System です。 

• 本製品には、 Microsoft 社より使用を許諾された exFAT 
ファイルシステムの技術び組み込まれています。 

• QuickTime は Apple Inc . の商標です。 

• SD 、 SDHC 、 SDXC □コ、は SD -3 C、LLC の商標です。 
• その他、本書に記載された商品名、社名などは各社の商 

標または登録商標です。 


同 ffl ソフトウエア RM-Lite の利用に 
関するお願い（巧責事頃）_ 


RM 丄 ite の不具合などにより、録画びできなかったり、録 
画データび破壊、消失する場合びあります。これにより生 
じるお客様の損害について、弊社は一切の責任を負いかね 
ます。あらかじめご了承ください。 


同巧ソフトウエアの使用許記契約に 
ついて 


provide MPEG -4 compliant video . No license is 
granted or implied for any other use for MPEG -4 
standard . 

(この文書は英語での掲載び義務付けられています。） 


第=者のソフトウエアについて 

この製品（カメラおよび同捆の RM 丄 ite ) には、第兰者のソ 
フトウエアモジュールび含まれています。詳細は同捆セッ 

トアップ CD - ROM の LICENSE フオルダの Open - 
SourceSoftware フオルダ内 rThirdPartySoftware - J . pdf 」 

(第兰者ソフトウエアライセンスについて）をご覧くださ 
い。また、各モジュールのライセンス条件につさましては、 
同じフオルダに含まれていますのでご覧ください。 

GPL および LGPL で許諾されるソフトウエアについて 

GPL および LGPL に基づき、ソース〕ードの入手を希望さ 
れるお客様は、製品をお買い上げいただいた販売会社また 
は販売代理店にお問い合わせください。 


輸出規制について 


本製品は、安全保障輸出規制貨物に該当します。そのため、 
輸出または海外に持ち出す場合は、関係当局の許可び必要 
となることびあります。 


同捆ソフトウェアの使用許諾契約については、同捆セッ 
トアップ CD - ROM の UCENSE フオルダの中の 
BundledSoftware フオルダ内にある次のファイルをご覧 
<ださい。 


ソフトウエアの種類 

ファイル名 

VB 初期設定ツール 


カメラアングル設定ツール 
( VB - H 41 では使用しません。） 

VBTools - J.txt 

ネットワークビデオレコーディング 

ソフトウエア RM 丄 ite 

RM - Lite - J.txt 


H.264 のごが用について 

This product is licensed under AT&T patents for the 
MPEG -4 standard and may be used for encoding 
MPEG -4 compliant video and/or decoding MPEG -4 
compliant video that was encoded only (1 )for a 
personal and non-commercial purpose or (2) by a 
video provider licensed under the AT&T patents to 
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操作ガイドの見かた 


巧用説明書について 


カメラには『設置ガイド』とセットアップ CD - ROM に収 
録されている『操作ガイド』（本書）びあります。 

r 設置ガイド J (同捆） 

カメラ設置上のを意、設置手順、主な仕様を説明してい 
ます。同書を参照していただきたい部分は『設置ガイド』 
とし、その項目を記しています。 

r 操作ガイド J (本書） ( VBH 4670 G _ J . pdf ) 

カメラの初期設定、カメラアングル設定ツール、管理ツー 
ルの設定、ビューワーの操作、トラブルシューティング 
などを説明しています。本書はセットアップ CD - ROM に 
収録されています。 

さらにセットアップ CD - ROM には、録画ソフトウエアの 
RM-Lite ( 「1章ご使用の前に」の「ネットワークビデオ 
レ〕ーディングソフトウエア RM-LiteJ ) び収録されてい 
ます。次の使用説明書びあります。 

ネットワークビデオレコーディングソフトウエア 
RM-Lite 

『システム管理ちマニュアル』 ( RM 20 AM _ J . pdf ) 

RM - Lite の詳しい使いかたについて解説しています。 

ネットワークビデオレコーディングソフトウエア 
RM-Lite 

『ビューワー操作ガイド』 ( RM 20 VOG _ J . pdf ) 

RM 丄 ite ビューワーの操作ガイドです。ビューワーの詳 
しい操作ち法は『システム管理者マニュアル』をご参照 
<ださい。 


この操作ガイドの使いかた 


この使用説明書は PC の画面上に表示して読むことを想定 
しています。 

ソフトウエアの画面例について 

この使用説明書に記載されているソフトウエアの画面は、 
説明のためのサンプルです。実際の画面とは異なることび 
ありますので、ご了承ください。 

また、説明には Windows 7で、 VB - H 41 を接続した画面 
例を基本的に使用しています。 


巧応カメラ機種を巧す記号について 


機種によって使用び制限される機能には、機種名を記載し 
たり、1；(下の記号を使って対応でさる機種を示していま 
す。 


記号 

カメラ機種 

ngii 

VB - H 41 

ffRITil 

VB - H 610 VE 、 VB - H 610 D 

frerg 

VB - H 710 F 


まを上のま意を示す記号 


この『操作ガイド』で使用しているマークについて説明し 
ます。この『操作ガイド』では製品を安全にお使いいただ 
くため、大切な記載事項には次のようなマークを使用して 
います。表示の内容を十分理解して作業を行つて < ださい。 


マー ク 

意味 

八警告 

この表示を無視して取り扱いを誤った場 
合に、死 t または重傷を負う可能性び想 
定される内容を示しています。安全にお 
使いいただ<ために、必ずこの警告事項 
をお守りください。 

注意 

この表示を無視して取り扱いを誤った場 
合に、傷害び発生する可能性び想定され 
る内容を示しています。安全にお使いい 
ただ<ために、必ずこのを意事項をお守 
り < ださい。 

を意 

この表示を無視して取り扱いを誤った場 
合に、物的損害び発生する可能性び想定 
される内容を示しています。必ずこのを 
意事項をお守り < ださい。 

A A 

乂災ま意感電注意 

これらの記号を無視して取り扱いを誤っ 
た場合に、乂災の発生や感電の可能性び 
想定される内容を示しています。安全に 
お使いいただ<ために、必ずこの注意事 
項をお守りください。 

0 ® 

禁止分解禁止 

雜 

水めれ禁止 

これらの記号は、行ってはいけない行為 
(禁止事項）を示しています。図の中に具 
体的な禁止内容び描かれてる場合ちあり 

よ 9 〇 

〇 

指示 

この記号は、必ず実行していただ<指示 
の内容を示しています。 
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マー ク 

意味 

圏■要 

この記号は、その他の注意していたださ 
たい行為や内容を示しています。重要事 
項や制限事項び書かれています。必ずお 
読みください。 

宜メモ 

操作の参考になることや補足説明び書か 
れています。 
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ま全にお使いいただ < ために 


カメラをお使いいただくうえで、必ず守っていたださたい注意事項について説明します。 

守られない場合、けびや死 t 事故、物的損害び発生することびありますので、よ < お読みになったうえ、必ずお守り < ださい。 


使用上のを意 


A 警告 

〇 

• 発煙、異音、発熱、異臭などの異常を 

発見したときは、直ちに使用を中止 

お术 

し、最寄りの販売店にご連絡くださ 


い。 

人ん注局 

継続して使用すると乂災、感電の原因に 

A 

なります。 

感電ま意 



• 分解、改造はしないで< ださい。 


• カメラの内部に水などの液体を入れ 

& 

たり、カメラに水をかけたり濡！ 5 した 
りしないで<ださい。 

禁止 

• カメラの内部に異物を入れないでく 


ださい。 

分解禁止 

• カメラの近くで可燃性のスプレーを 

输 

使用しないでください。 

水めれ禁止 

• カメラを長期間使用しないときは、力 

义災を意 

メラに LAN ケーブルや外部電源、 AC 
アダプター（オプション）の電源用コ 
ネクターを繫いだままにしないでく 


A 

ださい。 

感電ま意 

• 接続ケーブル類を傷つけないでくだ 


さい。 


乂災、感電の原因になります。 


• 医療機器などの人命に関わるシステ 


ムには使用しないでください。 

0 

禁止 

PC やネットワークの環境によっては映 
像の遅延や欠落び発生するため高精度の 
映像伝送は保証できません。 

上記の場合にカメラを使用した結果生じ 
た事故や損害について、キヤノンは一切 
の責任を負いかねます。 



ま意 


• 太陽、八□ゲンななど高輝度の光源や 
被写体を撮影しないでください。 


• カメラに強い衝撃や振動を与えない 
で < ださい。 

禁止 

• EEH カメラヘッド部を持たないでく 
ださい。 


• EE11 カメラ回転部を手で回さないで 
<ださい。 


故障の原因になることびあります。 

カメラアングル設定ツール使用上の注意 aaB GQQ 

ま意 

0 

禁止 

• カメラアングル設定ツールは、カメラ 
設置時の使用を想定しています。曰常 
の頻繁な使用はしないでください。 


故障の原因になることびあります。 

カメラ搭載の機能および同烟ソフトウエアの使用上の注意 

ま意 

0 

禁止 

• カメラに搭載されている次の機能お 
よび同個ソフトウェアは、常に高い信 
頼性び要求される用途では使用しな 
いで < ださい。 

-インテ U ジェント機能 
- GEH ブレ補正機能 
-ネットワークビデオレコーディン 
グソフトウェア RM 丄 ite 


これ 5 の機能は高精度の撮影を保証する 
ものではなく、一定節囲を超えると対応 
できません。これ 5 の機能を使用した結 
果生じた事故や損害について、キヤノン 
は一切の責任を負いかねます。 
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お手入れに関するを意 



A 警告 

0 

禁止 

• アルコールやシンナー、ベンジン など 
弓I义性溶剤は使用しないで く ださい。 

A 

义災注意 

A 

感電を意 

义災、感電の原因になります。 

曰常のお手入れ 


お手入れは、電源を切って行ってください。 


■ か装のお手入れ 

1柔らかい巧を水またはうすい中性洗剤で湿らせ、軽く巧 
れをおさ取ります。 

2乾いた布でおさます。 

■ レンズのお手入れ 

市販のレンズク U —ナーを使用し、レンズ表面の巧れを落 
とします。 

• geo レンズ表面にほこりや巧れびついていると、オー 
トフォーカスびうまく動作しないことびあります。 

• レンズ表面に傷を付けると、画像不良の原因になります。 


ireig 

カメラに同捆の『設置ガイド』の「カメラ八ウジングを 
ご利用の場合」を参照して、フ□ントカバーを取り外し 
9 〇 

2柔らかい巧を水またはうすい中性洗剤で湿らせ、軽く巧 
れをおさ取ります。 

3乾いた布でおさます。 

4元どおりにフ□ントカバー、ドームケースまたはドーム 
を取り付けます。 

落下によるけびや機器の破損を防止するため、取付金具や 
ネジのさびつさ、ネジの緩みびないか定期的に点検を行つ 
て < ださい。 

点検は販売店にご依頼ください。 

■ 天井取付用カバー (VB-H41/VB-M40 き 
用 オプション)、 埋込取付キット 
(VB-H610VE/VB-H610D/ 

VB-M600VE/VB-M600D 専用オプショ 
ン）をご使用の場をのお手入れ 

落下によるけびや機器の破損を防止するため、取付金具や 
ネジのさびつき、ネジの緩みびないか定期的に点検を行つ 
て < ださい。 

点検は販売店にご依頼ください。 


■ フ□ントカパー、ドームケースまたは 
ドーム八ウジングのお手入れ 

カメラの次の部分に巧れびつ<と、画質び悪<なる原因に 
なりますので、定期的なお手入れび必要です。 

GEn ドーム （オプションの 屋内ドーム八ウジング使用 

時） 

aa 因ドームケース 
ITOTO フ□ントカバー 

上記の部分の表面を清掃してち巧れび気になる場合は、次 
の手順で取り外してお手入れしてください。 

1フ□ントカバー、ドームケースまたはドームを取り外し 
9 〇 

ngii 

屋内ドーム八ウジングに同捆の『設置ガイド』の「カメ 
ラを設置する」の手順を参照して、ドームを取り外しま 
す。 

msiro 

カメラに同捆の『設置ガイド』の「カメラを設置する」 
の手順を参照して、ドームケースを取り外します。 
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ご使用の前に 


□カメラの特長 
□ ソフトウエアの紹介 
□ 動作環境と注意事項 

















特長 


本カメラは、カメラ機能とサーバー機能をコンパクトに一体化したネットワークカメラです。 

共通の特長 


フル HD (1920 x 1080) 対応 

210万画素対応 CMOS センサーにより高画質での映像監視を実現。 

配信性能 

2種類の映像圧縮ち式 （ JPEG 、 H .264* 1 ) に対応し、1920 X 1080ピクセルの映 
像を最大30フレーム/秒* 2 の高画質-高フレームレートで配信。 JPEG 配信時は最 
大30クライアント、 H .264 配信時は最大10クライアントに同時配信可能。 

低照度での撮影 

被写体の照度び低いとさちカラー撮影び可能。 

SD / SDHC/SDXC メモ U - 力ード 

対応^*^3 

ネットワーク障害時のアップ□ード画像や□グの記録のほかに、録画映像を 
JPEG / H .264 ファイルで保を可能（手動-タイマー-イベント録画に対応)。録画 
映像は、管理ツールの録画映像ユーティ U ティを使って検索および再生び可能。 

インテ U ジェント機能 

多彩な検知ち法を実現するインテ U ジェント機能を搭載。 

動体検知、置さ去り検知、持ち去り検知、いたずら検知、通過検知、音量検知 

RM-Lite (同捆）によるル規模映像 
監視 

同捆のネットワークビデオレコーディングソフトウェア RM 丄 ite で、最大4台の力 
メラの映像を録画およびライブ表示。 


*1 H .264 映像の表示には同捆の RM 丄 ite ビューワーび必要です。カメラに搭載されているビューワ ー（ VB ビューワーおよ 
び管理者ビューワー）では表示でさません。 

*2 実際のフレームレートはビューワー用 PC の性能や同時接続クライアント数、ネットワークの負荷状況によって低下する 
ことびあります。 

*3 『操作ガイド』では、カメラで使用できるメモ U —カードのことを 「SD メモ U —カード」と表記しています。 

て3ぶみぶぶ 
一 1 = 14 XC 


VB - H 41 の特長 


光学20倍ズームレンズ搭載 

最大水平画角60 .4° 、光学20倍（デジタル12倍）のオートフォーカス対応高倍率 
ズームレンズ搭載。 

パン-チルト機能 

遠隔地からカメラアングルを自在に操作。 


VB - H 610 VE / VB - H 610 D / VB - H 71 OF の特長 


光学3倍ズームレンズ搭載 

光学3倍電動ズームレンズ搭載。 

カメラアングル設定ツール 

PC の画面上で映像を確認しなびらカメラアングルを調整することでカメラの設置 
作業を効率化。 

msiro パン/チルト/□-テーション/ズーム/フォーカスの設定び可能 
面 i 回ズーム/フォーカスの設定び可能 

対衝撃性に優れた構造 

( VB - H 610 VE のみ） 

本体は衝撃緩和機構を備え、外装部材にはポ U カーボネート樹脂（厚さ 3.5 mm ) 

とアルミ合金を使用。ドームケースの固定には取り外しにくい特殊ネジを採用。 

* すべての条件の衝撃に対応でさるちのではありません。 

防塵-防水機構 

( VB - H 610 VE のみ） 

本格的な防塵-防水規格 IP 66 に適合。八ウジングなしでち軒下などの屋外設置可 
肯 g 。 純正ヒーター（オプション）により-30°の低温環境下で使用可。 
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カメラのソフトウエアにごいて 


カメラ搭載ソフトウェア 


■ VB-H41/61 0/710ビューヮー 

( r 7 章管理者ビューワ ー /VB ビューワ ー J 参照） 

一般ユーヴーび使用でさる VB ビューワーと、管理者用の 
管理者ビューワーびあります。 

VB ビューワーでは、カメラの基本的な制御と映像の表示 
びでさます。 

管理者ビューワーは、カメラのすべての制御と各種イベン 
卜の モニターび でさます。 

なお、表示できる映像は JPEG のみです。 H .264 の映像を 
表示する場合は、 RM-Lite ビューワ ー（ P . 1 7 )をインス 
I -ールしてご使用ください。 

■ 管理ツ ー J レ （ re 章管理 ツール J 参照） 

カメラを設定および管理するための次のツールびありま 
す。 

• プライバシーマスク設定ツール 
パノラマ作成ツール 
可視節囲設定ツール 
• プリセット設定ツール 
• インテリジェント機能設定ツール 
• □グビューワー 
• 録画映像ユーテイリテイ 


同 ffl ソフトウェア 


同捆のセットアップ CD - ROM に収録されています。 PC に 
インス!-ールして使用します。 

■ VB 初期設定ツール 

( に章カメラの初期設定 J 参照） 

カメラの初期設定を行う ツ ー J レです。 


■ カメラアングル設定ツール sm sm 

( r 3 章 カメラアングル 設定 ツール J 参照） 

ネットワーク経由で PC から映像を見なびら、設置時の力 
メラ操作を行うツールです。 

■ -NET Framework 3.5 SPl 

カメラ搭載ソフトウェアを使用するための実行環境です。 

■ RM-Lite ( P . 1 7) 

最大4台までのカメつの映像を同時に表 7 J \ したり、録画で 
さるソフトウェアです。 

■ プロキシ認証巧応版管理ちビューワ ー/ 
管理ッール 

プ□キシ認証び設定されたプ□キシサーバー経由で使用 
する場合は、本ソフトウェアを使用してください。セット 

アップ CD-ROM の ProxyAuthSupport フォルダ内に保 
をされています。 


ネットワークビデオレコーディング 
ソフトウェア （オプション） 


必要に応じて別途お買い求めください。 

■ RM-64/RM-25/RM-g 

ネットワークカメラを使用して複数拠点をモニタリング 
し、カメラからの映像を表示-録画-再生するソフトウェ 
アです。 RM -64/ RM -25/ RM -9 は登録可能なカメラの台数 
び異なり、それぞれ64台/25台/9台まで登録でさます。 

■ RM-V 

複数の PC に RM -64/ RM -25/ RM -9 のビューワーをインス 

I -ールするための追加ライセンスです。複数の拠点から力 
メラ映像を見る場合などにご使用ください。 


■ 管理ツール証明書 

管理者ビューワーおよび管理ツールを使用するための電 
テ証明書です。 








■ RM-Lite-V 

複数の PC に RM - Lite ビューワーをインス!-ールするた 
めの追加ライセンスです。複数の拠点からカメラ映像を見 
る場合などにご使用ください。 


ユーザーヴポートツール 


カメラの運用に便利なツールを PC にインス I -ールしてご 
使用でさます。 

■ 設定値バックアップ/リストアツール 

カメラに設定されている情報を PC に保存するツールで 
す。複数のカメラの情報を一括して保をでさます。 

また、 PC に保をした情報をカメラに戻すこともできます。 
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カメラのソフトウエアについて 


RM-Lite ( 『システム管理ちマニュアル』参照） 

RM 丄 ite は、セットアップ CD-ROM の Applications フオルダにある RMLitelns ね ll.exe からインス!ルして使用します。 

RM - Lite のソフトウエア構ぶ 


種類 

概要 

ライセンス 

RM-Lite 録画ヴーバー 

最大4台のカメラを登録して映像を録画でさます。 

1ライセンス 

RM 丄 ite ビューワー 

録画ヴーノく一に保をされた録画映像を再生したり、カメラのライブ 
映像 （ JPEG / H .264) を表示できます。 

ビューワーに登録でさるカメラは最大4台です。 

1ライセンス 


RM 丄 ite ビューワー RM 丄 ite 録画ヴーパー 



ネ ッ トワーク 

カメラか5の映像の流れ 

録画された映像の流れ 


VB - H 41、 VB - H 610 VE 、 VB - H 610 D 、 VB - H 710 F 、 VB - M 40、 VB - M 600 VE 、 

対応カメラ VB - M 600 D 、 VB - M 700 F 、 VB - C 60、 VB - C 500 VD / VB - C 500 D 、 VB - C 300、 VB - C 50 i / 

VB - C 50 iR 、 VB - C 50 FSi / VB - C 50 Fi 


圏重要 

• RM 丄 ite ビューワーを追加する場合は、 RM 丄 ite-V (オプション）をお買い求めください。 

• VB-H41/VB-H610VE/VB-H610D/VB-H710F/VB-M40/VB-M600VE/VB-M600D/VB-M700F は RM-Lite よりも前のネットワーク 

ビデオレコーデイングソフトウエアでは使用できません。 VK-64/VK-16 など、前のソフトウエアをご使用の場合は RM 丄 ite に切り換 
える必要びあります。 

詳細は、ホームページをご確認ください。 

製品紹介ホームぺージ： canon.jp/webview 

国メモ 

RM-Lite の使用方法、機能などの詳細情報は、『システム管理者マニュアル』を参照してください。 










































































動作居境 


製品に関する最新情報（ファームウェアや同捆ソフトウェア、使用説明書、動作環境など）は、ホームページをご確認くだ 
さい。 

製品紹介ホームぺージ： canon . jp/webview 

VB 初期設定ツール、カメラアングル設定ツール、 

VB - H 41/610/710 ビューワー、管巧ツール 


CPU 

Intel Core i 7-2600 

OS 

Windows XP Home/Professional SP 3 32 -bit 

Windows Server 2003 Standard SP 2 32 -bit 

Windows Server 200 3 R 2 Standard SP 2 32 -bit 

Windows Vista Ultimate / Business / Enterprise/Home Premium SP 2 32/64 -bit 
Windows 7 Ultimate / Professional / Enterprise/Home Premium SP 132/64 -bit 
Windows Server 2008 Standard SP 2 32/64 -bit 

Windows Server 200 8 R 2 Standard SP 164 -bit 

Web ブラウザー 

Internet Explorer 7.0/8.0/9.0 32 -bit 

メモリー 

2 GBliLb 

ビューワー用ディスプレイ 

1920 X 108( HU 上 

ソフトウェア 

.NET Framework 3.5 SP 1*^ 

音芦 

カメラの音声機能を使用する場合は、 PC の音声ヴポート機能び必要 


*1 JavaScript . XAML ブラウヴーアプ U ケーシヨン、 IFRAME を使用できる設定とすること。 

VB ビューワーのみ Cookie び必要。 

*2 Windows 7 、 Windows Server 2008 R 21 U 外の OS ではインス!ルび必要。ただし、 VB ビューワーのみ使用する場 
合はインス!ル不要 。 .NET Framework 3.5 SP 1 は、同捆のセットアップ CD - ROM に収録されていて、「おまかせイ 
ンス I -ール」実行で、 OS に応じて自動的にインス!-ール。 


RM-Lite 

動作環境の詳細は、『システム管理者マニュアル』の「動作環境」をご覧ください。 
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動作居境のごま意 


[ Windows ファイアウォール]機能を 
有効に設定してある場合のま意事頃 

VB 初期設定ツールを起動すると、 [Windows セキュ U ティ 
の重要な警告]ダイア□グび表示されることびあります。 
[Windows セキュ U ティの重要な警告]ダイア □ グび表示 
された場合は、[ブ□ックを解除する]をク U ックしてくだ 
さい。 

一度この設定をすると、1；(降この警告ダイア□グは表示さ 
れな < なります。 

[Windows セキュ U ティの重要な警告]ダイア□グび表示 
されない場合は、 Windows ファイァゥォ ー J レの警告機能び 
無効となっている可能性びあります。次の手順で、 
Windows ファイアウォールの例外に [VB 初期設定ツール] 
を追加してください。 

1[コント□—ルパネル]の[システムとセキュリテイ]で 
[ Windows ファイアウオール]をクリックする 



2 [ Windows ファイアウォールを介したプ□グラムま 
たは機能を許可する]、[設定の変更]、[別のプ□グラ 
ムの許可]の順にクリックする 


3 [ VB 初期設定ツール]をクリックして選択し、[追加] 
をクリックする 



Internet Explorer 9な陌 
および Windows Server 2003/ 
Windows Server 2008でご使用に 
なる場合のま意事頃 


■ カメラのトツプぺージを信巧済みサイト 
として登録する 

Internet Explorer 9降および Windows Server 2003/ 
Windows Server 2008では、 Internet Explorer における 
インターネツトヴイトとイントラネツトヴイトのセキュ U 
ティレベルび初期設定で[高]に設定されています。 
そのため、 VB - H 41/610/710 ビューワ ー 、設定ぺージ、管 
理ツールにアクセスすると、コンテンツブ□ツクのダイア 
□グび表示され正常に動作しません。 

正常に動作させるには、次の手順で信頼済みサイトに登録 
して < ださい。 



1 Internet Explorer でカメラのトツプぺージか5 
VB - H 41/610/710 ビユーワーや設定ぺージにアクセス 
する 

次のダイア□グび表示されます。 




ぶ! 


〇 下にまモミれている Web サイトのコシテンツは、 Internet | — ~ 巧 ■" スい、 

Expio 巧 r t キュリティ谢ヒの滿城こよってブロックされていま I 閉じる樹 

http：// 192.168 .100.1 

口辦 eb サ仆のコンテンツがブ□ックされる巧は、このかた一；7を表ちお(鸣 
Internet Explorer わキュリティな化の巧巧の詳細を菜示します。 


この Web サイトを悟ま目している場合、 f 言撕巧みサイトのリ-ンに适加 适加 ( A ) I 

M 巧 t 驚臟雞顯識綾敲洗马 

ルイシトラネットのリーンにサイトをお加してください。 

ま要:この Web サイトを信賴巧みサイトの y -ンに适加すると、この Web サイトのすベての] 

ンテンツはほいレペルの t キュリティで実行されます。これは Internet Explorer などのがて 
のアブリケーンヨンじき逃します。 









































































2 [追加]をクリックする 

[信頼済みサイト]ダイア□グび表示されます。 

3 [このゾーンのサイトにはすベてヴーパ’一の確認 ( https :) 
を必要とする]にチェックがついている場合は外す 


4 [この Web サイトをゾーンに追加する]にカメラの IP 
アドレスを入力し、[追加]をクリックする 

なお、コンテンツブ□ックのダイア□グび表示されない場 
合でも、通常のセキュリティ設定では JavaScr •がび無効化 
されている場合びあり、設定ページや VB - H 41/610/710 
ビューワーの動作び制限されます。信頼済みサイトに登録 
すると、 JavaScript の設定も自動的に有効になるため、登 
録をしてください。 

コンテンツブ□ックのダイア□グび表示されない場合は、 
次の手順で[信頼済みサイト]ダイア□グを表示でさます。 

1 Internet Explorer の[ツール] > [インターネットオ 
プション]メニューか5 [インターネットオプション] 
ダイア□グを表示する 

2 [セキュリティ]タブをクリックする 

Q [信頼済みサイト]をクリックして選択し、[サイト]を 
クリックする 

[信頼済みサイト]ダイア□グび表示されます。 



lil 上で、信頼済みサイトの登録び完了です。 


Windows Server 2008でご巧用に 
なる場合のま意事頃 


■ " about : intemet " と、カメラのホスト 
ちを登録する 

Windows Server 2008では、 IE ESC (Internet Explorer 

のセキュ U ティ強化の構成）び有効になっている場合は、 
管理者ビューワーおよび管理ツールを起動でさません。 
事前に、 Internet Explorer の「□—カルイントラネット」 
または「信頼済みサイト」に、 " about : intemet " と、接続 
先カメラのホスト名を登録してください。 



圏重要 

" about : intemet " を登録すると 、 Windows 7などで Internet 
Explorer を使用する場合と同等のセキュリティレベルとなりま 
す。管理者ビューワー、管理ツールの使用後は、必要に応じて 
" about : internet " とカメラ名の登録を解除し、元のセキュリテイ 
レベルに戻すことをお勧めします。 


■ SSL 接続時の Web ブラウザーの七キュ 
■ J ティ設定 

Windows Server 2008または Windows Server 2008 
R 2 で Web ブラウヴー (Internet Explorer 9) からカメラ 

に SSL 接続をした場合、次の操作をするとコンテンツブ 
□ックのダイア□グび表示されて操作びでさないことび 
あります。 

• 管理ツールまたは管理者ビューワーの起動 

• VB ビューワーからの音声受信 

これらは Internet Explorer 9のセキュ U ティ強化の構成 

(IE ESC ) び有効に設定されている場合に発生します。次 

の手順で設定を変更することで回避でさます。 

1 Internet Explorer 9 の [ ツール ] メニューの[イン 
夕ーネット オプション ] をクリックし、 [ 詳細設定 ] 夕 
ブをク U ックする 

2 [セキュリティ]の[暗号化されたぺージをディスクに 
保存しない]チェックボックスをオフにする 
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動作環境のご注意 


圏重要 

IE のセキュ U ティ強化の構成を変更し有効にした場合、上記の 
[暗号化されたページをディスクに保存しない]チェックボック 
スち再び有効になりますので、ま意して<ださい。 



■ 音声を使用するためにサウンド機能の設 
定を有効にずる 

Windows Server 2008の初期設定では、ヴウンド機能び 
無効に設定されています。 

ビューワーで音声受信をするには、次の手順でサウンド機 
能を有効にしてください。 

1[コント□—ルパネル]の [ A — ドウエア]をクリック 
する 



国メモ 

[コント□-ルパネル]びクラシック表示の場合、[サウンド]をダ 
ブルク U ックしてください。 

2 [サウンド]をクリックする 



コント□ールバネルホーム 
システムとたキユリテイ 


々苗 


デ"イスとブリン々一 
デバイスの胤 ] D プリンタ-の适加 
•デバイス マネ-ジャ- 


ネットワづとイシタ-ネット 

A — ドウエア 


デザイン 

時計、言語、わよ U 化巧 


]ンピュ-夕-の巧単悚巧 


タディアまたはデパイスの巧ミ設定の吏巧 
CD または化の:げィアの自か再生 


咳 窺 

夕 3を 


乂^音まの調留システムが化す音のを巧 
.ィォデバイス腿巧 ^ 

_ [オプション 

お巧力の設ちのを巧電源ポタンの助巧のをま 
スリづ解除巧のパスワードの要ま 
ェ/ビュ-夕-げ刈づげ赖こね别ミ間ををを 
電源ブラシの涯巧 


h ティスフレイ 

< 9 テキストやその化の項目の大きさのま更 

画面の肤巧度の調袋外部ディスプレイへの巧倚 
に卜のちらつき(リフレッシュトト）の調袋ち法 


4 [サウンド]ダイア□グび表示される 

[再生]タブでオーディオデバイスびインス I ルされ 
ていることを確認する（オーディオデバイスびインス 
I -ールされていない場合はご使用の PC の使用説明書 
をご確認ください） 


Windows Vista/Windows 7でご使 
用になる場合のま意事頃 


Windows Vista および Windows 7でご使用になる場合に 
は、次の制限事項びあります。 

■ 設定ぺージ、管理ツール 

カメラ名など日本語入力箇所で Windows Vista/Windows 7 
の新文字セットを設定すると、他の PC で正しく文字を表 
示できない場合びあります。 Windows Vista/Windows 7 
の新文字セットは使用しないで<ださい。 

国メモ 

Windows Vista/Windows 7び対応するリ に X 0213:2004」文 

字セットで、第兰水準と第四水準の一部の文字について、他の OS 
で表示でさない場合びあります。 

■ RM-Lite 

RM 丄 ite の動作環境のま意事項については、『システム管 
理者マニュアル』を参照してください。 


3 [オーディオサービスび実行されていません]という 
メッセージで[はい]をクリックする 
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2m 

m - 二 

カメラの巧巧設定 


□ カメラ利用開始までの基本的な流れ 
□ 初期設定 ツールのイ ンス トール 
□カメラの初期設定 
















カメラ利用開始までの基本的な流れ 


カメラの初期設定をずる 

カメラを設置する前に本章をお読みになり、 VB 初期設定ツールを使って IP アドレスを設 
定してください。 

「必要なソフトウエアをインス I -ールする」 （ P . 26) 

「カメラの初期設定をする」 （ P .29) 



▼ 


映像を確認する 

初期設定び完了したら、 Web ブラウヴーでカメラにアクセスし、 VB ビューワーで映像を 
確認します。 


r カメラの映像を確認する」 （ P . 30) 



▼ 

カメラを設置する 

利用する環境に合わせてカメラを設置します。 

『設置ガイド』 

▼ 


カメラアングルを設定ずる （500 Bwra 

カメラアングル設定ツールを使って、 PC からの操作でカメラアングルを設定します。 

「必要なソフトウエアをインストールする」 （ P . 26) 

に章カメラアングル設定ツール」 

▼ 



設定ページか6カメラの設定をずる 

カメラの基本的な設定、ネットワークでの運用ち法、ユーヴー登録、アクセス制御などに 
ついて設定でさます。 

「5章設定ページ」 



▼ 


管埋 ツールを 使ミ 

管理ツールを使用すると、可視範囲やプ U セットを設定したり、インテ U ジェント機能を 
利用するための設定びでさます。また、□グを閲覧してカメラの動作状況を確認でさます。 

「6章管理ツール」 

▼ 



VB - H 41/610/710 ビユーワーを® う 

カメラに搭載されている VB - H 41/610/710 ビューワーには、管理者向けの管理者ビュー 
ワーと、 一般ユーヴー向けの VB ビューワーびあります。 VB ビューワーを使って一般向け 
の配信内容を確認し、管理者ビューワーを使ってすべての動作を確認してください。 

「7章管理者ビューワー/ VB ビューワー」 

▼ 
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カメラ利用開始までの基本的な流れ 


運用ずる 

エラーメッセージび表示されたり、意図したとおりの動作をカメラびしないとさは、エ 
ラーメッセージや□グメッセージの内容を「8章付録」でご確認ください。 

「8章付録」 



國重要 

運用を開始する前に、設定ページと管理ツールでの設定び意図したとおりに動作するか、確認してください。 



d 乂 智恕神 
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必要なソフトウエアをインス I ^ールずる 


カメラの初期設定に必要な次のソフトウェアをインス I -ールします。 

• VB 初期設定ツール：ネットワークカメラの初期設定に使用するソフトウェア 

• 管理ツール証明書：管理ちビューワーおよび管理ツールを使用するための電子証明書 

• E 0 B GQ 回カメラアングル設定ツール：設置時のカメラアングル操作に使用するソフトウェア 

• .NET Framework 3.5 SP 1 :ネットワークカメラ用の各種ソフトウェアを使用するための実行環境 （ PC にインス!-ール 
済みの場合はインス I -ール不要） 

まとめてインス I -ールする方法と、選んでインス I -ールするち法びあります。 

宜メモ 

• インス!-ーラーで管理ツール証明書をインス!-ールすると、 PC を使用するすべてのユーヴーび管理者ビューワ ー、 管理ツールを使用で 
さるよラになります。 

• VB 初期設定ツールをインス I -ールする PC 外の PC で管理者ビューワーおよび管理ツールを利用するとさは、[選んでインス I -ール] 
で「管理ツール証明書」のみをインス!-ールでさます。 

• [おまかせインス!ル]でインス!ルすると、 VB-H41 では使用しないカメラアングル設定ツールもインス!ルされます。使用す 
るカメラび VB-H41 のみで、カメラアングル設定ツールをインス I ルしたくないときは、[選んでインス!ル]でカメラアングル設 
定ツールを除外してください。 


カメラに同姻されているセットアップ CD-ROM を PC 
のディスクドライブにセットする 

他のすべてのアプリケーシヨンび終了していることを 
確認してか5、[スタート]メニュ ー> [マイコン 
ピュータ]の順にクリックする 

CD-ROM アイコン> [ APPLICATIONS ] フオルタ> 
[ VBToolslnstall . exe ] の順にタブルクリックする 



VBToolsIn 
sta ll.exe 


インス I -ール画面び表示されます。 



4インストール方法を選択する 

[おまかせインス I -ール]: VB 初期設定ツールと管理 
ツール証明書、カメラアングル設定ツールをインス 
トールします。 


わまかせインストール（インストール巧巧の破毎） 



历讯脱ジ-ル みのづが现舟が枚が)すか刀け！乃す. 21« 

A 沪ぅ記化旅んがかブ并化巧けれかな巧，* 巧… 

〜 W! ■ウール SI 巧 • -11¢* ，… 



[選んでインス!-ール]:ソフトウェアを任意に選択し 
てインス!-ールします。 


巧んでインストール（一ちから選が） 

た/かール Ufct、 ソス々巧I々して<«み、 

よなぶれが ST めなへ々びわルでくだみ、 
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必要なソフトウエアをインス I ルする 


[おまかせインス I -ール]を選んだときは[次へ]を、 
[選んでインス I -ール]を選んだときはインス I -ール 
したいソフトウェアのチェックボックスにチェックを 
入れて[次へ]をクリックする 

使用許諾契約画面び表示されます。 



巧巧おを巧お 

ご皮巧になる m に W 下© PF 巧が巧巧よくち掀ぶれ、. 


iwrti ( tfT . 冉々て rm « ソ71•ウ *7 j といい生 ♦.) CIMW •るわ 
客 Hfc ♦ヤノンが S は ( MT . ♦ヤノン tv •い*す. > と々 
む KW で♦， fWT ノブトウ * TJ g イン a 卜—ん " t *: とだよ9、6 
めに It * され去ことに Mft されたちのとし S 才，束^ 
W め JMI じ两 g されなわ TOW キ中ノ、■■— «•—•’一， 

ウ 》7 J めけるこ t がで»ず-可¥ 


盾十♦こと《で夕»4ム.わ 
ん6巧わなぃで下さぃ， 

flw ホ ara 输 HCMO だか？ 

巧がか•か化い J がか?レてくだれ、 

rt 义々 J がIかルでくださ L、 


r fwi ソ7トウ*71 t* 

Iソフトウ 》7J 々インスト- 


使用許諾契約を読み、同意する場合は[はい]をクリッ 
クする 

インス!-ールび開始します。 

VB 巧巧を定ツールのインストール 

ィ «：用，： CSJTj 也抑!巧巧 y - ル知。巧むスト -J ん，す • 

抑曲 K 巧-ル 

がラァル粉ィ-ル > , 

n 


インス I ル完了の画面び表示された！5 [終了]また 
は[再起動]をクリックする 


ィ tt 用ホ： CSJT) 

ゾ访 marry ー ル 

ィ カタラアンク ABKEV— ル 

ゾ 1M かルな巧痛 

インストール完了 

WT®'/7Ktt7flH>：W- HWFn* レた. 

な VB 化脱げ，-ル Vm 。。 

% 力わ/ンのは ji ツ-ル Vw.2々 
》 *9 ッ-ル a 切 • vm ,。 


ち下の rWTj 巧化化て个ノか-1巧 WT レて巧 A、 

1巧!■，: 


デスクトップに VB 初期設定ツールとカメラアングル 
設定ツールのアイコンび表 7 J \ されます。 


V 邮]期苗をツ- 
ル V5.Q 



力式ラアング J レ苦 
をツールの .0 


Internet Explorer 9な陪 
および Windows Server 2003/ 
Windows Server 2008でご使用に 
なる場合のま意事頃 


■ カメラのトツプぺージを信お済みサイト 
として登録する 


Internet Explorer 9 lil 降および Windows Server 2003/ 
Windows Server 2008 では、 Internet Explorer における 
インターネットヴイトとイントラネットヴイトのセキュ U 
ティレベルび初期設定で[高]に設定されています。 
そのため、 VB-H41/610/710 ビューワ ー 、設定ぺージ、管 
理ツールにアクセスすると、コンテンツブ□ックのダイア 
□グび表示され正常に動作しません。 

正常に動作させるには、次の手順で信頼済みサイトに登録 
して < ださい。 


1 Internet Explorer でカメラのトツプぺージか5 
VB - H 41/610/710 ビューワーや設定ぺージにアクセス 
する 


次のダイア□グび表示されます。 


〇 £麟徵 f 溫臟讚胶颖孩ま 

http：// 192.168 .100.1 

17 Web サイトのコンテシツが:化ツがれる0ミは、このタツた一:？をまち寸る柏)' 
Internet Explorer わ おユリティな化の巧ぶの詳細をま示します。 


过 


ぉ加曲…」 


駕攤な®5織!ミ擲も 

ローカ 


殼滿 K な媒臟離祇就?^ 

のアブリケーンヨンに是ミ咨します。 


2 [追加]をクリックする 

[信頼済みサイト]ダイア□グび表示されます。 

3 [このゾーンのサイトにはすベてヴーパーの確認 ( https :) 
を必要とする]にチェックがついている場合は外す 



4 [この Web サイトをゾーンに追加する]にカメラの IP 
アドレスを入力し、[追力日]をクリックする 






























なお、コンテンツブ□ックのダイア□グび表示されない場 
合でも、通常のセキュ U ティ設定では JavaScript び無効化 
されている場合びあり、設定ページや VB - H 41/610/710 
ビューワーの動作び制限されます。信頼済みサイトに登録 
すると、 JavaScript の設定も自動的に有効になるため、登 
録をしてください。 

コンテンツブ□ックのダイア□グび表示されない場合は、 
次の手順で[信頼済みサイト]ダイア□グを表示でさます。 

1 Internet Explorer の [ツール] > [インター ネットオ 
プシ ョン] メニューか！5 [インターネットオプション] 
ダイア□グを表示する 

2 [セキュリティ]タブをクリックする 

Q [信頼済みサイト]をクリックして選択し、[サイト]を 
クリックする 


[信頼済みサイト]ダイア□グび表示されます。 



Lil 上で、信頼済みサイトの登録び完了です。 
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VB 初期設定ツールを使って、カメラのネットワークを設 
定します。 

1カメラと PC をネットワークに接続し、電源を入れる 
( 『設置ガイド』の「カメラを接続する」） 

2 VB 初期設定ツールを起動する 

デスクトップ上の [ VB 初期設定ツール]のアイコンを 
ダブルク U ックして起動します。 


V 站 D 期苦を ジー 
ル V&.Q 



ネットワーク接続されたカメラを VB 初期設定ツール 
び自動的に検出し、カメラの MAC アドレス、 IP アド 
レス、機種名を表示します。 

工場出荷設定では 
IP アドレス：192.168 .100.1 
に設定されています。 MAC アドレスはカメラ本体の 
シールに記載されています （ 『設置ガイド』の「各部 
の名称」）。 

圏重要 

• カメラの電源を入れて20分び経過すると、カメラは IP アドレ 
スの割り当て要ホを出さなくなり、 VB 初期設定ツーレで検知 
でさません。その場合はカメラの電源を入れ直してください。 

• ご使用の動作環境によって、ま意事項びある場合びあります。 
初期設定をする前に「動作環境のごま意」 （ P .19) をご覧くだ 
さい。 

• VB 初期設定 ツールはルーターを 越えた先にある カメラへの使 
用は でさません。 


MAC アドレスをクリックして選択し、[初期設定]を 
クリックする 

巧巧設をジール ー 



«ai3nr こ 刀か 

MAC アドレス IP アドレス j 離る 

1 

|| 旧 iIiB ん抽 Bggai 192.168 .100.1 VB-H4I 

t 

クリックで選択 


4ユーザー名 「 root 」 と工場出荷設定のパスワード 
「 camera 」 を入力し、設定する IP アドレスとヴブネッ 
トマスクを入力する 

デフォルトゲートウェイを設定しない場合は[デフォ 
ルトゲートウェイを設定する]のチェックを外します。 
設定したら [0 K ] をク U ックします。 



設定の進行状況びウィンドウで表示されます。 


国メモ 

• 管理者のパスワードは、セキュリティを確保するため、必ず変 
要して<ださい （ P . 42) 。 

• 設定する IP アドレス、サブネットマスク、ゲートウェイアドレ 
スはシステム管理者にお問い合わせください。 

C [0 K ] をクリックする 


I V 蝴巧設をツール 


# カメラを巧超 
備了 I 


:巧翻!!しています • 

ち了してからカメラヘアク它スしてください • 
カメラの巧起面には巧十若ホカ S。 ます • 


圏重要 

IP アドレスを DHCP サーバーから取得する場合は、 VB 初期設 
定ツールから設定用 PC と通信びでさる静的アドレスを一時的 
に設定し、設定ぺージの[ネットワーク]で [ IPv 4] の [ IPv 4 アド 
レス設定ち式]を[自動設定 （ DHCP )] に変更してください 
( P . 47) 。 



カメラの初期設定をずる 


d 乂 智恕神 
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カメラの映像を®認する 


初期設定び完了したら、カメラの映像を VB ビューワーで 
確認します。このとさ、カメラに設定した IP アドレスとヴ 
ブネットマスクに対応したネットワーク設定を、 PC 側に 
設定してください。 

1動作確認をするカメラの MAC アドレスをクリックし 
て選択し、[詳細設定]をクリックする 



2 Web ブラウザーび起動し、カメラのトップページび表 
示されます。 [ VB ビューワ ー] をクリックする 



ビューワーび起動してカメラの映像び表示されます。 



カメラのトップページび表示されないときや 、 VB 
ビューワーび起動でさないとさは、「8章付録」の「卜 
ラブルシューテイング」 （ P .151) を参照してくださ 
い。 

圏重要 

• カメラに設定した IP アドレスとサブネットに対応したネット 
ワーク設定び PC に行われるまで、カメラの映像は確認でさま 
せん。 

• [詳細設定]から設定ページを開く場合は、カメラの HTTP ポー 
卜を80から変更しないでください。 HTTP ポート番号の設定 
については、 「HTTP ヴーバー」 （P. 61) を参照してください。 
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カメラアングル設定ツール 


H610IH710 


□カメラアングルの設定方法 

□ 複数のカメラを管理するカメラ指定ファイ J レの作成 


















カメラアングルを設定ずる 


カメラ設置時のカメラアングル調整、およびカメラ設置後、何らかの事情で撮影方向を変更する場合などに、カメラアング 
ル設定ツールをご使用ください。 

isa 回パン、チルト、□ーテーシヨン、ズーム、 フォーカス、 露出補正を設定でさます。 

BQ 因ズーム、フォーカス、露出補正を設定できます。 

圏重要 

• カメラアングル設定ツールは、カメラ設置調整用として同捆しており、曰常的な利用は想定していません。多用するとカメラび故障す 
る原因になります。 

• カメラアングル設定ツールを使って設定を変更した後は、設定ページと管理ツールでの設定び意図したとおりに動作するか、確認して 
ください。 

• カメラアングル設定ツールは、プ□キシサーバー経由では使用でさません。 

• カメラアングル設定ツール接続中は、アップ□ー ド機能を使用でさません。 


カメラアングル設定ツールを起動する 


1デスクトップの[カメラアングル設定ツール]アイコ 
ンをダブルクリックする 



2 接続巧カメラの各項目を入力して [0 K ] をクリックす 
る 



カメラに巧続する 

1 [ファイル]メニューの[接続]をクリックする 


^ カメラアングル設をツ—ル-[.未 


I フアイ Jl/F) I 表示 W) 〜レブ。 

4) 

I 接爲(の… 



カメラ選択 (S)... 


切ご） 

I ぉ了 (X) 

[接続先カメラの指定]ダイア□グび表示されます。 



[ホスト名] 

カメラのホスト名または IP アドレスを入力します 

( P . 29)。 

[管理者ユーザー名] 

カメラの管理者ユーヴー名を入力します （ P . 29)。 

[管理者パスワード] 

カメラの管理ちパスワードを入力します （ P . 29)。 

[SSL 通信を使用する] 

SSL 通信でカメラに接続する場合にチェックします。 
通常は SSL 通信を使用しない設定（工場出荷設定）に 
なっています （ P . 72) 〇 

[ポート番号] 

カメラの HTTP ポート番号を、80、443、1024〜65535 

の範囲で設定します。通常は [80] (工場出荷設定）に 
なっています fP . 61)。 
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カメラアングルを設定する 


3次のメッセージで[はい]をクリックする 



胃メモ 

カメラアングル設定ツールでカメラに接続すると、そのカメラに 
接続しているビューワーや録画ソフトは切断されます。 

接続したカメラのライブ映像び表示され、カメラアン 
0') レの設定び可能になります。 



圏重要 

• 1つのカメラに接続可能な時間は30分までに制限されていま 
す。30分経過すると自動的に切断されますので、カメラアン 
グルの設定び完了していない場合は、再度接続してください。 

• 複数の PC からカメラアングル設定ツールを使って1つのカメ 
ラに同時に接続することはでさません。 


カゾラリストを使って接続する 

複数のカメラを使用しているときは、あらかじめカメラの 
接続情報をカメラ指定ファイルに記述して、カメラアング 
ル設定ツールのカメラリストに読み込むことびでさます。 
複数のカメラの情報を入力することなく簡単に接続でさ 
ます。カメラ指定ファイルの作成方法は、「カメラ指定ファ 
イルを作成する」 （ P . 38) を参照してください。 


■ カメラ指定ファイルの読み込み 

1[フアイ j レ]メニューの[カメラ選択]をクリックする 



[カメラ選択]ダイア□グび表示されます。 

2 [カメラ指定ファイルの読み込み]をクリックする 



3カメラ指定ファイルを選択し、[開く]をクリックする 



カメラ指定ファイルび読み込まれ、記述されている力 
メラ名び[カメラ U スト]に表示されます。 
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カメラリスト 


宜メモ 

• [カメラ選択]ダイア□グは、カメラアングル設定ツールを終了 
するか、ダイア□グち上のXをク U ックしない限り、常に表 
示されています。 

• カメラリストは、カメラアングル設定ツールを終了した時点で 
破棄されます。次回カメラアングル設定ツール起動時に、カメ 
ラ指定ファイルの読み込みを行ってください。 


■ リスト上の次のカメラに接続する 

[次へ]をク U ックすると、接続中のカメラとの接続び切断 
され、 U スト上の次のカメラに接続します。 



次に接続される 
カメラ 


国メモ 

[詳細情報]には、カメラリストで選択中のカメラ情報び表示され 
ます。 


■ カメラに接続する 

接続するカメラをカメラ U ストから選択し、[接続]をク 
U ックしてください。 



カゾラとの接続を切巧、お了する 

1[ファイル]メニューの[切断]をクリックして、接続中 
のカメラとの接続を切断する 



2 [ファイル]メニューの[終了]をクリックして、カメラ 
アングル設定ツールを終了する 
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カメラアングルを設定する 


irmil 


⑧ 


①- 

③- 

④- 


⑥- 


⑦ 




巧 カメラアンクルををツール-192.1朗 .100.1 


① 



⑨⑨⑩ 


① 映像表示部 

カメラの映像を表示します。 

② [画面サイズ切換]ボタン 

表示画面サイズを「480 x 270」または「960 x 540」に 
切り換えます。表示画面サイズは、[表示]メニューの 
[表示画面サイズ]で選択することちでさます。 

③ 操作アシスト QSQ 

パン操作とチルト操作び可能な範囲を点線で示してい 
ます。点線びない位置へカメラアングルを変更するこ 
とはでさません。 


④[パン]ボタン mSITil 

カメラのパンを操作します。 

⑥ [チルト]ボタン aaB 

カメラのチルトを操作します。 

⑧[□ー テ ー シヨン]ボタン mgITil 

カメラの□ーテーシヨンを操作します。 

⑦ [□—テーシヨン]スライタ’一 msiTn 

スライダー上をク U ック、または、つまみをドラッグし 
てカメラの□ーテーシヨンを操作します。 


% カメラアンクル設定ツール- 1 92 . 3 
Iファイ; KF) 表示が）〜レプ (H) 





カメラアングル設定ツールの表示画面について 






■化補正 


M 反ち: 



⑩⑩⑩ ④⑥⑧⑩@⑩颇 


⑩ 


⑩®⑩颇 


②- 


-⑩ 

-⑨ 

-⑨ 
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⑧ 光学テレ端アイコン 

[デジタルズーム]で[使用する]を選択している場合に 
表示されます。このアイコンよりも上にスライダーをド 
ラッグするとデジタルズームになります。 

⑨ [ズーム]スライダー 

ズーム倍率の操作をするスライダーです。 

⑩ [ズーム]ボタン 

ズーム倍率の操作をするボタンです。 

⑩[操作アシスト]選択ボックス uaB 

映像表示部に操作アシストを[表示する]、[表示しない] 
から選択します。 


カメラアングルを設定する 


ua 因パン、チル ト、 □ーテーシ ヨン、ズームを 操作し 
て任意のカメラアングルに設定でさます。 

GQ 回ズーム操作のみ行えます。 

■ 操作ボタンとスライダーで設定する sm 

[パン]、 [チル ト]、[□-テーシヨ ン]の各ボタンをク U ッ 
クしてカメラアングルを設定します。ボタンを押している 
間、そのち向にカメラアングルび変わり、ボタンを放すと 
停止します。 


⑩[操作ボタン]選択ボックス rraro 

映像表示部に[パン]ボタンと[チルト]ボタンを棒示 
する]、[表示しない]から選択します。 

⑩[操作アシストの補正 ] GaB 

カメラの向さを手で動かしたとさなど、操作アシストの 
表示び実際のカメラアングルと一致しないとさびあり 
ます。その場合は、[操作アシストの補正]をク U ックす 
ることで、実際のカメラアングルを確認する動作び行わ 
れ、操作アシストの表示位置び自動的に補正されます。 
なお、操作アシストの補正には、1分程度かかります。 

〇 [デジタルズーム] 

デジタルズームを、[使用する]または[使用しない]か 
ら選択します。[使用する]を選択すると、ズームスライ 
ダーにデジタルズーム境界域び表示され、デジタルズー 
ム操作び可能となります。 

デジタルズームは、倍率び高くなるに従い画質び低下し 
ます。 


⑩[映像反転]選択ボックス 

カメラの映像の向さを選択します。 

[反転する]を選択すると、映像を180度回転して表示し 
ます。 


⑩ [フオーカス] 

フオーカスを操作します。 




パン（左ち）操作 


圆画 チルト（上下）操作 
囚囚 □ーテーシ ヨン （傾さ）操作 


[□-テーシヨ ン]スライ ダーで□-テーシヨ ンを設定す 
るとさは、スライダーをドラッグし、映像内の対象物び水 
平になる角度でマウスボタンを放します。 


▼ 


⑩[露出補正]スライダー 

露出を操作します。 

圏重要 

カメラアングル設定ツールで設定を変更した場合、インテリ 
ジェント機能の検知領域、プライバシーマスク、プリセットを 
設定し直す必要びあります。 
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カメラアングルを設定する 


■ 映像をク IJ ックして設定する sm 

映像上の任意の位置をク U ックすると、その位置び画面の 
中必になるように、カメラアングルび移動します。 

ただし、ク U ックした位置び、パンまたはチルトの範囲を 
超える場合は、パンまたはチルトのいずれか移動可能なほ 
5だけび移動します。 

国メモ 

カメラび操作と異なる動さをしたり、操作アシストで示されてい 
る範囲まで設定でをないとさは、操作アシストび実際のカメラア 
ングルと一致していない可能性びあります。[操作アシストの補 
正]をク U ックして補正してから、再度カメラアングルを設定し 
てください。 

■ カメラのズーム倍率を変更する 


カメラのズーム倍率は、[ズーム]ボタン、または[ズーム] 
スライダーで設定します。 

[ズーム]ボタン 

押し続けると動作し、放すと停止します。 


ズームインします。 



m ズームアウトします。 


[ズーム]スライダー 

スライダーをドラッグします。スライダーの位置にあわせ 
てカメラのズーム倍率び変わります。 


フオーカスと露出巧正を設定する 


■フォーカスを設定する 

フォーカスは、マニュアル操作で任意の位置に合わせる 
か、無限遠に固定します。マニュアル操作時は、ワンシヨッ 
卜 AF 機能を使用して対象物にフオーカスを合わせること 
びでさます。 



[マニュアル]: 

(遠）[■玄 □ (近）のボタンを押し続けることで、 
フオーカスを調整でさます。 


[ワンショット AF ] をク U ックすると、一時的にオート 
フ オー カスび作動し、フ オー カスび合った後にマニュアル 
操作に戻ります。 

[無限遠固定1: 

無限遠近傍にフオーカスを固定したままにでさます。 

国メモ 

• 次のような被写体は、ワンショット AF ではフオーカスびをい 
にくいことびあります。 

フオーカスが合いに < い被写体 


白い壁など明暗 
の差びないらの 



斜め線や横搞 
のみのちの 



動きび速いもの 




因 



斜めになって 
いるちの 



炎や煙など実 
体のないらの 



暗いところや 
夜景 



強い光び反射 
しているちの 



ガラス越しの 
ちの 



遠くと近くに 
同時にある 


• カメラの再起動後は、フオーカスび合っているか確認すること 
をお勧めします。 

• フオーカスの合ラ範囲（目ち）は次の表の通りとなります。 


フオーカスモード 

デイナイト設定 

デイモード 

ナイトモード 

7ニユアル 

0.3 rn—oo 

1.0 m—oo 

無限遠固定 

無限遠近傍※ 


※赤外照明使用時には、フォーカスび合わなくなる場合びありま 
す。 


■ 露出補正を設定する 

映像の明るさを 9 段階 （-4 〜 +4) で設定でさます。 



映像を暗くしたい場合は[暗]側にドラッグし、明るくした 
い場合は[明]側にドラッグしてください。 

国メモ 

• カメラの露出モード （ P .140) び [マニュアル] に設定されてい 
た場合は、[オート]に変更されます。 

• カメラアングル設定ツールで設定した露出補正値は、カメラを 
再起動すると IJ セットされます。設定ページの[カメラ]一 
[起動時設定]の[露出補正] ( P . 51) には反映されません。 

























































カメラ指定ファイルを作ぶする 


カメラへの接続情報を記述したカメラ指定ファイルを作成しておくと、[カメラ選択]ダイア□グ （ P . 33) のカメラ U ストに 
読み込めます。複数のカメラを使用していてち、簡単な操作でカメラの接続び切り換えられます。 

カメラ指定ファイルは、あらかじめテキストエディターなどで作成し、 CSV 形式ファイルとして保存しておきます。 

■ カメラ指定ファイルの記述内容 

カメラ指定ファイルの1行目に、ヘッダー行として各列のタイトルを記述します。 

2行目じ(降に、1行につき1台のカメラの情報を記述します。 

各列には、次の情報を記述します。 


列 

記述内容 

登録名 

カメラの名前。接続時にカメラリストに表示されます。 

ホスト名 

カメラのホスト名または IP アドレス 

ポート番号 

カメラの HTTP ポート番号（工場出荷設定は 80) 

管理者 ユー ヴー名 

カメラの管理者ユーヴー名（工場出荷設定は root) 

管理者パスワード 

カメラの管理者パスワード（工場出荷設定は camera) 

SSL 通信の有無 

SSL 通信を使用する：1 使用しない： 0 (工場出荷設定は 0) 


1行目 

へッダー 行 

2巧目降 
1巧につさ1台 
のカメラ情報 
(30 台まで） 


登録名 


ホスト名 


ポート番号 


管理者 
ユーザー名 


管理者 

パスワード 


SSL 通信 
の有無 


RegisterName 

HostName 

PortNumber 

UserName 

Password 

ConnectType 

B1F VB-H710F 

192.168 .100.1 

80 

root 

cameral 

0 

1Fa VB-H610VE 

192.168.100 .2 

80 

root 

camera2 

0 

1Fb VB-H610D 

192.168.100 .3 

80 

root 

cameras 

0 


圏重要 

登録できるカメラの台数は30台までです。31台じ(上のカメラ情報を記述すると、カメラアングル設定ツールでの読み込み時にエラーになります。 
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カメラ指定ファイルを作成する 


■ テキストエディターでの入力例 

各項目をカンマで区切って入力します。保をの際に拡張テを 「. CSV 」 にしてください。 

RegisterNanne , HostNanne , PortNunnber , UserName , Password,ConnectType 

B 1 FVB - H 710 F ， 192.168.100 .1 ぶ O ， root ， camera 1,0 

1 Fa VB - H 610 VE , 192.168 .100.2,80, root , camera 2,0 

1 Fb VB - H 610 D ， 192.168.100ぶ 80， root ， camera 3,0 

2 Fa VB - H 610 D , 192.168 .100.4,80, root , camera 4,0 

2 Fb VB - H 610 D , 192.168 .100.5,80, root , cameras ,0 

3 Fa VB - H 71 OF , 192.168.100. 6,80, root , cannera 6,0 

RVB - H 610 VE , 192.168 .100.7,443, root , camera ?,0 


圏重要 

• カメラ指定ファイルには、管理者パスワードをそのまま記述します。カメラ指定ファイルの取り扱いには十分ごミ主意ください。 

• カメラ指定ファイルの記述内容びセミコ□ンなどカンマ外で区切られている場合、または記述内容に空の行び含まれている場合は、 
カメラ指定ファイルの読み込み処理は行われません。 
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4 章 

カメラのトツプページについて 


□設定ページ、管理ツール、ビューワーへのアクセス方法 
















工場出荷設定のユーヴー名とパスワードは次の通りです。 
ユーヴー名 ： root パスワード ： camera 

(ユーヴー名 「 root 」 は、カメラの管理者アカウントです。 
[設定ぺージ]および[管理ツール]は、ユーヴー名 「 root 」 
でのみ接続でさます。） 


② 設定ぺージ（設定メニュ ー） へのリンク 

カメラの詳細設定をするときにク U ックします。詳細は 
「5章設定ページ」を参照してください。 

③ 管理ツールへのリンク 

管理ツールを使用するとさにク U ックします。詳細は 
「6章管理ツール」を参照してください。 

④ 管理者ビューワー起動リンク 

管理者ビューワーにアクセスするとさにク U ックしま 
す。詳細は「7章管理者ビューワー/ VB ビューワー」 
を参照してください。 


• ユーヴー名またはパスワードの入力を間違えた場合、カメラ 
への接続びでさません。正しいユーヴー名およびパスワード 
を入力して接続してください。 

• 管理者パスワードを忘れてしまった場合は、リセットスイッ 
チを押して工場出荷設定に戻してください （P.164) 。ただ 
し、カメラの曰付と時刻外すベての設定び工場出荷設定に 
戻りますのでごま意<ださい。 

. 管理ツールと管理者ビューワーは、 IPv6 アドレス指定では使 
用でさません。 IPv6 接続はホスト名指定にのみ対応します。 


①言語切り換えボタン 

表示言語を切り換える場合にク U ックします。 

ク U ックした言語のトツプページび表示されます。 


國重要 

• システムのセキュ U テイを確保するため、管理者パスワード 
は必ず変更してください。変更後は、パスワードを忘れない 
よラにしてください。 

•同じ PC を管理者と登録ユーヴーび共有して VB ビューワーを 
使用する場合には、[資格情報を記憶する]のチェックを入れ 
ないことを強<お勧めします。 


圏重要 

この『操作ガイド』では、 IP アドレス"192.168.100 .1" (工場出 
荷設定）を用いて操作の説明をします。実際には、お客様びカメ 
ラに設定した IP アドレスを入力してください。 

カメラのトップページび表示されます。 



設定ぺージの 管理ツール/ 

認証画面 管理者ビューワーの 

認証画面 


カメラのトツプページにアクセスずる 


カメラのトツプページにアクセスする 

カメラのトップページからは、カメラの詳細設定を行う設 
定メニューへの移動、管理ツールの起動、映像を表示する 
ためのビューワーの表示びでさます。 

1 Web ブラウザーを起動する 
2初期設定ツールで設定した IP アドレスを入力する 


⑥ VB ビューワー起動リンク 

VB ビューワーにアクセスするとさにク U ックします。 
詳細は「7章管理ちビューワー/ VB ビューワー」を参 
照して < ださい。 


ユーザー認証 


[設定ぺージ]、[管理ツール]、[管理ちビューワ ー] を使用 
するには、ユーヴー認証び必要です。 





VB-H41 


ユーザー i 忍註び'必要です 


①②③④⑥ 
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設定ぺ—ジ 


□管理者パスワードとネツトワークの詳細設定 
□カメラの日付と時刻の設定 
□ カメラ名と起動時設定に関ずる設定 

□ B 巧像の品質とサイズの設定 
□アツ プ□ー ドとメール通報の設定 

□ B 巧像/オーディオ/ HTTP サーバーの設定 
□イベントに関する設定 

□ ユーザーの登録と権限、アクセス制御の設定 

□ IPsec の設定 

□ HTTP 通信の暗号化 （ SSL / TLS ) の設定 

□ SD メモリーカードの操作と情報の表示 
□ 再起動が必要となる項目の設定 

□ メンテナンス（□グや設定内容の表示/再起動/工場出荷設定) 

















設定メニユーにごいて 


設定メニューを起点として各設定ページへ移動し、カメラのさまざまな設定びできます。 

各設定ページで設定できる内容は、次の通りです。詳しくは、各参照ページをご覧ください。 



• ネットワーク 

管理者パスワード、 LAN 、 IPv 4、 IPv 6、 DNS、SNMP 
の設定 （ P . 47) 

• 曰付と時刻 

カメラの日付と時刻、タイムゾーン、サマータイムの設 

定 ( P . 50) 

• カメラ 

カメラ名、起動時設定、カメラ制御、デイナイト、カメ 
ラ位置制御、外部入カデバイス名、外部出カデバイス名 
の設定 （ P . 51) 

KCT1 irarg 

設置条件 （ P . 51) 

• 映像 

JPEG および H .264 における映像品質、映像サイズ、フ 
レームレート、オンスク U —ン表汀^の設定 （ P . 55) 

• アップ□-ド 

アップ□ー ド全般、 HTTP、FTP でのアップ□ー ドの設 
定、メール通報の設定 （ P . 57) 

• サーバー 

映像サーバー、オーディオサーバー、 HTTP サーバーの 
設定 （ P . 60) 

• イベント 

映像記録設定、音量検知、外部デバイス出力、外部デバ 
イス入力、タイマー、再生音ファイル登録 （ P . 62) 

• アクセス制御 

登録 ユー ヴーアカウント、 ユー ヴー権限、ホストアクセ 
ス制限の設定 （ P . 66) 


• IPsec 

IPsec の設定 （ P . 68) 

• SSL/TLS 

証明書の作成および管理、暗号化通信の設定 （ P . 71) 

• メモリーカード 

SD メモ U —力ードの操作と情報の表示 （ P . 73) 

• 再起動項目 

再起動び必要となる項目の設定（再起動項目） （ P .76) 

• メンテナンス 

表示と実行（□グの表示、現在の設定の表示、再起動、 
初期設定に戻す） （ P . ア 7 ) 

. ユーザーページ 

ユーヴーびカスタマイズする Web ページへの U ンク 
(詳しくは販売店にご連絡ください） 

圏重要 

Windows 7/Vis ね/ XP でご使用いただく場合のま意事項 

• [Windows セキュリティの重要な警告]ダイア□グび表示さ 
れた場合は、[アクセスを許可する]をク U ックしてください。 
一度設定すると、降この警告ダイア □ グは表示されなくな 
0ます。 

• メンテナンスページの[□グを見る]または[現在の設定を見 
る]を表示しようとした際に情報バーび表示され、ポップアッ 
プびブ□ックされている場合には、情報バーの手順に従って 
ポップアップを許可する設定にしてください。 
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設定メニューにアクセスずる 


カメラのさまざまな設定は、 Web ブラウヴーからカメラにアクセスして行います。まずはカメラのトップページにアクセ 
スして < ださい （ P . 42)。 

ユーヴー名とパスワードの入力については、 P . 42を参照してください。 


設定メニューについて 

① ② 



① [管理者ビュ ーワーへ] 

ク U ックすると管理者ビューワーに移動します。 

② [トップ ぺージ へ] 

ク U ックするとカメラのトップページに移動します。 

③ 設定メニュー 

ク U ックすると各設定ページに移動します。 

固重要 

セキュ IJ ティを確保するため、設定ページによる設定び完了し 
たら、 Web ブラウヴーを終了してください。 


る設定ぺージ共通頃目 


■ 設定変更の適用について 

各設定ページ内で設定の変更を行うと、各設定ページち上 
およびも下に表示されている陋用]び、グレーアウトから 
青色に変わります。 


ま巧 


変更した設定を有効にするには、[適用]をク U ックしてく 
ださい。 

変更した設定を戻す場合は、[ク U ア]をク U ックしてくだ 
さい。 

■ 再起動が1£^要な設定変更 

設定を変更するために、カメラを再起動させる必要びある 
設定項目には、オレンジのマークび付いています。 

a IPv 4 アドレス設定方ま マニュアル設定_ ▼ (yi 

オレンジのマークびある項目を変更した場合、各設定ペー 
ジち上およびち下に表示されている[適用]び、[適用して 
再起動]に変わります。 



変更した設定を確定するには、[適用して再起動]をク U ッ 
クしてください。設定変更び反映され、カメラび再起動し 
ふ^ 〇 

変更した設定を戻す場合は、[ク U ア]をク U ックしてくだ 
さい。 


圏重要 

陋用]または陋用して再起動]をクリックせずに別の設定ぺ一 
ジへ移動すると、変更内容び失われてしまいます。変更した設 
定を有効にするには、必ず[適用]または[適用して再起動]をク 
リックしてください。 
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■設定メニューに戻る 

各設定ページから設定メニューに戻る場合は、各設定ペー 
ジち上の[設定 メニューへ] をク U ックしてください。 


B~H41 Ver. 1.0.0 


圏重要 

• 1つのカメラに対しては、同時に複数の設定ページを開いて変 
要操作を行わないで<ださい。 

• Web ブラウヴーの[戻る] • [進む]ボタンによる設定ページ間 
の移動は行わないでください。変更した設定び元に戻ってし 
まラことや、意図しない変更びされてしまラ可能性びありま 
す。 


宜メモ 

設定ページの各項目先頭にある@ [Help] をク U ックすると、設 
定項目の詳細説明び表示されます。 
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[ネットワーク] 

管理ちパスワードや LAN 、 IP アドレス、 DNS などの設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• 管理者パスワード 

管理ちノてスワードを設定します。 

• LAN 

IP アドレスなど LAN の接続に必要な設定を行いま 
す。 

• IPv 4 

IPv 4 アドレスを設定します。 

• IPv 6 

IPv 6 アドレスを設定します。 

• DNS 

ネームサーバーアドレス、ホスト名、 DDNS 登録 
を設定します。 

• SNMP 

SNMP の使用に必要な設定を行います。 


管理者パスワード 


0バスワード8女まな内 


0バスワートソ巧贾用）8ちをな内 

ななな** 


① [パスワード] 

管理者パスワードを設定します。8文字！;1内（半角）の 
ASCII 文字（スペースまたは印字可能文字）び使用でき 
ます。工場出荷設定は 「 camera 」 です。管理ちビュー 
ワーや管理 ツールな どび接続している場合は、接続を終 
了してからパスワードを変更してください。 

② [パスワード（確認用）] 

上と同じノくスワードを確認のため入力します。 

圏重要 

• システムのセキュリティを確保するため、管理者パスワード 
は必ず変更して<ださい。変更後は、パスワードを忘れない 
よラにしてください。 

• 管理者パスワードを忘れてしまった場合は、 U セットスイッ 
チを押して工場出荷設定に戻してください （P.164) 。 ただ 

し、カメラの曰付と時刻 KI かすべての設定び工場出荷設定に 
戻りますのでごま意くだをい。 


LAN 


a LAN インターフェース 

3ート ▼ ■ 

々をスバケットサイズ 57 い 1500 

1500 ■ 


① [LAN インターフェース] 

[オート]、[全こ重]、[半こ重]から選択します。通常は 
[才ート]をご使用ください。 

② [最大パケットサイズ] 

一度に送信するパケットの最大サイズを入力します。通 
常は1500から変更する必要はありません。 

固重要 

• [LAN インターフェース]、 [最大パケット サイズ] の設定を変 
要する場合は、起動中の Web ブラウヴーからカメラに接続で 
さなくなる可能性びあります。「[再起動項目]再起動び必要と 
なる項目の設定」の「重要」 （P. 76) に記載しているま意事項 
を事前にご確認ください。 

• IPv6 をご使用の場合は、[最大パケットサイズ]を1280上 
に設定してください。 


国メモ 

• 光回線/ ADSL をご利用の際に、最大パケットサイズの数値を少 
し下げて設定いただくと送信効率び上びる場合びあります。 

IPv 4 



① [ IPv 4 アドレス設定方式] 

アドレス設定方式を[マニュアル設定]または[自動設 
定 ( DHCP )] から選択します。[マニュアル設定]を選 
択した場合は、使用する環境にあわせた値を、直接入力 
してください。[自動設定 （ DHCP )] を選択した場合は、 
[ IPv 4 アドレス]、[ヴブネットマスク]、 [ IPv 4 デフオル 
トゲートウェイアドレス]には DHCP ヴーパーから自 
動的に取得した値び用いられます。 

② [ IPv 4 アドレス] 

①び[マニュアル設定]の場合、固定の IP アドレスを入 
力します。 

③ [ヴブネットマスク] 

①び[マニュアル設定]の場合、ネットワークごとに指 
定されたサブネットマスク値を入力します。 
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④ [ IPv 4 デフオルトゲートウェイアドレス] 

①び[マニュアル設定]の場合に入力します。カメラを 
ビューワーと異なるサブネットに接続するときは、必ず 
設定してください。 

⑥ [AutoIP の使用] 

AutolP の使用を、[使用しない]または[使用する]から 
選択します。 

⑧ [ IPv 4 アドレス ( AutolP )] 

⑥で[使用する]を選択した場合に、自動的に設定され 
た IP アドレスび表示されます。 

圏重要 

• [ IPv 4 アドレス]、[ヴブネットマスク]、 [ IPv 4 デフオルトゲー 
トウェイアドレス]は、システム管理者にお問い合わせくださ 
い。 

• 127.0 .0.1 のように 127. から始まる IP アドレスは、カメラ 
の IP アドレスとして設定でさません。 

• [ IPv 4 アドレス]、[ヴブネットマスク]、 [ IPv 4 デフオルトゲー 
トウェイアドレス]の設定に、いずれか誤りびある場合、ネッ 
トワーク経由でアクセスでさな<なることびあります。この 
場合は「カメラの初期設定をする」 （ P .29) を参照し、 VB 初 
期設定ツールを用いて再度アドレスを設定してください。 

• [ IPv 4 アドレス]、[ヴブネットマスク]、 [ IPv 4 デフオルトゲー 
トウェイアドレス]の設定を変更する場合は、起動中の Web 
ブラウヴーからカメラに接続でさなくなる可能性びありま 
す。 r [再起動項目]再起動び必要となる項目の設定」の「重 
要」 （ P . 76) に記載しているま意事項を事前にご確認くださ 
い。 

• IPv 4 アドレス設定を[自動設定 （ DHCP ) ] でご使用の場合、 
DHCP サーバーとカメラの間にルーターびあるような環境で 
は、 IPv 4 アドレスび正しく割り振られない場合びあります。 
その場合は、[マニュアル設定]から固定の IPv 4 アドレスを割 
り振ってください。 


国メモ 

• [自動設定 （DHCP)] で割り当てられた IPv4 アドレスは、 VB 初 
期設定ツールで確認でさます。 

IPv 6 



① [ IPv 6 の使用] 

IPv 6 の使用を、[使用しない]または[使用する]から選 
択します。 

② [自動設定 ( RA )] 

RA (Router Advertisement 、 ルーターから自動的に送 
信されるネットワーク情報）を利用してアドレスを自 
動で設定する場合は[有効]、自動で設定しない場合は 
[無効]を選択します。 

③ [自動設定 （ DHCPV 6)] 

DHCPV 6 を利用してアドレスを自動で設定する場合は 
[有効]、自動で設定しない場合は[無効]を選択します。 

④ [ IPv 6 アドレス（手動設定）] 

固定の IPv 6 アドレスを入力します。 

⑥ [プレフィックス長] 

②び[無効]の場合、プレフィックス長を、16〜128の 
間で入力します。 

⑧ [ IPv 6 デフォルトゲートウェイアドレス] 

②び[無効]の場合、デフォルトゲートウェイアドレス 
を入力します。カメラをビューワーと異なるサブネット 
に接続するとさは、必ず設定してください。 

⑦ [ IPv 6 アドレス（自動設定）] 

①び[使用する]で、②および③び[有効]の場合、自動 
的に取得したアドレスび表示されます。 

圏重要 

• [IPv6 アドレス（手動設定）]、[プレフィックス長]、 [IPv6 デ 
フォルトゲートウェイアドレス]は、システム管理者にお問い 
合わせください。 

• [IPv6 の使用]、 [IPv6 アドレス（手動設定）]、[プレフィック 
ス長]、 [IPv6 デフォルトゲートウェイアドレス]の設定を変 
要する場合は、起動中の Web ブラウヴーからカメラに接続で 
さなくなる可能性びあります。「[再起動項目]再起動び必要と 
なる項目の設定」の「重要」 （P. 76) に記載しているま意事項 
を事前にご確認ください。 

国メモ 

• IPv6 び使用でさない環境では、 IPv6 を[使用する]、自動設定 
を[有効]に設定した場合、 [IPv6 アドレス（自動設定）]表示欄 
にはリンク□一カルアドレスのみび表示されます。 
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[ネットワーク]管理ちパスワードや LAN 、 IP アドレス、 DNS などの設定 


DNS 


々ネームサーバーアドレス1 


けネームサーバーアドレス2 


けネームヴーバーアドレスの自巧記を 

無知 ▼ 

けホストを6 3 女まは内 


0ホストをの DDNS を録 

登録しない ▼ 

みヴー于ドメイン 63 々をな巧 




d ヴーチドメインリスト 





① [ネームサーパ’ーアドレス1〜 2] 

登録したいネームサーバーアドレスを入力します。1つ 
しか登録しないときは、[ネームサーバーアドレス 2] は 
空欄のままにしてください。 

② [ネームサーバーアドレスの自動設定] 

DHCP を利用してアドレスを自動で設定する場合に、 
DHCP から自動取得したネームヴーノ く一を利用すると 
きは[有効]、利用しないとさは[無効]を選択します。 
[有効]に設定するには、 [ IPv 4 アドレス設定ち式]を[自 
動設定 （ DHCP )] にしてください。 

③ [ホスト名の DDNS 登録] 

[登録する]を選択し、ネームサーバーアドレスとカメラ 
のホスト名を入力します。ネームヴーバーにカメラのホ 
スト名を登録でさます。 

63文宇内（半角）の A - Z 、 a - z 、 0-9、-、_、.、の文宇 

び使用でさます。 

④ [サーチドメイン] 

アップ□ー ドまたはメール通報などで使用するヴー 
バーをホスト名で指定する場合に、ホスト名の後ろに付 
加されるドメイン名を入力してから[追加]をク U ック 
しよ9 〇 

⑥[サーチドメインリスト] 

[サーチドメイン]で追加されたドメイン名び一覧表示 
されます。 DNS サーバーに対して、この U ストのドメ 
イン名の上から順に問い合わせび行われます。 

ち側の▲▼ボタンでドメイン名の並び順を切り換える 
ことびでさます。 

ドメイン名を削除する場合は、 U ストからドメイン名を 
選択して、[削除]をク U ックします。 

圏重要 

Internet Explorer 8/9 では、[ホスト名]および[ヴーチドメイ 

ン]に「_」（アンダースコア）を使用しないでください。 


国メモ 

• カメラを[自動設定 （ DHCP ) ] ( P . 47) で運用する場合に登録 
すると便利です。あらかじめ DNS サーバーに登録を行うための 
設定び必要です。 DNS ヴーノ く一の設定についてはシステム管理 
者にお問い合わせください。 

• ネームサーバーアドレス1び利用でさない場合は、ネームヴー 
バーアドレス2にアクセスします。ただし、ネームサーバーア 
ドレス2び事前に設定されていることび前提です。 

SNMP 



① [SNMP の使用] 

SNMP の使用を、[使用しない]または[使用する]から 
選択します。[使用する]を選択すると、 SNMP マネー 
ジャーからカメラの情報を参照でさます。 

② [コミュニティ名] 

SNMP のコミュニティ名を設定します。システムのセ 
キュ U ティを確保するため、コミュニティ名は変更して 
運用することをお勧めします。 

③ [管理者連絡先] 

カメラの管理者連絡先（メールアドレスなど）を設定し 
ます。設定内容は SNMP マネージャーから参照でさま 
す。 

④ [管理用の機器名称] 

カメラの管理用機器名称を設定します。設定内容は 
SNMP マネージャーから参照でさます。 

空白にすると次の規定値び適用されます。 

ngfl VB - H 41 
msITil VB - H 610 
irem VB - H 710 

⑥[設置場所] 

カメラの設置場所の情報を設定します。設定内容は 
SNMP マネージャーから参照でさます。 

国メモ 

• SNMP マネージャーからは、カメラの情報は読み取り専用です。 

• SNMP M 旧2 ( RFC 1213 対応）びヴポートされている SNMP 

マネージャーを お使いください。 

• SNMP ^ n トコルバージョン、 v 1、 v 2 c 対応 （ v 3 非対応）です。 
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[日付と時刻]日付と時刻の設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• 現在の曰付と時刻 

カメラに設定されている曰付と時刻び表示されま 
す。 

• 設定 

カメラの曰付と時刻の設定ち法、タイムゾーン、ヴ 
マータイムを選択します。 


現在の日付と時刻 


々日が yyyy 加 W か 

2012/05/18 

巧時刻 hh;mm;ss 

16:43:19 


[日付]、[時刻] 

現在、カメラに設定されている曰付と時刻び表示されま 
す。 


設定 



① [設定方法] 

[手動で設定する]、 [ NTP サーバーに合わせる ]、 [NTP 
ブ□-ドキャストモードを使用する]、[このコン 
ピューターに合わせる]から選択します。 

② [日付]、[時刻] 

[設定ち法]の選択によって、次の設定をします。 
[手動で設定する] 

任意の日付と時刻に設定できます。日付は <年/月/日>、 
時刻は24時間制で < 時間:分:秒 > の順に入力します 
(月、日、時麵ま 2 あの数字）。 

例：2012年8月23日午後1時23分4秒は、 [201 2/08/ 
23」 • 「13:23:04」と入力します。 


[NTP サーバーに合わせる] 

NTP ヴーノ く一の時刻に合わせます。 

[ NTP サーバーの自動設定]で[有効]を選択すると、 
DHCP サーバーからアドレスを取得した NTP ヴー 
バーの時刻に合わせます。[有効]に設定するには、 
[ネットワーク]> [ IPv 4 アドレス設定ち式]を[自動 
設定 （ DHCP )] にする必要びあります （ P . 47)。 
任意の NTP サーバーを指定するとさは、 [ NTP ヴー 
バーの自動設定]で[無効]を選択し、使用する NTP 
サーバーの IP アドレスまたはホスト名を [ NTP ヴー 
バー]に入力してください。 


d 設定方な 

NTPir — バーにをわせる 

— 

け NTW —バーの自巧設定 

無巧 ▼ 

a NTP+^-n— 63たを wrt 

ntp . nict.Jp 

a タイムゾーン 

惦 MT+09;00) 大版、 t し幅、東を 

> 

d サマータイム 

自れ訪望しない ▼ 


[ NTP ブ□ー ドキャストモードを使用する] 

NTP ヴーノ く 一の 時刻に合わせます 。 NTP ヴーノ く 一び 
送信した NTP ブ□ー ドキャストを受信して時刻を合 
わせます。 


ぶ設定方を 

NTF ヴ’□ードキヤストモードをほ巧する ▼ 

d タイムゾーン 

(GMT+09:00) 大版、化恼、東を ， 

d サマータイム 

自な訪整しない ▼ 


[このコンピューターに合わせる] 

現在カメラにアクセスしているコンピューターの曰 
付、時刻に合わせます。タイムゾーンも自動的に選 
択されます。 


d 設定方を 

このコンビューターにを わせる 

- 

々日が yyyy/mm/dd 

2012/06/18 

〇 時别 

16:36:05 

〇 タイムゾーン 

(GMT+09:00) ホ阪、ホし倾、東ち 

けサマータイム 

自巧謁堅しない 

— 


③ [タイムゾーン] 

グ U ニッジ標準時との時差を U ストから選択します。 

④ [ヴマータイム] 

タイムゾーンに合わせてサマータイムを自動で調整す 
る場合は[自動調整する]、自動で調整しない場合は 
[自動調整しない]を選択します。 

国メモ 

• [このコンピューターに合わせる]を選択した場合、[適用]をク 
U ックして設定を適用した後は、[設定ち法]の表示び[手動 
で設定する]になります。 

• [このコンピューターに合わせる]を選択した場合、同じタイム 
ゾーンオフセットを持つ都市の中で、一番上に表示される都市 
び選択されます。タイムゾーンび異なるとさは、手動で設定し 
てください。 

• [ NTP ヴーバーに合わせる]を選択した場合、 NTP ヴーバーの 
IP アドレスび正しくないなど、 NTP サーバーと接続でさないと 
さは、曰付と時刻は変更されません。 

• カメラの NTP ブ□-ドキャストモードは I Pv 6 に対応しており 


ません。 

• [タイムゾーン]を変更すると、指定したタイムゾーンにあわせ 
て曰付と時刻の表示を自動的に変更します。 
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[カメラ]カメラの起動時設定やか部デバイスちの設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• カメラ名 

カメラ名を入力します。 RM 丄 ite を併用する際に 
必要となります。 

• 起動時設定 

カメラ起動時の撮影条件を設定します。 

• カメラ制御 

デジタルズームやブレ補正、 AGCU ミツトを設定 
します。 

• デイナイト 

デイナイトの切り換えモードを設定します。 

• 設置条件 GEn fSfm 

LED の点打など、カメラの設置条件を設定します。 

• カメラ位置制御 

カメラのパン•チルト-ズーム操作について、事 
前に登録したプ U セツト位置への限定の有無を設 
定します。また、制御権要求びない場合の動作を 
設定します。 

• が部デバイス名 

外部入カデバイス名、外部出カデバイス名を設定 
します。 


カメラ名 


A カメラを（半巧英をす） 

" 15ちをな内 

Camera 

けカメラを（日本ま） け文をな内 



[カメラ名] 

[カメラ名（半角英数宇）]は必ず入力してください。[力 
メラ名（曰本語）]び無指定の場合は、[カメラ名（半角 
英数字）]び用いられます。 

[カメラ名（半角英数字）]には15文字 Lil 内の ASCII 文字 
(スペースまたは印字可能文字）び使用できます。 
[カメラ名（日本語）]には15文宇じ(内の J に X 0208- 
1990に含まれる文字び使用でさます。 

胃メモ 

• カメラ名（日本語）に使用でさる文字数は、全角-半角に関係な 
<15文字です。 

• 同捆の RM 丄 ite をご利用の場合、カメラ登録時にここで設定し 
たカメラ名び表示されます。 


起動時設定 


d AE モード 

3-卜 

▼ 

d スローシャッター 

ほ巧しない 

マ 

み巧化補正 

0 

- 

分巧ホち巧 

中典が重点 

▼ 

d フォーカスモード 

ゴート 

マ 

か スマートシ I ード補正 

ほ巧しない 

マ 

a 本ワイトバランス 

ゴート 

- 


① [AE モード]と[ス□—シャッター]、[シャッタース 
ピード] 

カメラ起動時の露出制御とシャッタースピードを設定 
します。 

[AE モード] 

[才一 

自動的に露出を制御します。 

[オート（フ U ッカーレス）] 

堂光打などの影響による画面の輝度むらを低減する 
モードです。使用環境の明るさに応じて、シャッター 
スピードび自動的に調整されます。 

[才ート（シャッター優先）] 

シャッタースピードを指定でさるモードです。 

[ス□—シャッター] 

ス□- シャッ ターは [AE モード]を[才ート]に選択 
した場合のみ設定でさます。 

暗いシーンの撮影時に自動露出モードで使用する最 
長のスローシャッター時間を設定します。[使用しな 
し^]、 [1/15] 、 [1/8] 、 [1/4] 、 [1/2] から選択します。 
シャッタースピードを低速にするほど、動さのある 
被写体では残像び発生しますので撮影シーンに合つ 
た適切な時間を選択してください。 


け AE モード 

才'-卜（シャッター语モ） ▼ 

分シャッタースピード 

1/100 ▼ 


[シャッタースピード] 

シャッタースピ _ドは [AE モー ド] を[才ート（シャッ 
ター 優先）]に選択した場合のみ設定でさます。 
カメラの シャッタースピー ドを [1/2] から [1/16000] 
まで16段階の設定から選択します。動さのある被写体 
を撮影する場合、速い シャッタースピー ドを選択する 
ことで、像ブレの少ない映像表示び可能になります。 

②[露出補正] 

カメラ起動時の露出補正を卜4 (暗)]から [4 (明)]の範 
囲で設定します。映像を明るめにするとさはプラスの値 
を、暗めにするときはマイナスの値を設定します。 
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③ 間 Ij 光方式] 

カメラ起動時の測光方式を設定します。 

[中央部重点] 

画面中央部に重点をおさなびら、画面全体を測光す 
る方式です。 

画面周辺に多少明暗びあってち、中央付近の被写体 
は適正な露出び得られます。 

被写体び画面中央付近の場合にご使用<ださい。 

[平均] 

画面全体を平均して測光する方式です。 

画面内の明暗差び大さい撮影環境でわ安定した露出 
び得られます。 

車の通過、人の出入りびあるシーンなどで露出を安 
定させたい場合にご使用ください。 

[スポット] 

画面中央部を測光するち式です。 

画面周辺の明暗に左ちされることな<、画面中央部 
の被写体は適正な露出び得られます。 

被写体にスポット光び当たっている場合や、逆光の 
場合などで画面中央部に露出を合わせたいとさにご 
使用ください。 

④ [フォーカスモード ] ngii 

カメラ起動時のフォーカスモードを設定します。 

[才 一 

自動的にフォーカスを合わせます。通常は[オート] 
を選択してください。 

[無限遠固定] 

無限遠近傍にフォーカスを固定したままにでさま 
す。 

⑥[スマートシエード補正] 

カメラ起動時のスマートシエードの補正の設定を[使 
用しない]、または補正の強弱を [1 (弱)]〜 [7 (強)]の7 
段階から選択します。 


[堂光好白色] 

昼白色堂光打、白色堂光好のちとで撮影する場合に 
選択してください。 

[董光好暖色] 

暖色堂光打のもとで撮影する場合に選択してくださ 
い。 

[水銀打] 

水銀灯のもとで撮影する場合に選択してください。 
[ナト U ウム灯] 

オレンジ色のナト U ウム打のちとで撮影する場合に 
選択してください。 

[八□ゲン灯] 

八□ゲン電球、白熱電球のちとで撮影する場合に選 
択してください。 

圏重要 

• 起動時設定の①から⑥の項目は、カメラ起動時の初期値です。 
カメラの電源を再投入した場合やカメラを再起動した場合 
に、変更した設定び反映されます。 

実際の運用時の設定は、管理者ビューワーで設定してくださ 

し137)。 

• 信号機、電光掲示板などの被写体を撮影した場合、映像び点 
滅して表示されることびあります。 

[AE モード]を[才ート （シャッ ター優先）]に変更して、1/100 
より低速のシャッタースピードを選択すると、現象び緩和さ 
れる場合びあります。 

• 低速のシャッタースピードを選択すると、インテリジェント 
機能び正しく検知でをない場合びあります。撮影シーンと目 
的に合わせて選択してください。 

• BEH 室内から窓ガラス越しに屋外を撮影するよラな条件 
では、ガラス面に塵や水滴び付着していると、ガラス面に 
フオーカスび合ってしまう場合びあります。ガラス面とカメ 
ラをなるべく短い距離で設置してご使用ください。 


⑥ [ホワイトバランス] 

自然な色合いの映像になるように光源に応じたホワイ 
トバランスを選択します。 

[才一 

自動的にホワイトバランスを調整します。 
[マニュアル] 

光源に合わせて Red と Blue のゲイン値を設定しま 
す。 [R ゲイン]、 [B ゲイン]をそれぞれ〇〜1023の数 
値で入力します。 



[堂光打昼光色] 

昼光色堂光好のちとで撮影する場合に選択して<だ 
さい。 
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[カメラ]カメラの起動時設定や外部デバイス名の設定 


胃メモ GEO 

• 赤外照明使用時には、フォーカスび合わなくなる場合びありま 
す。 

• フオー カスび合いにくい被写体については、 P. 37の 「フオー 
カスび合いにくい被写体」を参照してください。 

• フォー カスの合う範囲 （目安） は [デイナイト] (P. 53) などの 
設定により、次の表の通りとなります。 


フ オー カス 
モード 

[設置条件] 

の [ ドーム] 

デイナイト設定 

デイモード 

ナイトモード 

ワイド端 

テレ端 

ワイド端 

テレ端 

才ート 

使用しない 

0.3 m 〜〇〇 

1.0 m 〜〇〇 

1.0 m 〜〇〇 

1.5 m 〜〇〇 

使用する 

2.0 m 〜〇〇 

1.0 m 〜〇〇 

2.2 m 〜〇〇 

無限遠固定 

使用しない/ 
する 

無限遠近傍※ 


《赤外照明使用時には、フォーカスび合わなくなる場合びあ 
ります。 


カメラ制御 


d デジタルズーム 

ほ巧しなレ 

- 

d ブレ巧正 

巧巧しなレ 

- 

dAGC リミット 

5 

- 


① [デジタル ズーム] eEO 

デジタルズームを、[使用しない]または[使用する]か 
ら選択します。 

デジタルズームは、倍率び高くなるに従い画質び低下し 
ます。 

② [ブレ補正] CEO 

ブレ補正を、[使用しない]、 [0 n 1] 、 [0 n 2] から選択し 
ます。ブレ補正機能は映像のブレを補正する効果びあり 
ます。 [0 n 1] を選択してブレび残る場合は [0 n 2] をお 
試しください。 

ブレ補正の [0 n 1] または [0 n 2] を選択した場合、[使用 
しない]を選択した場合と比べて画角び狭くなり、映像 
ち粗くなりますび異常ではありません。 



対応するブレの 
大ささ 

画角比率 

実効画素 

使用しない 

- 

100% 

約207万画素 

On 1 

ル 

83% 

約144万画素 

On 2 

大 

50% 

約52万画素 


③ [AGCU ミット] 

自動的に調整するゲインの上限を1〜5の5段階で指定 
でさます。数値び大さいほど、感度び高くなります。自 
動ゲイン調整を使用しない場合は [ OFF ] を選択しま 
す 。 [AGCU ミット] を設定すると、暗いシーンを暗い 
ままで撮影でさます。 


圏重要 

• [0n2] でご使用の場合は、「960x540」よりルさい映像受信 
サイズの選択をお勧めします。 

• ブレ補正機能は被写体ブレには効果びありません。 

• ブレ補正機能は一定の範囲を越えた振動や、瞬間的な振動に 
は対応でさません。 

• ブレ補正を設定した場合の管理ツール設定時のま意事項は、 
P. 93、 P. 99の「重要」を参照してください。 

• ブレ補正を設定した場合のビューワーのを意事項は、 P. 136 
の「重要」を参照してください。 

• [AGCIJ ミット] は、管理者ビューワーで[露出]を[マニュア 
ル]または[才ート（フ U ツカーレス)] にしているとさは無効 
になります。 

• [AGCU ミット] を設定すると、最低被写体照度び変わる可能 
性びあります。 


デイナイト 



① [モー ド] 

デイナイトのモードを [マニュアル] または[オート]か 
ら選択します。 

管理者ビューワーのデイナイト機能でも[デイモード]/ 
[ナイトモード]を切り換えることびできます 

( P .141) 。 

[オート]を選択した場合、カメラを設置する環境や希望 
の切り換え条件にあわせて[切り換える明るさ]、[応答 
性（秒）]を設定します。 

② [切り換える明るさ] 

[デイモード]/ [ナイトモード]の切り換わる明るさを設 
定します。[暗い]、[やや暗い]、[標準]、[やや明るい]、 
[明るい]から選択します。できるだけカラーで撮影した 
い場合は[暗い]を選択してください。 

ノイズ感を軽減したい場合は[明るい]を選択してくだ 
さい。ただし白黒に切り換わるタイミングび早くなりま 
す。 

③ [応答性(秒)] 

[デイモード]/ [ナイトモード]を切り換える判断をする 
ために要する秒数を設定します。 [60] 、 [30] 、 [20] 、 
[10] 、问から選択します。 

それぞれ上記の秒数の間、継続して②で設定した明る 
さを超えるか、または下回ると、[デイモード]/[ナイト 
モード]び切り換わります。 

カメラの前を光源び通過するなど、明るさの変化び頻繁 
な場合は [30] や [60] を選択してください。明るさの変 
化び少ない場合は [5] 、 [10] を選択してください。 
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國重要 

• [デイナイト]を[オート]でご使用の場合は、事前に十分な運 
用テストを行い、有効性を確認したラえでご利用ください。 

• [デイナイト]を[オート]でご使用の場合は、管理者ビュー 
ワーの[露出]の設定を[オート]、[オート （フ U ツカーレス)] 
または[才ート （シャツ ター優先）]にしてください （ P . 140)〇 

• 赤外照明を併用する場合は[デイナイト]を [マニュアル] で 
運用してください。[オート]ではご使用になれません。 

• [デイモード]と[ナイトモード]の切り換え時に、照明によつ 
てはフォーカスび合わない場合びあります。 

• [デイナイト]の設定を[オート]にした場合、[デイモード]/ 
[ナイトモード]の切り換えの間、赤外線カツトフィルターび 
数回往復動作することびあります。その間、パン•チルト- 
ズームおよび マニュアル フ オー カスは動作しません。 


設置孰牛 tSESM fsm 



① [ ドーム ] fSSSM 

ドームの使用を選択します。ドーム八ウジングと組み合 
わせて使用する場合、[使用する]を選択してください。 

② [LED の点な] 

カメラの LED の状態を、[消打する]または[点打する] 
から選択します。点好させたくないときは[消打する] 
に設定してください。 

Kgfl 

オプションの屋内ドーム八ウジング ( DR 41- C - VB / 
DR 41- S - VB ) をご利用の場合や、反射した LED び撮影 
領域に入るなど、撮影の妨げになるときは[消打する] 
に設定してください。 

③ リ央像反転 ] EEO 

カメラの映像の向さを選択します。工場出荷設定は[反 
転しない](天吊り状態）です。吊り下げずに台などの上 
に正位置で設置する場合は、[反転する]を選択します。 

国メモ 

• ngii ドームを[使用する]に設定した場合のフォーカスの合 
う範囲は P . 53のメモを参照してください。 

• [ LED の点灯]を[消打する]に設定した場合でわ、起動時は LED 
び数秒間点打します。 

カメラ位置制御 


① [プリセットに限定] CEO 

カメラ制御をプ U セットに[限定しない]または[限定 
する]から選択します。[限定する]を選択すると、管理 
者外のカメラ制御を、プ U セット設定したアングルの 
みに制限でさます。 

② [制御権を持たない時の動作] 

ホームポジションの設定をしている状態で、制御権要求 
びない場合の動作を、カメラを[ホームポジションへ移 
動しない]または[ホームポジションへ移動する]から 
選択します。 

[ホームポジションへ移動する]を選択した場合、カメラ 
の制御権を誰も取得していないときは、カメラび自動的 
にホームポジションに移動します。この機能を使用する 
場合は、あらかじめカメラのホームポジションを設定し 
ておく必要びあります。ホームポジションの設定は、プ 
U セツト設定ツール （ P . 94) で行ってください。 


か部入カデバイス1〜2/か部出カデバイス1〜2 


d デバイスを（半巧英な宇） 

" 15 ホをは内 


A デバイスを（日本ま） 

M 15 ちをな内 



外部入カデバイス/外部出カデバイスの[デバイス名] 

接続した外部デノくイスを識別するため、デノ（イス名は必 
ず入力してください。[デバイス名（半角英数字）]は15 
文宇 Lil 内の「"」を除く ASCN 文宇（スぺースまたは印 
字可能文字）で入力します。[デバイス名（日本語）]の 
指定びなければ、[デバイス名（半角英数字）]び用いら 
れます。[デバイス名（曰本語）]び入力されると、曰本 
語名び表示されます。[外部デバイス名（曰本語）]には 
15文字内の J にX 0208 -1990 に含まれる文字び使用 
でさます。 

国メモ 

管理者ビューワーや同捆の RM 丄 ite をご利用の場合、ここで設定 
した外部デノ くイス名び表示されます。 


d ブリセットに R を 

限定しない ▼ 

〇 巧巧巧を持たなレ巧のめ巧 

ホーム ボジシ ヨンへ 砖おしむい ▼ 
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[映像]映像のサイズや品質、フレームレートの設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• JPEG 

JPEG での映像品質やサイズ、最大フレームレー 
卜、アップ□ー ドサイズを設定します。 

• H .264 

H .264 でのビットレートや映像サイズ、キヤプ 
チヤーフレームレートを設定します。 

• オンスクリーン表示 

映像上への日時や文字列などの表示について設定 
します。 


JPEG 


み 映を品巧： 320 x 240 

3 

- 

0映を品巧：が 0 x 270 

3 

- 

み 映を品巧： 960 x 540 

3 

- 

け 映を品巧： 1920 x 1080 

3 

- 

0映を品巧： デジタル PTZ 

3 

- 

d 映を ヴイズ： かを 度信 

480 x 270 

マ 

み最大フレームレート： 映を を信〇- 1 — 3 0 

30.0 

a 映虽ブ イプ：アッ ブロード/ SD カード 

480 x 270 

- 


① [映像品質] 

JPEG による各映像サイズの送信映像品質を、 1 〜 5 
(5 段階）から選択します。 

値び大さいほど高画質になります。 

② [映像品質：デジタル PTZ ] uaB GQQ 

デジタル PTZ での映像品質を、 1 〜 5 (5 段階）から選択 
しよ9 〇 

値び大さいほど高画質になります。 

③ [映像サイズ：映像送信] 

送信する映像サイズを、 [320 x 240] 、 [480 x 270] 、 
[960 x 540] 、 [1920 x 1080] から選択します。各種 

ビューワー起動時の映像サイズになります。 

④ [最大フレームレート：映像送信] 

1秒間に送信する最大フレームレートを制限すること 
により、ビューワーの負荷を軽減します。最大 30 フレー 
ム/秒で、 0.1 〜 30.0 の数値を入力します。 

⑥[映像サイズ：アップ□ー ド/ SD カード] 

アップ□ー ド機能使用時 （ P . 57)、 または SD カード記 
録時 （ P . 73) の送信映像サイズを、 [320 x 240] 、 
[480 x 270] 、 [960 x 540] 、 [1920 x 1080] から選択しま 

す。映像の記録先（アップ□ー ドまたは SD カード記 
録)は[イベン d メニューの[映像記録動作] ( P . 62) で 
設定します。 


H.264 


けビットレートお脚 

ビットレート制御する ▼ 

け目信ピットレート （ kbps ) 

2048 ▼ 

け映なヴイプ 

480 x 270 ▼ 

けフレームレート （ fps ) 

30 ▼ 

け I フレーム巧!房（巧） 

0.5 ▼ 


けビットレート初削 

ビットレ-卜が刪しない ， 

けかな品質 

3 ▼ 

け映なヴイプ 

480 x 270 ▼ 

けフレームレート （ fps ) 

30 ▼ 

け I フレーム巧お（巧） 

0.5 ▼ 


① [ビットレート制御] 

[ビッ トレート制御しない]または [ビッ トレート制御す 
る]から選択します。 

[アップ □-ド]の [映像フォーマット] を [ H .264] に 
設定しているか、[メモ U— カード]の[映像 フ ォー マッ 
卜]を [ H.264] に設定している場合は、 [ビッ トレート 
制御する]を選択してください。 

② [目標ビットレート （kbps)] 

①で [ビット レート制御する]を選択した場合、目標 
ビットレートを [64] から [8192](13 段階）から設定し 

On 9 〇 

③ [映像品質] 

①で [ビット レート制御しない]を選択した場合、 
H.264 による送信映像の品質を、1〜5 (5 段階）から選 
択します。 

値び大さいほど高画質になります。 

④ [映像 サイズ] 

送信する映像サイズを、 [480x 270] 、 [960 x 540] 、 
[1920x1080] から選択します。 

⑥ [フレームレート （fps)] 

送信する映像のフレームレートを、 [30] 、 [15] 、 [10] 、 
[6] 、问、 [3] 、 [2] 、 [1](fps) から選択します。 

⑧ [I フレーム間隔（秒)] 

H.264 映像にIフレームを挿入する間隔（秒）を[0.5]、 
[1]、[1.5]、[2]、[3]、[4]、 [5] から選択します。 

國重要 

• SD カード記録およびアップ□ー ドの設定び行われている場 
合、次の制限びあります。 

-[ビッ トレート制御]は [ビッ トレート制御する]しか選択で 
をません。 

-[目標ビットレート ( kbps )] は [3072] 1；(下しか選択できま 
せん。 
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- [I フレーム間隔（秒)]は[0.5]、川、 [1.5] のいずれかしか選 
択でさません。 

• 映像サイズを大さめに設定したり、映像品質や目標ビット 
レートを高めに設定すると、1フレームあたりのデータ容量び 
大さくなり、ネットワーク負荷び高くなります。これにより、 
次の現象び起こることびあります。 

JPEG： フレームレートび低下する場合びあります 

H.264 :映像び一時的に途切れる場合びあります 

• 映像サイズを大さめに設定し、目標ビットレートを低めの設 
定にすると、ブ□ックノイズび目立つ場合びあります。 

• 被写体の種類や、被写体の動さによってはデータ容量び大さ 
くなる場合びあります。フレームレートの低下などび長時間 
にわたって継続する場合は、映像サイズをルさくしたり、映 
像品質を低く設定してください。 

• RM-Lite を使用している場合は、 [H.264] の[フレームレー 
卜 （fps)] の設定値に応じて[Iフレーム間隔（秒)]を次のよう 
に設定する必要びあります。 



• 同捆の RM 丄 ite をご使用の場合には、録画時の八ードデイス 
ク使用量にち影響しますのでごま意ください。 

オンスクリーン表示 


④ [時刻表示] 

映像上への時刻表示の有無を選択します。[表示する] 
を選択すると、映像に時刻情報び重ねて表示されます。 

⑥ [時刻表示位置] 

時刻情報を表示する位置を[左上]、[ち上]、[左下]、[ち 
下]から選択します。 

⑧[テキスト表示] 

映像に重ねて表示するテキスト文字を[表示しない]、 
[指定文字列を表示する]、[カメラ名を表示する]から選 
択します。 

[指定文字列を表示する]を選択すると、⑧[テキスト文 
字列]で設定した文字列び表示されます。 

[カメラ名を表示する]を選択すると、[カメラ]の[カメ 
ラ名（半角英数字）]で設定した文字列 （P. 51) び表示 
されます。 

⑦ [テキスト表示位置] 

テキスト文字を表示する位置を[左上]、[ち上]、[左下]、 
[ち下]から選択します。 

⑧ [テキスト文字列] 

⑧[テキスト表示]を[指定文宇列を表示する]にした場 
合、映像に重ねて表示する文字列を半角英数字15文字 
じI内で設定します。 

⑨ [文字の色] 

映像に重ねて表示する文字の色を[黒]、[青]、[シアン]、 
[緑]、障]、称]、[マゼンタ]、[白]から選択します。 



① [曰付表示] 

映像上への曰付表示の有無を選択します。[表示する] 
を選択すると、映像に曰付情報び重ねて表示されます。 

② [曰付表示位置] 

曰付情報を表示する位置を[左上]、[ち上]、[左下]、[ち 
下]から選択します。 

③ [日付 表示 フォーマット] 

表示する日付の フォーマットを [YYYY/MM/DD] 、 [DD/ 
MM/YYYY]、[MM/DD/YYYY] から選択します。 


⑩ [輪郭の色] 

文字輪郭の色を[黒]、[青]、[シアン]、[緑]、[黄]、[赤]、 
[マゼンタ]、[白]から選択します。 

⑩[文字と輪郭の濃さ] 

映像に重ねて表示する文字と輪郭の濃さを[文字と輪 
郭を塗りつぶす]、[文字のみ透明にする]、[文字のみ半 
透明にする]、[文字と輪郭を半透明にする]から選択し 
ON 9 〇 

國重要 

オンスクリーン表示される時刻は、高い信頼性びボめられる用 
途には適していません。監視などで常に高い信頼性び要ホされ 
る用途では、参考情報としてご活用ください。 


国メモ 

• オンスクリーン表示される時刻とカメラの時刻 （P. 50) は、数 
秒ずれることびあります。 

• ⑨のテキスト文字列では、日本語の「¥」マークは「\」マーク 
で表示されます。 

• 映像品質の設定によっては、オンスク U —ン表示び判読しづら 
くなる場合びあります。実際の映像をご確認のラえ、設定して 
ください。 


56 





























[アップ□-ド] 

HTTP や FTP でのアップ□—ド、メール通 a の設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• アップ□ード全般 

アップ□ー ドの動作や映像ノ くッファについて設定 
します。 

• HTTP アップ□-ド 

HTTP 接続でのアップ□ー ドについて設定しま 
す。 

• FTP アップ□-ド 

FTP 接続でのアップ□ー ドについて設定します。 

• メール 通報 

イベント情報や映像のメール送信について設定し 
ます。 


アップ□—ドま販 



々アッブロードの巧巧 

FTPT アツ; 

ブロード 

- ■ 

a 映巧フォーマット 

H.264 


- 

d イペント前バッファ（巧> 0-5 

0 

0イペント惭 i'y ファ（巧） 0-20 

0 


① [アップ □-ドの 動作] 

アップ□ー ドの方式を [アップ □ー ド無効]、 [ HTTP で 
アップ□-ド]、 [ FTP でアップ□-ド]から選択します。 

② [映像フオーマット] 

アップ □ー ドする映像のフ オー マットを [ JPEG ] 、 
[ H .264] から選択します。 

[ H .264] を選択した場合は、[映像]の [ビッ トレート制 
御]で [ビッ トレート制御する]を選択してください。 

③ [フレームレート] 

アップロー ドする映像の最大フレームレートを設定し 
ます。[映像フオー マット] び [ JPEG ] の場合にのみ設 
定でさます。 

④ [イベント前バッファ（枚数)]/ [イベント前バッファ 

(秒)] 

イベント発生前にバッファに保をされる映像の枚数ま 
たは秒数を設定します。[映像フオー マット] で [ JPEG ] 
び選択されているときは枚数の最大値、 [ H .264] び選 
択されているとさは秒数の最大値となります。 


⑥[イベント後バッファ（枚数)]/ [イベント後バッファ 
(秒)] 

イベント発生後にバッファに保存される映像の枚数ま 
たは秒数を設定します。[映像フォーマット]で [ JPEG ] 
び選択されているときは枚数の最大値、 [ H .264] び選 
択されているとさは秒数の最大値となります。 

國重要 

• アップ□ー ド機能を使用する場合、[イベント]メニューの設 
定 （ P . 62) または、インテ U ジェント機能設定ツールの[イべ 
ント]タブの設定 （ P .107) も必要になります。 

• テキストと映像によるメール通報と、 HTTP/FTP アップ □- 
ドによる映像アップ□ー ドを両方利用する場合は、[映像サイ 
ズ：アップ□-ド/ SD カード] ( P . 55) を小さいサイズにし 
て < ださい。 

• HTTP アップ□ー ドは、 SSL/TLS には対応しません。 

•アップ□ー ドちしくはメール通報を連続して行ラ設定とした 
とさ、映像の大ささ、サーバーまでのネットワークの状況に 
より、送信しされない映像、をしくはメールび発生する可能 
性びあります。この場合、イベント□グ （ P . 77) にメッセー 
ジび表示されます。 

• HTTP や FTP でのアップ□-ド、メール通報先に Windows 系 
OS を設定する場合、 IPsec 通信は対応していません。 

• H .264 の映像をアップ□ー ドする場合、[映像]の [ H .264] 設 
定で次の制限びあります。 

-[ビットレート制御]は[ビットレート制御する]しか選択で 
をません。 

-[目標ビットレート ( kbps )] は [3072] 1；(下しか選択できま 
せん。 

-[I フレーム間隔（秒)]は[0.5]、[1]、 [1.5] のいずれかしか選 
択でさません。 

• 映像バッファの最大容量は、約 5 MB です。 

映像サイズを大さく設定している場合、フレームレート、イ 
ベント前バッファ、イベント後バッファび、設定通り実行で 
さない場合びあります。 

• 設定通りバッファび実行できない場合、イベント□グ （ P . 77 ) 
にメッセージび表示されます。 

イベント□グにメッセージび表示されていないことをご確認 
のラえ、ご使用ください。 

• タイマーイベント発生時 （ P . 64) のアップ□-ドは、フレー 
ム レート設定にかかわらず 1 枚です。 


国メモ 

アップ□ー ドやメール通報の負荷を下げるには、次のことを行つ 
てみてください。また、サーバーまでのネットワークを含んだ設 
定をあわせてご確認ください。 

• 映像ファイルのサイズをルさくする： 
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- JPEG / H .264 の[映像品質]をルさな値に設定する （ P . 55) 。 
- JPEG の[映像サイズ：アップ□-ド/ SD 力ード]を小さ 
なサイズにする （ P . 55) 。 

- H .264 の[映像サイズ]をルさなサイズにする （ P . 55) 。 

- H .264 の[目標ビットレート ( kbps )] をルさな値に設定する 
( P . 55) 〇 

• アップ□ードび行われる頻度を下げる： 

- [イベント前 バッファ]、 [イベント後 バッファ] の枚数または 
砂数を少なくする （ P . 5 7 )。 

-[音量検知イベント]有効時、[アクティブイベント時の動 
作]、[インアクティブイベント時の動作]のどれかを無効に 
する （ P . 62) 。 

-インテリジェント機能設定ツールの[イベント]タブ > [アク 
ティブイベント時の動作]、[インアクティブイベント時の 
動作]、[検知あり状態時の動作]のどれかを無効にする 

( P . 107)。 

-[外部デバイス入カイベント]有効時、 [ ON イベント時の動 
作]、 [ OFF イベント時の動作]のどちらかを無効にする 

( P . 63) 。 

-[タイマーイベント]有効時、[繰り返し間隔]を長くする 

( P . 64) 。 

HTTP アップ□—ド 



① [通報内容] 

通報の内容を [ HTTP で通知のみ行 5] または [ HTTP で 
映像を添付する]から選択します。 

② [ URI ] 

アップ□-ドする URI を入力します （255 文宇内）。 

③ [ユー ザー名]、[パスワード] 

認証に必要なユーヴー名とパスワードを入力します。 
認証方式は Digest 認証です。 

④ [プ□キ シサーパ’一] 

プ□キシサーバーのホスト名または IP アドレスを入力 
します （63 文字じ I 内）。 

⑥ [プ□キシポート番号] 

プ□キシサーバーのポート番号を入力します（工場出 
荷設定は [80]) 。 


⑧ [プ□キシューザー名]、[プ□キシパスワード] 

プ□キシサーバーのューヴー名とパスワードを入力し 
ます。 

認証方式は Digest 認証です。 

⑦ [パラメーター (query string )] 

パラメーターの入力をします （127 文宇！;(内）。「％」文 
字によるパラメーター記述び可能です （ P .149) 。 

⑧ [HTTP アップ□ー ドテスト] 

[実行]をク U ックすると、入力済みの設定値に巧して 
アップ□ー ドテストを行います。アップ□ー ドされるの 
は JPEG ] 枚のみです。このとさ、設定値を 
[適用]する必要はありません。 

パスワードは[適用]する前に[実行]をク U ックしてく 
ださい。 

圏重要 

[プ□キシサーバー]、[プ□キシポート番号]、[プ□キシュー 
ヴー名]、[プ□キシパスワード]は、プ□キシ経由で接続する場 
合に入力してください。 


FTP アツ プロー ド 



① [通報内容] 

通報の内容は[映像を FTP する]に設定されます。 

② [FTP ヴーパ’一] 

FTP サーバーのホスト名または IP アドレスを入力しま 
す （63 文字 Lit 内）。 

③ [ユー ザー名]、[パスワード] 

認証に必要なユーヴー名とパスワードを入力します。 

④ [PASV モード] 

FTP によるアップ□-ドを行う際に、 PASV モードを 
[使用しない]または[使用する]から選択します。 

⑥ [ファイルアップ□ー ドパス] 

映像ファイルアップ□ー ド先のノ くス名を入力します 
(255 文字！; I 内）。 

⑧ [ファイル名記録方式] 

フアイル名記録ち式を設定します。 

[年月曰時分秒 ms ] 
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[アップ□ー ド] HTTP や FTP でのアップ□ー ド、メール通報の設定 


a 巧巧内容 

テキストのみ ▼ 

〇 メー J レサ ー J て 一63文ずな内 


みメールボートホち1^65535 

25 

d 差化入メールアドレス （ From ) 

M 63文ずは内 


A 巧ホメールアドレス （ To ) 

M 63ホをな巧 


〇 メール里註方す 

なし マ 

a 表ま31ちをな内 


a 本文 255文をな内 


d メール巧巧テスト 

1 ~~ 


"{年}{月}{日 } {時}{分}{秒}{ミ IJ 秒}. jpg" というファイ 
ル名で映像をアップ□ー ドします。 

(例： 20120123112122000 . jpg ) 

[年月日ディレクト U / 時分秒 ms ] 

"{年}{月}{曰}"という名前のサブディレクト IJ を作成 
した上で"{時}{分}{秒}{ミ U 秒}. jpg " というファイル 
名で映像をアップ□ー ドします。 

(例： 20120123/1121 22000. jpg ) 

[ループ] 

[最大ループ数]で設定した値を上限とする番号を 
ファイル名として、映像をアップ□ー ドします。 

(例: 0000 . jpg 、 0001 . jpg ) 

[ューな一設お] 

[作成サブディレクト U 名]と[作成ファイル名]で指 
定されたファイル名で映像をアップ□ー ドします。 


けファイルを舌録モ巧 

1 ルーブ v | 

みち大ルーゴ致 0—9999 

1100 I 



[ユーヴー名]、[パスワード] 

メール認証方'式を [ SMTP - AUTH ] にした場合、認証 
に必要なユーヴー名とパスワードを入力します。 

⑦ 棒題] 

メール送信時の表題を、31文字内の ASCII 文字で入 
力します。 

⑧ [本文] 

メール送信時の本文（テキスト）を、255文字 LU 内の 
ASCII 文字で入力します。テキストには「％」文字によ 
るパラメーター記述び可能です （ P .149) 。 

⑨ [メール通報テスト] 

[実行]をク U ックすると、入力済みの設定値に巧して 
メール通報テストを行います。このとさ、設定値を[適 
用]する必要はありません。 

パスワードは陋用]する前に[実行]をク U ックしてく 
ださい。 


[最大 ループ 数] 

記録ち式を[ループ]にした場合、最大ループ数を〇〜 
9999の範囲で入力します。 



[作成サブデイレクト U 名]、[作成ファイル名] 
記録ち式を[ユーヴー設定]にした場合、作成するヴ 
ブデイレクト U 名および作成ファイル名を入力しま 
す （127 文字 Lil 内）。入力には、「％」文字によるパラ 
メーター記述び可能です （ P .149) 。 

⑦ [FTP アップ□—ドテスト] 

[実行]をク U ックすると、入力済みの設定値に巧して 
アップ□ー ドテストを行います。アップ□ー ドされるの 
は JPEG ] 枚のみです。このとさ、設定値を[適用]す 
る必要はありません。 

パスワードは陋用]する前に[実行]をク U ックしてく 
ださい。 

メ_ル通報 


① [通報内容] 

通報の内容を[テキストのみ]または[テキストと映像] 
から選択します。 [アップ □-ドの動作]を [アップ □- 
ド無効]にした場合、[テキストと映像]は陋用]できま 
せん。 

② [メールヴーパ’一] 

SMTP ヴーノ（一のホスト名または I P アドレスを入力し 
ます （63 文字 LU 内）。 

③ [メールポート番号] 

SMTP ヴーバーのポート番号を入力します（工場出荷 
設定は [25]) 。 

④ [差出人メールアドレス ( From )] 

メール発信するアドレスを設定します （63 文字じ I 内）。 

⑥ [宛先メールアドレス ( To )] 

メール受信するアドレスを設定します （63 文字じ(内）。 

⑧ [メール認証方式] 

メール認証ち式を、[なし ]、 [POP before SMTP ] 、 
[ SMTP - AUTH ] から選択します。 

送信先 SMTP サーバーの認証ち式に合わせて設定して 
<ださい。 



[ユーヴー名]、[パスワード]、 [POP ヴーバ ー] 
メール認証ち式を [POP before SMTP ] にした場 
合、認証に必要な ユーヴ ー名とパスワード 、 POP ヴー 
バーのホスト名または IP アドレスを入力します。 
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[ヴーパー] 

映像ヴーパー、才ーデイオヴーパー、 HTTP ヴーパーの設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• 映像ヴーバー 

カメラからの映像配信について設定します。 

• オーディオヴーバー 

音声の送受信について設定します。 

• HTTP ヴーバー 

認証ち式や HTTP ポートや Web ページ配信につい 
て設定します。 


映像 サーパー 


d 畏スクライアント巧〇~3〇 

30 

d を大巧巧な待ち篇 0-30 

30 

けを X 巧€巧巧（巧） 0-65535 

0 

けカメラが 8 P 巧固（巧） 1-3600 

20 


① [カメラか5の音芦送信] 

[送信する]を選択すると、カメラに取り付けたマイクの 
音声をビューワーに送信でさます。 

② [入力音量] 

カメラに接続したマイクの入力音量を、1〜100の範囲 
で設定します。値び大きいほど、入力音量は大きくなり 
9 〇 

③ [無音検出] 

[検出する]を選択すると、音声び無音になったとさ、音 
声データの送信を一時的に停止します。これにより使用 
するネットワークの負荷を減らすことびでさます。 

④ [ビューワーか5の音芦受信] 

[受信する]を選択すると、管理者ビューワーや RM 
ビューワーから受信した音声を、カメラに取り付けたア 
ンプ付さスピーカーで出力でさます。 


① [最大クライアント数] 

カメラに同時に接続できるクライアント数の最大値を 
設定します。最大30クライアントまで設定できます。 

0のときは、管理者外の接続は禁止されます。 

② [最大制御権待ち数] 

ビューワーからカメラ制御権の要求を受け付けるクラ 
イアント数を設定します。最大数は30で、〇〜30の整 
数を入力します。0のときは、管理者じ(外のカメラ制御 
は禁止されます。 

③ [最大接続時間巧少）] 

個々のクライアントびカメラに接続でさる時間を秒単 
位で設定します。最大は65535秒で、〇〜65535の整数 
を入力します。0のとさは、接続時間は無制限となりま 
す。 

④ [カメラ制御時間（秒）] 

ビューワーからカメラ制御びでさる最大時間を設定し 
ます。最大は3600秒で、1〜3600の整数を入力します。 

才ー デイ オサーパー 



⑥ [出力音量] 

カメラに接続したスピーカーの出力音量を、1〜100の 
範囲で設定します。値び大さいほど、出力音量は大さく 
なります。 

⑧[エコーキャンセラー] 

[使用する]を選択すると、マイクとスピーカーの間で発 
生する エコーを 防ざます。 

⑦ [音芦入カモード] 

マイクの入力を設定します。[ライン-イン]、[マイク- 
イン (ダイナミックマイク）]、[マイク•イン（コンデン 
ヴーマイク）]から選択します。 

-音芦送信 
•入力音量 
•無音検出 

• エコー キャン セラー 
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[ヴーバ ー ] 映像 ヴーバ ー 、才ーデイオヴーバー、 HTTP ヴーバーの 設定 



ま意 

〇 

マイクの仕様に合わせて、ライン•インと 
マイク-インを設定ページか！ 5 切り換えて 

ご使用ください （P. 60)。 

指71^ 

間違えて使用した場合、カメラやマイクの 
故障の原因になりますので、正しく設定し 
て < ださい。 


固重要 

• 複数のビューワーび SSL 通信でカメラに接続している場合、 
カメラからの音声を受信すると映像フレームレートび低下し 
たり音声び途切れる場合びあります。 

• 使用されるマイクの特性で、音量•音質などび変化する場合 
びあります。 

• 音量検知を設定した後に、[入力音量]や[エコーキャンセラー] 
の設定を変更した場合は、検知設定を見直してください。 

• カメラに接続するスピーカーはアンプ付さのちのをご利用く 
ださい （ 『設置ガイド』の「音声入出力端子」）。 

• [エコーキャンセラー]で[使用する]を選択すると、音質や音 
量に影響を及ぼす可能性びあります。設置環境や使用ち法に 
あわせ、必要に応じてご利用ください。 

• 音声を送信する際には『設置ガイド』の「音声入出力端テ」 
内の「重要」をよ < お読み<ださい。 


HTTP サーパー 



① [認証方式] 

HTTP サーバーで使用する認証ち式を [ Basic 認証]ま 
たは [ Digest 認証]から選択します。 

② [HTTP ポート番号] 

HTTP ポート番号を、80、1024〜65535の範囲で設定 

します。 

通常は [80] (工場出荷設定）を利用します。 

③ [HTTPS ポート番号] 

HTTPS ポート番号を、443、1024〜65535の範囲で 

設定します。 

通常は[443](工場出荷設定）を利用します。 

圏重要 

[HTTP ポート番号]または [HTTPS ポート番号]の設定を変更 
する場合は、起動中の Web ブラウヴーからカメラに接続できな 
くなる可能性びあります。 r [再起動項目]再起動び必要となる項 
目の設定」の「重要」 （ P . 76) に記載しているを意事項を事前に 
ご確認ください。 
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[イベント] 

映像記録設定、音量巧知、音声再生、タイマーの設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• 映像記録設定 

イベント発生時の映像記録先を設定します。 

• 音■検知 

音量検知時の動作を設定します。 

• 外部デバイス出力 

外部デノ くイス出力の設定をします。 

• 外部デバイス入力 

外部デバイス入力によるイベント時の動作につい 
て設定します。 

• タイマー 

タイマーイベントの設定をします。 


• 再生音ファイル登録 

再生音として登録する音声ファイルについて設定 
します。 


映像記録設定 



け巧な記録み作 

I 7ッブ□-ド. 

y I 


① [映像記録動作] 

イベント発生時の映像の記録先を選択します。設定ペー 
ジの [アップ □ー ド]で指定したサーバーに記録すると 
きは [アップ □-ド]、カメラに挿入した SD 力ードに 
記録するとさは [ SD カードに記録]を選択します。 

国メモ 

[映像記録動作]の設定に応じて、記録される映像のサイズと 
フ オー マツトはそれぞれ次のようになります。 


[映像記録動作] 

の設定 

適用される映像 
フオー マット 

適用される映像サイズ 

[アップ□-ド] 

[アップ□-ド]メ 
ニューの[映像フオー 
マット]の設定 

映像フォーマットび 
[ JPEG ] のときは[映像]メ 
ニユーの [ JPEG ] -[映像 
サイズ：アップ□ー ド / SD 
力ード] 

映像フォーマットび 
[ H .264] のときは[映像]メ 
ニユーの [ H .264] -[映像 
サイズ] 

[ SD 力ードに記 
録] 

[メモリーカード]メ 
ニューの[映像フオー 
マット]の設定 


実際に映像を記録するには、上記の設定ページでの設定び 
必要です。 


音量巧知 



① [音量検知イベント] 

音量検知イベントを[使用しない]または[使用する]か 
ら選択します。 

② [検知条件] 

音量検知イベントを発生する条件を[基準音量レベル 
Lil 上]または[基準音量レベル LU 下]から選択します。 

③ [基準音量レベル] 

検知の基準となる音量レベルを、〇〜100の範囲で設 
定します。 

音量レベルは、実際にテストを行ったうえで、数値を設 
定してください。 

④ [検知条件の継続時間（秒）] 

検知条件の継続時間を、〇〜10 (秒）の範囲で設定しま 
す。検知条件を満たした状態び継続時間上続いた場合 
に、 ON イベントび発生します。 

⑥ [ON イベント時の動作] 

ON イベント時の動作を選択します。[有効]を選択する 
と、イベント発生 （ ON イベント）時に⑦[プ U セット]、 
⑧[映像記録]、⑨[メール通報]の設定に従った処理を 
実行します。 

⑧ [OFF イベント時の動作] 

OFF イベント時の動作を選択します。[有効]を選択す 
ると、イベント終了 （ OFF イベント）時に⑦[プ U セッ 
卜]、⑧[映像記録]、⑨[メール通報]の設定に従った 
処理を実行します。 

⑦ [プリセット] EEO 

プ U セットを指定しておくと、音量検知イベントび発生 
したとさに、指定したプ U セットの位置に自動的にカメ 
ラを向けます。使用するためには、管理ツールのプ U 
セット設定ツールでプ U セットを設定してお<必要び 
あります （ P . 94) 。カメラ操作の必要びない場合は[プ 
U セツトを指定しない]を選択します。 
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[イベント]映像記録設定、音量検知、音芦再生、タイマーの設定 


⑥ [映像記録] 

映像記録の動作を指定します。[実行する]を選択する 
と、音量検知イベント発生時に[映像記録動作] (P. 62) 
で指定された記録先に映像び送信されます。 

⑨ [メール通報] 

メール通報の動作を選択します。[実行する]を選択す 
ると、音量検知イベントびあるときに、メール通報を実 
行します。また、使用するためには [アップ □ー ド]メ 
ニューの[メール通報]ヴブメニューの設定ち必要です 

(P. 59) 。 


⑩ [ON イベント時の外部出カデバイス] 

ON イベント時の外部デバイス出力 （1 または 2) をア 
クティブまたはインアクティブから選択します。外部デ 
バイス出力を無効にするときは[無効]を選択します。 

⑩ [OFF イベント時の外部出カデバイス] 

OFF イベント時の外部デバイス出力 （1 または 2) をア 
クティブまたはインアクティブから選択します。外部デ 
バイス出力を無効にするとさは[無効]を選択します。 

圏重要 

. 音声 ファイル 再生時と ビューワーからの 音声送信時は、一時 
的に音量検知機能び無効になります。 

• 音量検知のま意事項については、「安全にお使いいただくため 
に」の「カメラ搭載の機能および同捆ソフトウェアの使用上 
のま意」 （ P . 6) を参照してください。 


か部デバイス出力 


圏重要 

[アクティブ出力の形式]を[パルス]に設定してタイマーを使用 
するときは、タイマーの開始時刻に1回のみ接点出力び制御され 
ます。 


国メモ 

[ノーマルオープン]は、通常時に接点び開いている状態（回路び 
非導通)、[ノーマルク□-ズ]は、通常時に接点び閉じている状態 
(回路び導通）です。 


ノーマルオープン 

アクティブイベント状態 

インアクティブイベント状態 

ノーマルク□ーズ 

インアクティブイベント状態 

アクティブイベント状態 


1(接点び閉じている) 
0 (接点び開いている) 

1(接点び閉じている) 
0 (接点び開いている) 


か部デバイス入力 


0か部デバイス入カイペント 

使用する ▼ 



a 巧巧モード 

ノーマルオーブン マ 

d アクティブイペント時のめ巧 

ち知 - 

d インアクティブイベント巧の化か 

お如 * 

けブリセット 

プ J たットを}旨左しない ▼ 

a 映ほ記録 

実行しない ▼ 

〇 メール巧報 

実巧しない ▼ 

0アクティプイペント時のか SP デバイス出力 

お如 ▼ 

d インアクティブイペント時のかデバイス出力 

無如 ▼ 

ぶアクティプイペント時の音声再生 

再をする 

- 

d インアクティブイペント時の音声再た 

再をしない 

- 

け再を音 

SAMPLE_1 > 

け音畳1〜 1 〇0 
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①[動作モード] 

通常（イン アクティブ） 時の回路状態を選択します。 
[ノーマルオープン]を選択すると、通常時に出力端子の 
接点び開いている状態となり、アクティブ信号で接点び 
閉じ、インアクティブ信号で開きます。 

[ノーマルク□ーズ]を選択すると、通常時に出力端子の 
接点び閉じている状態となり、アクティブ信号で接点び 
開さ、インアクティブ信号で閉じます。 


① [外部デバイス入カイベント] 

外部デバイス入カイベントを[使用しない]または[使 
用する]から選択します。 

② [動作モード] 

接続されている外部機器の回路状態を選択します。 
[ノーマルオープン]を選択すると、外部機器の接点び閉 
じた場合にアクティブイベントび発生し、開いた場合に 
インアクティブイベントび発生します。 

[ノーマルク□ーズ]を選択すると、外部機器の接点び開 
いた場合にアクティブイベントび発生し、閉じた場合に 
インアクティブイベントび発生します。 


② [アクティブ 出力のお式] 

外部デバイス出力の出力形式を[パルス]または[連続] 
から選択します。 

③ [パルスの出力時間（秒)] 

パルスの出力時間（秒）を1〜120の範囲で指定しま 
す。 [アクティブ 出力の形式]び[パルス]のとさに適用 
されます。 


③ [アクティブ イベント時の動作] 

アクティブイベント時の動作を選択します。[有効]を 
選択すると、イベント発生 （アクティブ イベント）時に 
⑥[プ U セット]、 ⑧[映像記録]、⑦ [メール 通報]の設 
定に従った処理を実行します。 

④ [インアクティブイベント時の動作] 

インアクティブイベント時の動作を選択します。[有効] 
を選択すると、イベント終了（インアクティブイベン 






































卜）時に⑥[プ U セット]、⑧[映像記録]、⑦[メール 
通報]の設定に従った処理を実行します。 

⑥ [プリセット] GEn 

プ U セットを指定しておくと、外部デバイス入カイベン 
卜び発生したとさに、指定したプ U セットの位置に自動 
的にカメラを向けます。使用するためには、管理ツール 
のプ U セット設定ツールでプ U セットを設定しておく 
必要びあります ( P . 94)。カメラ操作の必要びない場合 
は[プ U セットを設定しない]を選択します。 

⑧ [映像記録] 

映像記録の動作を指定します。[実行する]を選択する 
と、外部デバイス入カイベント発生時に[映像記録動 
作] ( P . 62) で指定された記録先に映像び送信されま 
す。 


⑦ [メール通報] 

メール通報の動作を選択します。[実行する]を選択す 
ると、外部デバイス入カイベント発生時に、メール通 
報を実行します。また、使用するためには[アップ 
□ —ド]メニューの[メール通報]ヴブメニューの設定 
ち必要です （ P . 59) 。 

⑧ [アクティブイベント時の外部デバイス出力] 

アクティブイベント時の外部デバイス出力 （1 または 2) 
をアクティブまたはインアクティブから選択します。外 
部デバイス出力を無効にするとさは[無効]を選択しま 
す。 


⑨ [インアクティブイベント時の外部デバイス出力] 

インアクティブイベント時の外部デバイス出力 （1 また 
は 2) をアクティブまたはインアクティブから選択指定 
します。外部デバイス出力を無効にするとさは[無効] 
を選択します。 

⑩ [アクティブイベント時の音芦再生] 

アクティブイベント時の音声再生の動作を選択します。 
[再生する]を選択すると、外部デバイス入力びアクティ 
ブになったとさに、[再生音]で指定した音声を再生し 
ます。 


⑩ [インアクティブイベント時の音芦再生] 

インアクティブイベント時の音声再生の動作を選択し 
ます。[再生する]を選択すると、外部デバイス入力びイ 
ンアクティブになったとさに、[再生音]で指定した音 
声を再生します。 

⑩ [再生音] 

再生する再生音を選択します。再生音の登録は、 P . 64 
をご参照ください。 

⑩恒量] 

再生音の音量を1〜100の整数の間で設定します。値び 
大さいほど音量は大さくなります。 


タイマー 



① [タイマーイベント] 

タイマーイベントを[使用しない]または[使用する]か 
ら選択します。 

② [開始時刻] 

タイマーイベントの開始時刻を、24時間制で設定しま 
す。 

③ [終了時刻] 

タイマーイベントの終了時刻を、24時間制で設定しま 
す。 


④ [繰り返し間隔] 

タイマーイベント動作の繰り返し間隔を、 

[1 秒] [5 秒] [10 秒] [30 秒][1分] [5 分] [10 分] [15 分] 

[ 2 〇分]口0分][ 1 時間] [3 時間] [6 時間][じ時間]から 

選択します。動作の繰り返しをしないとさは[なし]を 
選択します。 

⑥ [映像記録] 

映像記録の動作を指定します。[実行する]を選択する 
と、タイマーイベント発生時に[映像記録動作] ( P . 62) 
で指定された記録先に映像び送信されます。 

⑧ [メール通報] 

メール通報の動作を選択します。[実行する]を選択す 
ると、タイマーイベント発生時に、メール通報を実行し 
ます。また、使用するためには[アップ□ー ド]メニュー 
の[メール通報]ヴブメニューの設定ち必要です 

( P . 59)。 


⑦ [外部デバイス出力] 

タイマーイベント発生時の外部デバイス出力 （1 または 
2) をアクティブまたはインアクティブから選択しま 
す。外部デバイス出力を無効にするとさは[無効]を選 
択します。 


再生音ファイル営録 


d を県ファイル 

I D:\Documents and Seti 【き照..] 

〇 再ち音をけちをは内 

I SAMPLE 1 I 



① [参照ファイル] 

再生音として登録する音声ファイルを指定後、[追加] 
をク U ックします。 
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[イベント]映像記録設定、音量検知、音芦再生、タイマーの設定 


② [再生音名] 

再生音として登録する音声ファイルに名前を設定しま 
す （15 文字じ(内）。空欄にして適用した場合には、再生 
音び削除されます。登録済みの音声を削除するには、肖 IJ 
除したい再生音名の横にある[削除]をク U ックします。 

胃メモ 

設定できる音声ファイルは、再生時間び20秒まででファイル形式 
び r . wav 」 （い- law PCM 8 bit 。 サンプリング周波数8000 Hz 、 モ 
ノラル）のみです。音声ファイルのサンプルび、セットアップ 
CD-ROM の SOUND フオルダに収録されています。 
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[アクセス制御]ユーザーのアクセス権の設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• 登録 ユーザー アカウント 

カメラへ接続できるユーヴーを登録します。 

• ユーザー権限 

登録ユーヴーと一般ユーヴーの権限を設定しま 
す。 

• IPv 4 ホストアクセス制限 

IPv 4 のアクセスを許可するホストと制限するホス 
卜を指定します。 

• IPv 6 ホストアクセス制限 

IPv 6 のアクセスを許可するホストと制限するホス 
卜を指定します。 


登録ユーザーアカウント 



① [ユーザー名]、 [パ スワー ド] 

ユーヴー名とパスワードを入力し、[追加]をク U ック 
すると、ユーヴー U ストに登録ユーヴーを追加します。 
ユーヴー名には15文字内（半角）の A - Z 、 a - z 、 0-9、 
-、_、の文字び使用でさます。 

パスワードには6〜15文字！;1内（半角）の ASCII 文字 
(スペースまたは印字可能文字）び使用できます。 

② [ユーザーリスト] 

登録されたユーヴーの U ストを表示します。これらの 
ユーヴーに巧してユーヴー権限を設定でさます。管理者 
( root ) 外に、最大50ユーヴーまで登録でさます。 

また、ち側の ▲ ▼ボタンでユーヴーの並び順を切り換 
えることびでさます。 

ユーヴーを削除する場合は、ユーヴー U ストからユー 
ヴーを選択して、[削除]をク U ックします。 


ユーザー権限 



[特権カメラ制御]、[一般カメラ制御]、[映像配信]、[音芦 
配信] 

登録ユーヴーと一般ユーヴーのユーヴー権限を設定し 
ます。それぞれに対して、利用を許可する項目にチエッ 
クを入れてください。 

国メモ 

登録ユーヴーは一般ユーヴーよりわ上位の権限となります。 
詳しくは、「7章」の「ユーヴー権限とカメラ制御権」 （ P .124) を 
参照してください。 

IPv 4 ホストアクセス制限 



① [ホストアクセス制限の適用] 

IPv 4 ホストアクセス制限の使用を[適用しない]または 
[適用する]から選択します。 

② [デフオルトポリシー] 

IPv 4 ホストアクセス制限を適用する場合のデフオルト 
ポ U シーを[アクセスを許可する]または[アクセスを 
禁止する]から選択します。 
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[アクセス制御]ユーザーのアクセス権の設定 


③ [ネッ トワークア ドレス/サブネット] 

アクセスを許可するホストと制限するホストの設定を 
U ストにして、それぞれに対して IPv 4 アドレスのアク 
セスを[許可]または[禁止]の設定をします。 

ヴブネットを指定してネットワーク単位、またはホスト 
単位でのアクセス制限を設定でさます。 

アクセスを禁止した場合は、すべてのポートに対するア 
クセスび制限されます。 

圏重要 

• HTTP 接続でプ□キシサーバー経由のアクセスを禁止するに 
は、プ□キシサーバーのアドレスを設定する必要びあります。 

• 誤ったホスト制限設定を行ラと、設定ページへのアクセス自 
体び禁止され、工場出荷設定に戻す外に復旧する手段びな 
くなることびあります。 

胃メモ 

同じアドレスび設定された場合、リスト上位の設定び適用されま 
す。 

IPv6 ホストアクセス制限 



① [ホストアクセス制限の適用] 

IPv 6 ホストアクセス制限の使用を[適用しない]または 
[適用する]から選択します。 

② [デフオルトポリシー] 

IPv 6 ホストアクセス制限を適用する場合のデフオルト 
ポ U シーを[アクセスを許可する]または[アクセスを 
禁止する]から選択します。 


③[プレフイックス/プレフイックス長] 

アクセスを許可するホストと制限するホストの設定を 
U ストにして、それぞれに対して IPv 6 アドレスのアク 
セスを[許可]または[禁止]の設定をします。 

プレフィックス長を指定してネットワーク単位、または 
ホスト単位でのアクセス制限を設定でさます。 
アクセスを禁止した場合は、すべてのポートに対するア 
クセスび制限されます。 



67 











[IPsec] IPsec の設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• IPsec 設定方法 

IPsec の設定方法について設定します。 

• 自動鍵交換の設定 

自動鍵交換について設定します。 


• IPsec セット 

自動鍵交換または手動設定で、最大5つの通信相手 
の IPsec を設定でさます。 


IPsec 設定方法 



〇 IPsec 記をモホ 

自旣おでな 

▼ ■ 


① [IPsec 設定方法] 

IPsec を使用する場合の鍵設定を[自動鍵交換]または 
[手動設定]から選択します。 

自動鍵交換の設定 


a IPsec SA 巧号化アルゴリズム 

AES->3DES 

▼ 


0 IPsec SA 雷註アルゴリズム 

HMAC_SHA1_96 

▼ 


d IPsec SA ち巧巧固（分）1 〇 ~144 〇 

480 ■ 

a ISAKMP SA ち号化アルゴリズム 

AES->3DES 

▼ 


0 ISAKMP SA 里註アルゴリズム 

SHA1 

▼ 


d DH ヴ ルー ブ 

ヴ ルー ブ2 

▼ 


0 ISAKMP SA ちか巧巧 （9)10-1440 

480 ■ 


① [IPsec SA 暗号化アルゴリズム] 

IPsec SA の暗号化アルコ' U ズムを [ AES ->3 DES ] 、 
[ AES ->3 DES -> DES ] 、 [ AES ->3 DES->DES -> NULL ] 

から選択します。 

設定したアルゴ U ズムは、左側から順に確認され、使用 
可能な暗号化アルゴ U ズムび選択されます。 


⑥ [ISAKMP SA 認証アルゴリズム] 

自動鍵交換プ□トコル IKE で使用する SA 認証アルゴ U 

ズムを [ SHA 1] 、 [ SHA 1 ク MD 5] から選択します。 

⑥ [DH グループ] 

自動鍵交換プロトコル IKE による鍵交換で使用する DH 
アルゴ U ズムで使用する鍵生成情報を[グループ 2] 、 
[グループ 2クグループ 1] から選択します。 

⑦ [ISAKMP SA 有効期間（分）] 

ISAKMP SA の有効時間を設定します（工場出荷設定は 
[480]) 〇 


IPsec セット（自動鍵交換） 

IPsec セツトは1〜5まであり、各 IPsec セツトに1つの通 
信相手の I Psec 設定びでさます。 



① [IPsec セツトの使用] 

IPsec 設定セツトの使用を[使用しない]、 [ IPv 4 で使用 
する]、 [ IPv 6 で使用する]から選択します。 

② [IPsec 動作モード] 

IPsec の動作モードを [ トンネルモード]または [ トラン 
スポートモード]から選択します。 

③ 限続知 Pv 4 アドレス]、限続知 Pv 6 アドレス] 

接続先の IP アドレスを入力します。 


② [IPsec SA 認証アルゴリズム] 

IPsec SA の認証アルコ ' U ズムを [ HMAC _ SHA 1_96] 、 
[ HMAC _ SHA 1_96 ク HMAC _ MD 5_96] から選択しま 

す。 

設定したアルゴ U ズムは、左側から順に確認され、使用 
可能な認証アルゴ U ズムび選択されます。 

③ [IPsec SA 有効期間（分）] 

IPsec SA の有効時間を設定します（工場出荷設定は 

[480]) 〇 

④ [ISAKMP SA 暗号化アルゴリズム] 

自動鍵交換プ□トコル IKE で使用する SA 暗号化アルゴ 

U ズムを [ AES ->3 DES ] 、 [ AES ->3 DES -> DES ] から 

選択します。 


④ [送信元 IPv 4 アドレス]、[送信元 IPv 6 アドレス] 

送信元の IP アドレスを入力します。 

⑥ [1ド560プ〇トコル] 

使用する IPsec 7 a トコルを [ ESP ] 、 [ AH ] 、 [ ESP と 

AH ] から選択します。 

[ ESP ] を選択した場合は、 ESP に関連する設定項目の 
み入力します。 

[ AH ] を選択した場合は、 AH に関連する設定項目のみ入 
力します。 

[ ESP と AH ] を選択した場合は、すべての設定項目を入 
力します。 
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[ IPsec ] IPsec の設定 


⑧[セキュリティゲートウェイの IP アドレス ( IPv 4/ IPv 6)] 
②の IPsec 動作モードを [ トンネルモード]に設定した 
場合、セキュ U ティゲートウェイの IP アドレスを設定 
し よ g 〇 

⑦ [接続巧のサブネットマスク長 （ IPv 4)] 、 [接続巧のプレ 
フィックス長 （ IPv 6)] 

②の IPsec 動作モードを [ トンネルモード]に設定した 
場合のみ必要な設定です。 

IPv 6 を使用する場合、接続先のプレフィックス長は、 
16〜128の間で入力します。 

IPv 4 を使用する場合は、1〜32の間で入力します。 

⑧ [IKE 事前共有鍵] 

IKE (自動鍵交換）で使用する事前共有鍵を入力します 
(127 文宇！; I 内）。 

圏重要 

自動鍵交換を使用した通信中にカメラの再起動を行ラと、再起 
動後、接続エラーび発生する場合びあります。その場合は、再 
度接続を行ってください。 

胃メモ 

自動鍵交換を使用すると、カメラとの通信び開始するまでに、5〜 
10秒程度かかります。 

IPsec セット（手動設定） 

IPsec セツトは1〜5まであり、各 IPsec セツトに1つの通 
信相手の IPsec 設定びでさます。 



① [IPsec セツトの使用] 

IPsec 設定セツトの使用を[使用しない]、 [ IPv 4 で使用 
する]、 [ IPv 6 で使用する]から選択します。 


② [IPsec 動作モード] 

IPsec の動作モードを [ トンネルモード]または [ トラン 
スポートモード]から選択します。 

③ [接続知 Pv4 アドレス]、[接続知 Pv6 アドレス] 

接続先の IP アドレスを入力します。 

④ [送信元 IPv4 アドレス]、[送信元 IPv6 アドレス] 

送信元の IP アドレスを入力します。 

⑥ [1ド560プ〇トコル] 

使用する IPsec プロトコルを [ESP] 、 [AH] 、 [ESP と 

AH] から選択します。 

[ESP] を選択した場合は、 ESP に関連する設定項目の 
み入力します。 

[AH] を選択した場合は、 AH に関連する設定項目のみ入 
力します。 

[ESP と AH] を選択した場合は、すべての設定項目を入 
力します。 

⑧[セキュリティゲートウェイの IPv4 アドレス]、[セキュ 
リティゲートウェイの IPv6 アドレス] 

②の [IPsec 動作モード]を [ トンネルモード]に設定し 
た場合、セキュ U ティゲートウェイの IP アドレスを設 
定します。 

⑦ [接続巧のサブネットマスク長 （IPv4)] 、[接続巧のプレ 
フィックス長 （IPv6)] 

②の IPsec 動作モードを [ トンネルモード]に設定した 
場合のみ必要な設定です。 

IPv6 を使用する場合、接続先のプレフィックス長は、 
16 〜 128 の間で入力します。 

IPv4 を使用する場合は、 1 〜 32 の間で入力します。 

• ⑥の[1ド560プ〇トコル]を [ESP] または [ESP と AH] 
に設定した場合、⑧ [SA ESP 暗号化アルゴリズム]〜 
⑩ [SA ESP SPI (受信）]の設定び必要になります。 

⑧ [SA ESP 暗号化アルゴリズム] 

ESP の暗号化アルゴリズムを、接続先の機器びヴポー 
卜している暗号化アルコ 'U ズムにあわせて、 [AES] 、 
[3DES] 、 [DES] 、 [NULL] から選択します。 

通常は [AES] または [3DES] での運用をお勧めしま 
す。 

⑨ [SA ESP 認証アルゴリズム] 

ESP の認証アルゴリズムを、接続先の機器びサポート 
している認証アルゴ U ズムにあわせて 

[HMAC_SHA1_96] 、 [HMAC_MD5_96] 、 [認証なし] 
から選択します。 

[ESP] のみを使用する場合、[認証なし]は選択でさま 
せん。 
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⑩ [SA ESP 暗号鍵（送信）] 

送信用 SA の暗号鍵を設定します。⑧び [ AES ] ならば 
128 bit 、[3 DES ] ならば 192 bit 、[ DES ] ならば 64 b けに 

相当する16進数で設定してください。 [ NULL ] の場合 
は設定不要です。 

⑩ [SA ESP 認証鍵（送信）] 

送信用 SA の認証鍵を設定します。⑨び 
[ HMAC _ SHA 1_96] ならば 160 bit 、 

[ HMAC _ MD 5_96] ならば 128 bit に相当する16進数で 

設定してください。[認証なし]の場合は設定不要です。 

⑩ [SA ESP SPI (送信）] 

送信用 SA の SPI の値を設定します。 

256〜4294967295の間で設定してください。 

⑩ [SA ESP 暗号鍵（受信）] 

受信用 SA の暗号鍵を設定します。 

⑧ び [ AES ] ならば 128 bit 、[3 DES ] ならば 192 bit 、 
[ DES ] ならば 64 bit に相当する16進数で設定してくだ 
さし、 [ NULL ] の場合は設定不要です。 

® [SA ESP 認証鍵（受信）] 

受信用 SA の認証鍵を設定します。 

⑨ び [ HMAC _ SHA 1_96] ならば 160 bit 、 
[ HMAC _ MD 5_96] ならば 128 bit に相当する16進数で 

設定してください。[認証なし]の場合は設定不要です。 

⑩ [SA ESP SPI (受信)] 

受信用 SA の SN の値を設定します。 

256〜4294967295の間で設定してください。設定値 
は SA を識別するための ID 番号として使用されるので、 
受信用の SPI として、他の ESP の SPI と同じ値を指定し 
ないようにごを意ください。 


⑩ [SA AH 認証鍵（受信）] 

受信用 SA の認証鍵を設定します。 

颇び [ HMAC_SHA し 96] ならば 160 b け、 
[ HMAC _ MD 5_96] ならば 128 bit に相当する16進数で 

設定してください。 

翅) [SA AH SPI (受信）] 

受信用 SA の SPI の値を設定します。 

256〜4294967295の間で設定してください。設定値 
は SA を識別するための ID 番号として使用されるので、 
受信用の SPI として、他の AH の SPI と同じ値を指定し 
ないようにご注意ください。 

圏重要 

• カメラを IPsec で運用するためには、あらかじめ通信相手や 
ネットワークの設定び必要です。これらの設定についてはシ 
ステム管理者にお問い合わせください。 

• IPsec で接続するには、カメラの IP アドレスをマニュアル設 
定してください。 

接続元 IPv 4 アドレスでは、[ネットワーク]> [ IPv 4 アドレス 
設定ち式] > [マニュアル設定]で設定した IPv 4 アドレスを使 
用して < ださい。 

接続元 IPv 6 アドレスでは、[ネットワーク]> [ IPv 6 アドレス 
(手動設定）]で設定した IPv 6 アドレスを使用してください。 

• [ IPsec ] メニューで設定を変更する場合は、起動中の Web ブ 
ラウヴーからカメラに接続でさなくなる可能性びあります。 
r [再起動項目]再起動び必要となる項目の設定」の「重要」 

( P . 76) に記載しているま意事項を事前にご確認ください。 

国メモ 

IPsec 使用時は、映像配信性能び低下します。 


• ⑥の[1ド560プ〇 トコ ル]を [ AH ] または [ ESP と AH ] に 
設定した場合 、⑩ [SA AH 認記アルゴリズム]〜 
@ [SA AH SPI (受信）]の設定び必要になります。 

⑩ [SA AH 認証アルゴリズム] 

AH の認証アルゴ U ズムを、接続先の機器びサポート 
している認証アルゴ U ズムにあわせて、 

[ HMAC _ SHA 1_96] または [ HMAC _ MD 5_96] から 

選択します。 

⑩ [SA AH 認証鍵（送信）] 

送信用 SA の認証鍵を設定します。 

⑩び [ HMAC _ SHA 1_96] ならば 160 bit 、 
[ HMAC _ MD 5_96] ならば 128 bit に相当する16進数で 

設定してください。 

⑩ [SA AH SPI (送信）] 

送信用 SA の SPI の値を設定します。 

256〜4294967295の間で設定してください。 
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[SSUTLS] HTTP 通信の暗号化の設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• 証明書 

SSL / TLS 証明書を作成します。 

• 証明書の管理 

SSL / TLS 証明書を管理します。 

• 暗号化通信 

暗号化通信の使用を設定します。 


証明書 


a 自己註巧まの巧ぶ 


け託巧まのが渡 

インストールされています 

々国を （C) 2*ぞ 

JP 

d 巧适巧県ち （ ST ) 128文すな内 

Tokyo 

ぶホ区 巧 巧を （ L) ns 文まな内 

Ohta-ku 

み巧巧を （0) 文ぞな巧 

Canon Inc. 

々巧な単巧を （OU) 64ホをな巧 

Network Camera Div. 

0 一般を （CN) 6 4 ホ辛は巧 

test.canon.co.jp 

々ち効が限開お日 yyyy/*nWdd 

2013/04/01 

0ち知朋限巧了 日 yyyy/mm/dd 

2013/04/01 


① [自己証明書の作成] 

次の各項目の入力を終えた後、[実行]をク U ックする 
と、自己証明書の作成を行います。メッセージに従って 
システムを再起動してください。作成された証明書は、 
再起動後に有効になります。 

国メモ 

証明書の作成には時間びかかるため、映像配信やアップ□ー ドな 
どの処理は停止することをお勧めします。 

② [証明書の状態] 

証明書びインス!-ールされていない場合は、[インス 
I -ールされていません]と表示され、証明書をインス 
I -ールした場合は、[インス!-ールされています]と表 
示されます。 


③ [国名 （ C )] 

国名コードを入力します。 


④ [都道府県名 （ ST )] 、 [市区町村名 （ L )] 、 [組織名 （0)] 、 
[組織単位名 （0 U ) ] 、[一般名 （ CN )] 

都道府県名、市区町村名、組織名、組織単位名、一般名 
を ASCII 文字（スペースまたは印字可能文字）で入力し 
ます。一般名（必須）には、 FQDN 形式のホスト名など 
を設定します。 


⑥ [有効期限開始曰]、[有効期限終了曰] 

作成する証明書の有効期限を2001/01/01〜2031/12/31 
の範囲で設定します（自己証明書の作成時は必須）。 


圏重要 

自己証明書はセキュリティ上、動作テストなど完全なセキュ U 
ティび確保されていなくてを問題ない場合に使用することを推 
奨します。システム運用時には、 CA 局から発行される証明書 
を取得し、インス!-ールしてください。 


証明書の管理 


a liE 巧まさを更ボのをぶ 


a 証明ままををが巧をま示 


けブーバー訝巧まのインストール 

I きお …I J 

巧朽 


a 中 Fb 3 居の罰巧まのインストール 

I き照 …I ] 

巧巧 

a 訝巧まの削除 



々，ーバー訝巧ま內を表を 



a 自己 cAii 巧ま 



0 バックアッブ 



みリストア 

1き照…1 1 

巧行 

U 


① [証明書署名要ホの生成] 

[実行]をク U ックすると、サーバー秘密鍵、自己認証局 
秘密鍵を作成し、証明書署名要求の生成を行います。処 
理び終わると、別ウィンドウに証明書署名要求び表示さ 
れます。 

宜メモ 

証明書署名要ホの生成には時間びかかるため、映像配信やアップ 
□ードなどの処理は停止することをお勧めします。 

② [証明書署名要ホ内容表示] 

[実行]をク U ックすると、証明書署名要求の内容び表示 
されます。 

③ [サーバー証明書のインス I ル] 

ヴーパ'-証明書をインス I ルします。[参照]でイン 
ス I -ールする証明書ファイルを選択して、[実行]をク 
U ックします。インス!-ールした証明書は、再起動後に 
有効になります。 

④ [中間層の証明書のインストール] 

中間層の証明書をインス I -ールします。[参照]でイン 
ス I -ールする証明書ファイルを選択して、 [ 実行]をク 
U ックします。インス!-ールした証明書は、再起動後に 
有効になります。 

宜メモ 

中間層証明書とともにク□スルート証明書をインス I -ールすると 
さは、あらかじめク□スルート証明書と中間層証明書をテキスト 
エディターなどで1つのファイルに連結し、中間層証明書として 
インス!-ールしてください。 

































⑥ [証明書の削除] 

[実行]をク U ックすると、証明書を削除します。ただ 
し、 SSL 通信を行う設定になっていると証明書の削除 
はでさませんので、 [ SSL 通信]を[使用しない]に設定 
してから実行してください。なお、削除は、再起動後に 
有効になります。 

⑧ [サーバー証明書内容表示] 

[実行]をク U ックすると、証明書の内容び表示されま 
す。 

⑦ [自己 CA 証明書] 

SSL 通信のテストなどの目的で使用しますび、通常は 
使用しません。 


⑧ [バックアップ] 

[実行]をク U ックすると、証明書と秘密鍵のバックアッ 
プを行います。 SSL 通信でのみ行えます。 

⑨ [リストア] 

バックアップされている証明書と秘密鍵をインス I -一 
ルします。[参照]でバックアップファイルを選択し 
て、[実行]をク U ックします。 SSL 通信でのみ行え、再 
起動後に有効になります。 

B 音号化通信 


み SSL 巧信 


[] ま田する 


① [SSL 通信] 

SSL 通信の設定を[使用しない]または[使用する]から 
選択します。設定は再起動後に有効になります。 

ただし、証明書びインス I -ールされていない場合 、 SSL 
通信の設定を[使用する]に変更でさません。 

宜メモ 

• SSL 鍵生成には数分かかる場合びあります。 

• SSL 通信時は、映像配信性能び低下します。 

• カメラにインス I -- ルされる証明書の種類によっては、 Web ブ 
ラウヴーび証明書を受け入れるかどラかのダイア□グを表示 
することびないため、接続でさないことびあります。 
この場合には CA 局の証明書を Web ブラウヴーに登録してく 
ださい。 
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[メモリーカード] SD メモリーカードの各種操作や設定 


ここでは次の設定びでさます。 

• SD カードの操作 

SD メモ U —力ードの操作を行います。 

• SD カードの情報 

SD メモ U —力ードの情報を表示します。 


SD 力ードの操作（アンマウント状態) 


け マウント/アンマウント 

マウント 

0巧作記ぞ 

ログと映巧を保存する 

▼ 

巧 映なフォーマット 

JPEG 

- 

巧 イペントおパッファ（巧致）い1脚 

0 

d イペント渐 S ッファ(巧巧） 0-100 

0 

a 映巧の上まき 

I 無巧 

-I 

d フォーマット 

I 


① [マウント/アンマウント] 

アンマウント状態のとさは、[マウント実行]び表示さ 
れます。[マウント実行]をク U ックすると、 SD メモ 
リーカー ドびマウントされます。 

胃メモ 

SD メモ U —カード 、 SDHC メモ IJ 一力ードおよび SDXC メモ 
U —カードを使用でさます。 

SD メモ U —カードをカードス□ットにセットした場合は、自動 
的にマウントされます。また、起動時にカメラに SD メモリーカー 
ドびセットされている場合を、自動的にマウントされます。 

SD メモ U - 力ードの出し入れの操作は、『設置ガイド』の rsD 
メモリーカードご利用の場合」を参照してください。 

② [動作設定] 

SD メモ U —カードへの書さ込み動作を、[□グを保を 
する]または[□グと映像を保をする]から選択します。 

胃メモ 

• SD メモリーカードには、次の設定または操作によって映像び 
記録されます。 

-録画スト U —ムの使用中にネットワークに異常び発生した 
とさ 

-[イベント]メニュ ー( P . 62) の[映像記録動作]を [ SD 力一 
ドに記録] にしたうえで、イベント（音量検知、外部デバイス 
入力、タイマー）の設定を有効にして[映像記録]で[実行す 
る]を選択 

-管理者ビューワーから手動で SD メモ U —力ードに記録 

( P .142) 

• SD メモ U —カードの空さ領域びなくなった場合、新しいファ 
イルは保存されません。 

③ [映像 フ オーマット] 

SD メモ U —力ードに記録する映像フォーマットを 

[ JPEG ] または [ H .264] から選択します。 [ H .264] を選 

択した場合は、[映像]の[ビットレート制御]で[ビット 


レート制御する]を選択してください。[イベント]メ 
ニューの[映像記録動作] ( P . 62) で [ SD 力ードに記録] 
び選択されている場合に、ここで設定されたフォーマッ 
卜で映像び記録されます。 

国メモ 

• [映像フォーマット]で [ JPEG ] を選択した場合、記録される映 
像のフレームレートは常に1 fps となります。 

• 録画スト U —ムの使用中にネットワークに異常び発生したと 
さは、[映像フォーマット]の設定にかかわらず JPEG で映像 
び保存されます（フレームレートは1 fps 固定です)。 

• 記録される映像のサイズと映像品質は、[映像]メニューでの設 
定に従います。 

④[イベント前バッファ（枚数)]/ [イベント前バッファ 

(秒)] 

イベント発生前にバッファに保をされる映像の枚数ま 
たは秒数を設定します。[映像フォー マット] で [ JPEG ] 
び選択されているときは枚数の最大値、 [ H .264] び選 
択されているとさは秒数の最大値となります。 

⑥[イベント後バッファ（枚数)]/ [イベント後バッファ 

(秒)] 

イベント発生後にバッファに保をされる映像の枚数ま 
たは秒数を設定します。[映像 フォーマット] で [ JPEG ] 
び選択されているときは枚数の最大値、 [ H .264] び選 
択されているとさは秒数の最大値となります。 

⑧[映像の上書さ] 

イベント発生時に SD メモ U —力ードに映像を記録する 
場合の、映像の上書さ設定を[有効]、[無効]から選択し 
ます。[有効]を選択すると、イベントとタイマーにより 
記録された映像び上書きされます。上書きは、イベント 
またはタイマーそれぞれの記録ファイル数 （10 万ファ 
イル）を超えた場合に行われます。 SD メモ U —カード 
の容量び足りない場合には上書さは行われません。 

圏重要 

• H .264 の映像を SD メモ U —力ードに保存する場合、[映像]の 
[ H .264] 設定で次の制限びあります。 

-[ビットレート制御]は[ビットレート制御する]しか選択で 
さません。 

-[目標ビットレート ( kbps )] は [3072] 1；(下しか選択できま 
せん。 

-[ I フレーム間隔（秒)]は[0.5]、[1]、 [1.5] のいずれかしか選 
択でさません。 

• [イベント前 バッファ] および[イベント後 バッファ] の設定は 
最大値であり、状況によっては設定した映像枚数または秒数 
で映像び記録されないことびあります。 
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©[フォーマット] 

[実行]をク U ックすると 、 SD メモ U —カードのフオー 
マツトび行われます。 


SD 力ードの操作（マウントが態) 


けマウント/アンマウント 


けの作設定 

ログと BW をを(呆巧する 

- 

けかなフォーマット 

JPEG 

- 

d イベントなバッファ(巧巧） 0-100 

0 

けイペント巧バッファ（巧が） 0-100 

0 

けホなの上まき 

無知 

- 1 

〇ホ巧の削拾 

■gal 

〇 かがを巧’博巧の再作ぶ 



① [マウント/アンマウント] 

マウント状態のとさは、[アンマウント実行]び表示さ 
れます。[アンマウント実行]をク U ックすると 、 SD メ 
モ U —力ードびアンマウントされます。 

圏重要 

カメラの電源をオフにする場合や、 SD メモ U —力ードを取り出 
す場合は、必ずアンマウント処理を行ってください。アンマウ 
ントしていない場合、管理ファイル異常となることや、 SD メモ 
U —カードへのアクセスびでをなくなることびあります。 

② [動作設定]、[映像フォーマット]、[イベント前バッ 
ファ]、[イベント後バッファ]、[映像の上書き] 

「 SD カードの操作（アンマウント状態）」と同様です。 

③ [映像の削除] 

[実行]をク U ックすると 、 SD メモ U —カードの映像を 
削除します。削除中は、[実行]のもにインジケーターび 
表 7 J \ されます。 

国メモ 

• 映像の削除には、40分！; Lb かかる場合びあります。 

• 映像の削除には時間びかかる場合びあるため、映像配信やアッ 
プ□ー ドなどの処理は停止することをお勧めします。 

④ [映像管理情報の再作成] 

[実行]をク U ックすると、映像管理情報の再作成を行い 
よ 9 〇 

再作成中は、[実行]のちにインジケーターび表示され、 
この間 SD メモ U —力ードにアクセスでさません。 

宜メモ 

• 映像管理情報の再作成には90分上かかる場合びあります。 

• 映像管理情報の再作成には時間びかかる場合びあるため、映像 
配信やアップ□ー ドなどの処理は停止することをお勧めしま 
す。 


SD 力ードの情幸民 


け SD カードの里憩 

マウントされてし1ます 

み SD カードの採巧が態 

巧巧巧お 

けみ巧を巧宿巧のだ態 

正巧 

a 巧をはな 

巧巧す巧 

々 SD カードを量 （KB) 

1984640 

け保巧容量 （KB) 

1019360 


① [ SD カードの認識] 

SD メモ U —カードの状態を表示します。 [SD カードび 

入っていません]、[マウントされていません]、[マウン 

卜されています]の 3 つの状態びあります。 

② [ SD 力ードの操作状態] 

SD メモ U —カードの操作の状態を表示します。次の 3 

つの状態びあります。 

• [操作可能]:各種操作を実行でさる状態。 

• [映像管理情報を再作成中]:映像管理情報の再作成び 
行われています。他の操作はでさません。 

• [映像削除中]:映像を削除しています。他の操作はで 
さません。 

③ [映像管理情報の状態] 

映像管理情報の状態を表示します。次の2つの状態びあ 

ります。 

• [正常]:映像管理情報は正常です。 

• [映像管理情報の再作成び必要]:管理ファイルび壊れ 
ているか、保存されている映像と管理ファイルとの 
整合性びとれていない状態です。[映像管理情報の再 
作成]の[実行]をク U ックして映像管理情報を再作 
成する必要びあります。 

④ [映像保存] 

SD メモ U —力ードへの映像の保をの可/不可を表示し 

ます。 

• [保存可]: SD メモ U —カードへ保存び可能です。 

• [保を不可]: SD メモ U —カードへの保をびでさませ 
ん。この場合、 SD メモ U —カードびマウントされて 
いない、映像ファイル数び上限に達している、映像 
管理ファイルび壊れている、書さ込み禁止状態に 
なっているなどの理由び考えられます。 

⑥ [ SD 力ード容量 （ KB )] 

SD メモ U —力ードの容量を表示します。 

⑧ [使用 容量 （ KB )] 

SD メモ U —力ードの使用容量を表示します。 

圏重要 

SD メモリーカードに記録された情報内容は、「個人情報」に該 

当する場合びあります。カメラび廃棄、譲渡、修理などで第云 

者に渡る場合には、その取り扱いに十分にま意してください。 
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[メモリーカード] SD メモリーカードの各種操作や設定 


宜メモ 

• SD メモリーカードに保存されたファイルへのアクセスち法 
は、 「 SD メモ U — カードのアクセスについて」 （ P .146) を参照 
してください。 

• SD メモリーカードに映像を蓄積でさる映像のファイル数の上 
限は、記録ち法にかかわらず10万ファイルです。 



[再起動頃目]再起動が必要となる頃目の設定 


ここでは設定の変更を行った際、再起動び必要となる 
次の項目を集めています。 

• LAN 、 IPv 4、 IPv 6、設置条件 ( VB - H 41 のみ )、 HTTP 
ヴーバー 



a LAN インターフェース 

オート ▼ ■ 

け最乂バクットサイズ 576-1500 

1500 ■ 


IPv4 

ぶ IPv4 アドレス設定方ま 

マニュアル詔ち ▼ ■ 

ぶ IPv4 アドレス 

192.168.1001 ■ 

々サブネットマスク 

255.255265.0 ■ 

け IPv4 デフォルトプートウエイアドレス 


d AutolP の巧巧 

巧用する ▼ ■ 

ぶ IPv 说！)巧巧 

巧用する ▼ ■ 

ぶ自の記定 （RA) 

ち効 ■ 

a 自か記定 （DHCPv6) 

ち巧 ▼ ■ 

a IPv6 アドレス（キめ記を） 


d ブレフィックス長化〜 1 28 

64 ■ 

〇 IPv6 デフォルトヴートウエイアドレス 



設置菜祥 

I 〇 卜—ーム I 使用しない ， ■ I 

〇 認註方ま 

Diges 願罰 ▼ ■ 

々 HTTP ポートを号80.102 4—65535 

80 - 

み HTTPS ポ^卜を号 443,1024—65535 

443 ■ 


圏重要 

ネットワークの接続に関わる設定で、起動中の Web ブラウヴー 
からカメラに接続でさなくなる可能性のある設定値を変更した 
場合、確認のダイア□グび表示されを意を促します。 

変更した設定を適用する場合は、 [0K] をクリックしてくださ 
い。 

設定変更によってカメラび再起動したあと、カメラに再接続で 
さない場合びあります。このとさ、カメラに再接続するための 
URI の候補びあれば表示されます。 

カメラに再接続する場合は、表示された URI をお試しください。 
表示された URI でカメラに接続でさない場合は、システム管理 
者にお問い合わせください。 

★ [再起動項目]メニューで、ネットワークの接続に関わる設定は 
[LAN インターフェース]、廣大パケットサイズ]、 [IPv4 アドレ 
ス設定ち式]、 [IPv4 アドレス]、[ヴブネットマスク]、 [IPv4 デ 
フォルトゲートウェイアドレス]、 [AutolP の使用]、 [IPv6 の使 
用]、[自動設定 （RA)] 、 [自動設定 （DHCPV6)] 、 [IPv6 アドレス 
(手動設定）]、[プレフィックス長]、 [IPv6 デフォルトゲート 
ウェイアドレス]、 [HTTP ポート番号]、 [HTTPS ポート番号] 
です。 


① [ LAN ] 

LAN インターフェース、最大パケットサイズの設定 

( P . 47) 


② [ IPv 4] 

IP アドレスなど、 IPv 4 の設定 （ P . 4 7 ) 

③ [ IPv 6] 

IPv 6 の使用についての設定 （ P . 48) 

④ [設置条件 ] geo 

ドームの設定 （ P . 54) 

⑥ [HTTP ヴーバ ー] 

認証ち式、 HTTP、HTTPS ポート番号の設定 （ P . 61) 
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[メンテナンス] 

イベント□グや現巧の設定识況表示、メンテナンスの実行 


ここでは次の項目を使用でさます。 

• 表示と実行 

カメラの設定の表示や初期化を行います。 


表示と実行 


〇 ロヴををる 

J 

表示 


a 現をの話をを見る 

1 

表示 


0再起れ 

1 

ま巧 

■ 

〇 巧巧設をに戻す 

1 

ま巧 

■ 


① [□グを見る] 

カメラの動作および各種ビューワーなどとの接続の履 
歴を表示します。 

② [現在の設定を見る] 

現在の設定を一覧表示します。 

③ [再起動] 

カメラを再起動します。 

④ [初期設定に戻す] 

カメラの管理者パスワード、ネットワーク設定、曰付、 
時刻、タイムゾーン、 SSL 証明書、暗号化通信、ホス 
トアクセス制限を除くすべての設定項目について、ユー 
ヴーの設定値を破棄して工場出荷設定に戻します。実行 
すると、自動的に再起動を行います。 


ま意 

• [初期設定に戻す]の実行中は、カメラの 
電源を絶巧に切5ないでください。電源 
を切ると、正常に起動しなくなる場合び 
あります。 

が止 

• EEH 初期化動作中は絶対にカメラ 
へッドに触5ないでくださし、。正しく初 
期化されなかったり、故障の原因になる 
場合びあります。 


胃メモ 

• [初期設定に戻す]で、工場出荷設定の状態に戻す際には、現在 
の各設定値を控えた後に行うことをお勧めします （P . 166)。 

• IJ セットスイッチによってを工場出荷設定に戻すことびでさ 
ますび、カメラの日付と時刻外すベての設定び工場出荷設定 
に戻るのでごま意ください （P .165) 。 



77 






















78 



6 章 

■ 

管理 ツール 


□ プライバシーマスクの設定 
□ パノラマ画像の登録 EEO 
□ 可視節囲の設定 GED 
□カメラのプリセツト設定 
□インテリジェント機能の設定 
□ □グの閲覧 

□ SD メモリーカードの映像の管理 

















管理ツールの概要 


管理ツールは、ネットワーク経由でカメラの設定や動作状況の確認、□グ取得を行うための複数のツールで構成されていま 
す。 


管理ツール （ p 82) 


パノラマ作ぶツール （P 87) 四! 


管理 ツールの トップページです。ここから各 ツールを 起動 
でさます。 


«*«ュ-9-へ ぉべ-ジへ W ベ-ジへ 

管理 ツール 

卜广] プライバシーマスり R 定•トル 

嗎 ルラマ作成’トル 

IBl 可巧度巧ぉ定ッ-ル 

m :; 11セット脱ッ-ル 

IS^ イ W ジIント檐能投まツ-ル 

ロヴピュ-ヮ- 

霧; 。因*•ュ-ティ1 斤ィ 



プライバシーマスク設定ツール 

(P- 83) 


見せたくない領域にプライバシーマスクを設定して、見え 
ないようにするツールです。マスクは8箇所まで設定でさ、 
さめ細かくプライバシーを保護でさます。 



カメラび撮影可能な全領域を表示するパノラマ画像の作 
成ツールです。パノラマ画像を撮影して登録するとビュー 
ワーのパノラマ表示パネルに表示されます。また、可視範 
囲やプ U セツトの設定を行う際にも表示されるため、設定 
した領域び、全領域のどの部分を占めているのかび一目で 
わかります。 



可視節旧設定ツール （ P . 90) 四！ 

可視範囲設定を、視覚的に行うことのでさるツールです。 
パノラマによるプレビューを参照しなびら、マウス操作で 
の範囲設定び行えます。 
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管理ツールの概要 


プリセット設定ツール ( P - 94) 


□グビューワー ( P -113) 


プ U セツトやホームポジションを、視覚的に設定でさる カメラに記録されている動作状況の□グを閲覧でさる 

ツールです。パノラマや全体画像によるプレビューを参照 ビューワーです。 


しなびら、マウス操作での設定び行えます。また、複数の 
プ U セツトを巡回して監視を行う[プ U セツト巡回]を設 
定でさます。 



インテリジェント機能設定ツール 

( P . 101) 



国メモ 

Windows のコント□—ルパネルでの[地域と言語]の設定に関わ 
らず、数値の小数点は常に「」で表示されます。また、曰付は 
「yyyy/mm/dd」 または 「mm/dd」、 時刻は 「hh:mm:ss」 の形式 
で表示されます （y、m、d、h、m、s はそれぞれ、年、月、曰、 
時、分、秒を表します)。 


被写体び動< ことで 映像の一部に変化びあった場合、 その 
時点でアップ□ー ド、ビューワーへの通知、□グの記録な 
どを行うインテ U ジェント機能を設定するためのツール 
です。条件を設定することで、「動体」、「置さ去り」、「持 
ち去り」、「いたずら」、「通過」などのイベントを検知させ 
ることもでさます。カメラの映像を見なびら、検知領域お 
よび検知ラインの位置や大ささ、検知条件の設定などび行 


録画映像ユーテイ U テイ （ P .117) 

カメラに挿入されている SD メモ U —力ードに記録され 
た映像を閲覧-管理するユーテイ U テイです。記録されて 
いる映像の一覧表示、映像の再生や削除、ダウン□ー ドな 
どの操作びでさます。 





























管理ツールにアクセスずる 


管理ツールを起動する 

管理ツールは、カメラのトップページからアクセスして起 
動します。 

1カメラのトップぺージを起動する （P. 42) 

2 [管理ツール]をクリックする 


国メモ 

• 各管理ツールを初めて起動するとさは、ソフトウェアび PC に 
ダウン□ー ドされるまで、5〜10秒程度お待ちください。2回 
目からは素早く起動します。なお、 SSL 暗号通信でアクセスし 
ている場合は、さらにダウン□ー ドに時間びかかります (20 〜 
30秒程度)。 

• プライバシーマスク設定ツール/パノラマ設定ツール/可視範囲 
設定ツーレ/プ U セツト設定ツーレ/インテリジェント機能設定 
ツールは同時に起動でさません。 


ユーヴー認証のための画面び表示されます。 

Q ユーザー名とパスワードを入力し、 [OK] をクリック 
する （P. 42) 

管理ツールのトップページび表示されます。 



① [管理者ビュ ーワーへ] 

ク U ックすると管理者ビューワーび起動します。 

② [設定ぺージ へ] 

ク U ックすると設定メニューび起動します。 

③ [トップ ぺージ へ] 

ク U ックするとカメラのトップページに移動します。 

④ [管理ツール] 

各ツールのボタンをク U ックして、管理ツールを起動し 
ます。 

圏重要 

[管理ツール]を利用する PC には、管理ツール証明書をインス 
Iルする必要びあります。 （P. 26) 
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プライバシーマスク設定ツール 


カメラ画像の、特定の領域び見えないようにプライバシーマスクをかけるツールです。 

ngfi カメラのパン•チルト-ズーム動作を行った場合でも、プライバシーマスク領域はカメラ画像に追従します。 


カメラの映像を確認しなびら、8箇 
所までプライバシーマスクを設定で 
さます。 



プライバシーマスク設定ツールの表示画面について 


① 


GQI ②③ 


⑦ 


® (5) 0 渡） 

①映像表示部 

現在のカメラ映像び表示されます。プライバシーマスク 
のサイズ変更-移動びでさます。 

ngfi 

カメラのパン•チルト • ズームなどの操作は、 VB - H 41/ 
610/710ビュー ヮ —と同じです。詳しくは、「ビューワー 
の操作ち法」 （ P .128) を参照して<ださい。 

③[マウス操作切換]ボタン EEO 

ボタンをク U ックするたびに 田 と a の間で切り換わ 
り、映像表示部でのマウス操作び変わります。 

ボタンび 田の 状態のとさ、プライバシーマスクのサイ 
ズ変更-移動びでさます。このとさ、カメラの向さは変 
わりません。 

ボタンび U の状態のとさ、カメラのパン•チルト操作 
びでさます。 


-⑩ 



⑩ -2 GEO 


⑩ -3 GEO 


⑩ 


③ [画面サイズ切換]ボタン 

ボタンをク U ックするたびに、映像表示部のスク U —ン 
サイズび「480 x 270」または「960 x 540」に切り換わ 
ります。 

④ [逆光補正]ボタン 

逆光補正の入/切をします。映像び逆光で暗いとさに使 
用すると効果びあります。 

⑥[カメラ制御権取得/解放]ボタン 

カメラ制御権を取得/解放するためのボタンです。詳し 
くは、「カメラ制御権の取得」 （ P .130) を参照してくだ 
さい。管理者ビューワーなど他でカメラ制御権び取得さ 
れていなければ、プライノ（シーマスク設定ツールを起動 
した時点で、制御権び取得されます。 

⑧[管理者コント□—ル]ボタン 

管理者コント□ールパネル （ P .121) を表示します。 




⑧⑨⑩⑩⑩⑩ ® 
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⑦ 登録済みプライバシーマスク領域表示エリア 
(カメラ撮影可能エリア） 

カメラの物理的な撮影可能領域の、どの部分にプライバ 
シーマスクび設定されているかを確認でさます。 

KCTl 

カメラにパノラマ画像び登録されていても、ここには表 
示されません。 

⑧ [プライバシーマスク登録数] 

登録されているプライノトンーマスクの数を表示します。 
最大8個のプライノトンーマスクを設定でさます。 

⑨ [次へ] 

複数のプライノ くシーマスクを設定している場合、ボタン 
をク U ックして、選択中のプライノ（シーマスクを切り換 
〇 

⑩ [色] 

プライバシーマスク領域の表示色を選択します。すべて 
のプライバシーマスク領域び、選択した色に設定されま 
す。 

⑩ [簡単追加] 

プライバシーマスク領域を追加して、カメラに保存しま 
す。 


⑩ -5 [設定のプレビュ ー] 

[詳細設定]の設定内容を、映像表示部と登録済みプ 
ライバシー領域表示エ U ア（カメラ撮影可能エ U ア） 
に反映します。 

⑩ [設定を戻す] 

ツール画面上で設定した内容を破棄し、カメラに保をさ 
れている設定内容に戻します。 

⑩ [設定を保存] 

[詳細設定]で設定したプライバシーマスクの設定を力 
メラに保をします。 


プライバシーマスク領域を設定ずる 

カメラの映像を確認しなびら、プライバシーマスク領域を 
設定します。 

1カメラの制御権び取得されていない場合は、[カメラ 
制御権取得/解放]ボタンをクリックして、制御権を取 
得する 

2プライバシーマスク領域の位置と大きさを設定する 


⑩ [簡単変更] 

プライバシーマスク領域の変更を反映して、カメラに保 
をします。 


⑩ [カメラか5削除] 

選択中のプライバシーマスク領域をカメラから削除し 
ON 9 〇 


® [ブレ補正] GQI 

カメラのブレ補正の使用状態を表示します。ブレ補正 
は、設定ページの[カメラ]で設定します （ P . 53)。 

⑩ [詳細設定] 

詳細設定の項目を表示します。 

⑩ -1 [プライバシーマスクを有効にする]チェックボック 
ス 

選択しているプライバシーマスク領域の設定を有効 
にする場合、チェックボックスをチェックします。 

⑩ -2、 ⑩ -3 [カメラ位置の取り込み] EEB 

現在のカメラアングルを取り込みます。カメラのパ 
ン•チルト-ズームの値を取り込み、⑩ -2 に表示し 
よ9 〇 

⑩ -4 [プライバシーマスクの位置と大きさ] 

プライバシーマスクの位置の左、上、幅、高さを設 
定します。 


映像表示部に、プライバシーマスク領域を示すプレ 
ビュー枠び表示されます。 



サイズを変更する場合は、プレビュー枠の四辺の■を 
ドラッグします。プライバシーマスク領域の移動は、 
枠内をドラッグします。 

変更を取り消して、カメラに保をされている設定に戻 
す場合は、[設定を戻す]をク U ックします。 

3 [簡単追加]をクリックして、プライバシーマスク領域 
を保巧する 


設定したプライバシーマスク領域びカメラに保をされ 
ふ^ 〇 
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プライバシーマスク設定ツール 


最大8個のプライバシーマスクを設定でさます。続け 
てプライバシーマスク領域を設定する場合は、設定操 
作を繰り返してください。 

4プライバシーマスク領域を確認する 

プライバシーマスク領域を保をすると、映像表示部と 
登録済みプライバシーマスク領域表示エ U ア（カメラ 
撮影可能ェ U ア）にプライバシーマスク領域び表示さ 
れます。 

VB-H41 


① ②③④ 



VB-H610VE/VB-H610D/VB-H71 OF 


① ③ 



① プライバシーマスク領域 

有効に設定されているプライバシーマスクは領域 
内び塗りつぶされて表示されます。無効に設定され 
ているプライバシーマスクは枠のみ表示されます。 

② 可視節囲領域 GEO 

可視範囲設定ツールで設定した領域です。 

③ プライバシーマスク領域 

[プライバシーマスクを有効にする]びチェックさ 
れているプライバシーマスクは、領域内び塗りつぶ 
されて表示されます。チェックされていないプライ 
バシーマスクは枠内に斜線び表示されます。 

④ 最大広角領域 GEn 

最大広角時のカメラアングルの領域です。③プライ 
ノ くシーマスク領域のドラッグ操作中のみ表示され 

On 9 〇 


圏重要 

• プライバシーマスクび設定されている領域ち、インテリジェ 
ント機能の検知対象となります。被写体の動さび見えること 
びあります。 

• プライバシーマスクは、カメラから配信されるすべての画像 
(ライブ映像、アップ□ー ド画像、録画映像、 SD メモ IJ 一力一 
ドに記録される画像）に適用されます。 

ngii 

• デジタルズーム領域では、プライバシーマスクの設定はでさ 
ません。 

• 最大望遠に近いズーム位置でプライバシーマスクを設定した 
場合、指定位置から若干ずれることびあります。 

• プライバシーマスク領域は隠したい領域より大さめに設定し 
てください。また、設定後にカメラのパン•チルト-ズーム 
を実際に動かして、カメラの向さび変わってち隠したい領域 
び表示されないことを必ず確認してください。 

• パノラマ作成ツールでパノラマ画像を保存したあとでプライ 
バシーマスクの設定を変更した場合は、パノラマ作成ツール 
で) くノラマ画像を作成し直してください。 

• ブレ補正の設定を変更してから、プライバシーマスクを再設 
定する場合は、すべてのプライバシーマスクの位置と大きさ 
を再設定してください。 
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プライパシ ー7 スク領域を変ち/削除 
する 


変更のしかた 

1変更したいプライバシーマスク領域を選択する 

登録済みプライバシーマスク領域表示エ U ア（カメラ 
撮影可能エリア）で、変更したいプライバシーマスク領 
域をク U ック、または、 [次へ] でプライバシーマスク 
領域を選択します。 



国メモ 

無効に設定されているプライバシーマスクを選択して、[簡単変更] 
をクリックすると、設定び有効に変更されます。 

削除のしかた 

削除したいプライバシーマスク領域を選択し、[カメラか 
5削除]をクリックします 


カメラに保存されたプライバシーマスク領域び削除され 
よ 9 〇 



2プライバシーマスク領域の位置とサイズを変更する 

プライバシーマスク領域はマウス操作、または数値入 
力で変更でさます。 

数値入力する場合 

[詳細設定]をク U ックします。 

[プライバシーマスクの位置と大ささ]を数値で入力 
し、[設定のプレビュー]をク U ックしてプレビュー枠 
の位置と大ささを確認します。 


ngii 

[カメラ位置の取り込み]をク U ックすると、現在のパ 
ン•チルト-ズームの値を取り込むことびでさます。 

変更を取り消して、カメラに保をされている設定に戻 
す場合は、[設定を戻す]をク U ックします。 

3 [簡単変更]をクリックして、プライバシーマスク領域 
を保巧する 

変更したプライノ くシーマスク領域びカメラに保存され 
ます。 



86 














パノラマ作ぶツール 


カメラび撮影可能な全領域を表示するパノラマ画像の撮影-作成ツールです。ビューワーでパン•チルト-ズーム操作を行 
う際やプ U セツトの設定などを行う際に、設定した領域び、全領域のどの部分を占めているのかび一目でわかります。 




パノラマ作成ツールでパノラマ画像を撮影-作成し、カメラに登録します。 


管理者ビューワー 


プ U セツト設定ツール 



表示している領域び、全領域 
のどの部分を占めているのか 
一目でねかります。 


圏重要 


プライバシーマスク設定ツールでプライバシーマスクの設定を変更した場合、パノラマ画像 
に新しいプライバシーマスク設定を反映させるため、パノラマ画像の再作成をお勧めします。 
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パノラマ作ぶツールの表示画面について 



① [カメラか5読み込み] 

カメラに保をされているパノラマ画像を表示します。 

② [カメラに保存] 

現在表示されているパノラマ画像をカメラに保をしま 
す。 

③ [ファイル か！5読み込み] 

JPEG ファイルをパノラマ画像として表示します。 

④ [ファイルに保存] 

現在表示されているパノラマ画像を JPEG ファイルと 
して保をします。 

⑥ 作成曰時 

パノラマ画像の撮影曰時、または JPEG ファイルからパ 
ノラマ画像を読み込んだ曰時を表示します。 

⑧[クリァ] 

現在表示されているパノラマ画像を削除します。 

⑦ パノラマ画像表示領域 

ノ（ノラマ画像を表示します。 

⑧ [撮影の中止] 

パノラマ画像の撮影を中止します。 

⑨ [パノラマ作成の開始] 

パノラマ画像の撮影を開始します。 

⑩ [パノラマ作成の終了] 

撮影したノ（ノラマ画像を確定します。 

⑩ ステータス 表示 

[撮影中...]など、パノラマ画像撮影時の状態などを表示 
しふ 9 〇 

⑩[露出の□ック] 

自動露出の□ック位置を[パノラマの中必]、[現在の力 
メラ位置]から選択します。 


⑩[ホワイトバランスの□ック] 

ホワイトバランスの設定を [□ッ クしない]、[パノラマ 
の中必]、[現在のカメラ位置]から選択します。 

® [フ オー カスの □ッ ク] 

フオー カスの設定を [□ッ ク しない]、[ノ く ノラマの 中必]、 
[現在のカメラ位置]から選択します。 


パノラ7画像を撮露する 


1[パノラマ作成の開始]をクリックする 

撮影び開始されます。 

必要に応じて、[露出の□ック]、[ホワイトバランスの 
□ック]、[フオーカスの□ック]の設定を変更してく 
ださい。 



途中で撮影を中止したい場合は[撮影の中止]をク 
U ックします。 



パノラマ画像にマウスのポインターをあわせると、白 
い格テ枠び表示されます。枠内にポインターをあわせ、 
ちク U ックして[再撮影]を選択すると、その部分のみ 
撮影し直すことびでさます。 


88 


























パノラマ作成ツール 



パノラマ画像全体を撮影し直す場合は、再度[パノラ 
マ作成の開始]をク U ックします。 

国メモ 

• パノラマ画像の撮影中は、一時的にブレ補正機能び解除されま 
す。 

• パノラマ画像の作成中は、管理者外の接続び切断されます。 

• 設定ぺージの[映像]> [JPEG] の[最大フレームレート：映像 
送信]の値を小さく設定すると、パノラマ撮影び遅くなります。 

2撮影び完了し、その画像でよければ[パノラマ作成の 
終了]をクリックする 


パノラマ画像を巧巧/削除する 

パノラマ作成び終了したら、カメラに送信してパノラマ画 
像を保をすることで、画像び反映されます。 

巧巧のしかた 

[カメラに保巧]をクリックし、表示されたダイア□グで 
[0 K ] をクリックします 


ノ く ノラマ画像びカメラに保をされます。 



2 [カメラに保存]をクリックし、表示されるダイア□グ 
で [0K] をクリックする 

カメラに保存されたパノラマ画像び削除されます。 


パノラ7画像を画像フアイルか6開</ 
画像ファイルとして巧巧ずる 


画像ファイルをパノラマ画像として開いたり、また、撮影 
したパノラマ画像を画像ファイルとして保をでさます。扱 
える画像ファイルはパノラマ作成ツールで作成した 
JPEG 画像のみです。 


画像ファイルか6の開をかた 


[ファイル か 5 読み込み]をクリックし、表示されたダイア 
□グで、使用したい画像ファイルを選択します 



巧巧のしかた 

[ファイルに 保存]をクリックし、表示されたダイア□グ 
で、保存するフオルダを選択し、ファイル名を入力します 



削除のしかた 

1カメラに保存したノ くノラマ画像を削除したい場合は、 
[ク U ア]をク U ツクする 



ノ く ノラマ画像表示領域の画像びク U アされます。 






































H41 


可視節囲設定ツール 


可視範囲設定ツールは、カメラで撮影でさる範囲を制限するツールです。可視範囲設定を行った場合は、ビューワーで表示 
可能な撮影範囲を制限でさます。 



ライブ映像公開などでズームや一部の視野に制限をかけたいよラなケースでは、 
可視範囲設定ツールで簡単に可視範囲を設定でさます。 


[可視節囲設定による制限の適用] 

可視範囲設定ツールによる制限は次の場合に適用されます。 

• 登録ユーヴー権限で管理者ビューワーにアクセスした場合 

• VB ビューワーにアクセスした場合 

• RM 丄 ite でアクセスした場合 
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可視節囲設定ツール 


① 映像表示部 

現在のカメラ映像び表示されます。 

カメラのパン•チルト • ズームなどの操作は、 VB - H 41/ 
610/710ビューワーと同じです。詳しくは、「ビューワー 
の操作ち法」 （ P .128) を参照して<ださい。 

② [マウス操作切換]ボタン 

ボタンをク U ックすると、 因に 切り換わります。この 
状態で映像表示部にマウスのポインターを移動してク 
U ックすると、パン•チルト操作びでさます。ボタンを 
もう一度ク U ックすると 因に 戻ります。 

③ [画面サイズ切換]ボタン 

ボタンをク U ックするたびに、映像表示部のスク U —ン 
サイズび「480 x 270」または「960 x 540」に切り換 
わります。 

④ [カメラ制御権取得/解放]ボタン 

カメラ制御権を取得/解放するためのボタンです。詳し 
くは、「カメラ制御権の取得」 （ P .130) を参照してくだ 
さい。 

⑥ [管理者コント□—ル]ボタン 

管理者コント□ールパネル （ P .121) を表示します。 

⑥ [パノラマ画面] 

カメラに登録されているパノラマ画像び表示されます。 
また、可視範囲設定値を再現した可視範囲制限プレ 
ビュー枠び表示され、ドラッグ操作で枠の変形を行い、 
可視範囲設定値に反映でさます。 

• 可視節囲制限プレビュー枠 

@-1パン•チルトプレビュー枠（赤色枠） 

. 上•下•左-ち端の視野の範囲 

⑧ -2 広角プレビュー枠（緑色枠） 

. 広角制限設定（撮影枠の制限） 


⑧ -3 望遠プレビュー枠（黄色枠） 

. 望遠制限設定（最大倍率の制限） 

⑦ [デジタルズーム] 

現在のカメラのデジタルズームの使用状態を U アルタ 
イムで表示します。 

⑧ [ブレ補正] 

現在のカメラのブレ補正の使用状態を U アルタイムで 
表 7 J \ します。 

⑨ [可視節囲制限を適用する] 

可視範囲制限を使用する場合は、チェックボックスを 
チェックします。 

⑩ 可視節囲設定値入カボックスおよび[取り込み] 

可視範囲設定値入カボックスに数値を入力することで 
設定値を変更でさます。[取り込み]をク U ックすると、 
現在のカメラアングルの値び可視範囲の設定値として 
取り込まれます。 

• 可視節囲設定値 

[上端]:可視範囲の上端限界値。[取り込み]をク 
U ックすると、現在のカメラアングルの上 
端値を取り込みます。 

[下端]:可視範囲の下端限界値。[取り込み]をク 
U ックすると、現在のカメラアングルの下端 
値を取り込みます。 

[左端]:可視範囲の左端限界値。[取り込み]をク 
U ックすると、現在のカメラアングルの左端 
値を取り込みます。 

[ち端]:可視範囲のち端限界値。[取り込み]をク 
U ックすると、現在のカメラアングルのち端 
値を取り込みます。 


可視節旧設定ツールの表示画面について 
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[望遠]:可視範囲の望遠限界値。[取り込み]をク 
U ックすると、現在のカメラアングルのズー 
ム値を取り込みます。 

[広角]:可視範囲の広角限界値。[取り込み]をク 
U ックすると、現在のカメラアングルのズー 
ム値を取り込みます。 

⑩[パノラマ画面に表示] 

現在の可視範囲の設定をパノラマ画面に適用します。こ 
の時点ではカメラに設定値は保をされません。必ず[設 
定を保を]を行って < ださい。 

⑩[設定を戻す] 

ツール画面上で設定した内容を破棄し、カメラに保をさ 
れている設定内容に戻します。 

⑩[設定を保存] 

設定した可視範囲設定をカメラに保をします。 

可視範囲設定を行った際は、必ず[設定を保存]でカメ 
ラに保存してください。 


可視節旧を設定する 


可視範囲は、可視範囲設定値入カボックスに数値を入力す 
るか、パノラマ画面の可視範囲制限プレビュー枠から、ま 
たは映像表示部のカメラアングルから設定値を変更でさ 
ます。お使いの環境または目的に応じて選択してくださ 
い。 

■ パノラマ画像上のプレビュー巧を利用し 
て、可視轟囲を設定する 

1[可視節囲制限を適用する]をチェックする 


2パノラマ画面の上に表示された[パン•チルトプレ 
ビュー枠（赤色枠）]、[望違プレビュー枠（黄色枠）]、 
[広角プレビュー枠（緑色枠）]をドラッグして変おし、 
可視節囲を設定する 

望遠-広角プレビュー枠は拡大-縮小の際、縦横比は 
一定になります。 

このとさ、可視範囲設定値入カボックスに数値を入力 
して設定することちでさます。可視範囲設定値を調整 
した場合は、[パノラマ画面に表示]をク U ックしてく 
ださい。設定値びパノラマ画面のプレビュー枠に反映 
されます。 

3 [設定を保巧]をクリックする 



正しく適用されたことを確認して、[設定を保を]をク 
U ックすると、カメラに設定値び保をされます。 

■ 映像表巧部の映像か5位置情報を取り込 
んで設定ずる 

1[可視節囲制限を適用する]をチェックする 

2 [カメラ制御権取得/解放]ボタンをクリックして、カメ 
ラの制御権を取得する 

3カメラを操作し、上端-下端-左端•ち端•望違•広 
角を設定したい位置にあわせて、各[取り込み]をク 
リックする 



取り込まれた可視範囲は可視範囲設定値入カボック 
ス、または可視範囲制限プレビュー枠で確認でさます。 



4 [設定を保存]をクリックする 


カメラに設定値び保をされます。 
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可視節囲設定ツール 


左ち最大撮影可能範囲- 

• パンおよびチルトの範囲はズーム倍率（視野角）によって変わ 
ります。 


胃メモ 

• 可視範囲設定をしていても、可視範囲の境界付近にカメラを制 
御した場合、一瞬可視範囲外び映り込むことびあります。 

• 可視範囲設定を解除したい場合は、[可視範囲制限を適用する] 
のチェックを外して、[設定を保を]をクリックします。 

• [可視範囲制限を適用する]をチェックした状態で設定値を空欄 
にすると、最大可視範囲び設定されます。 

• 制御可能範囲と撮影可能範囲は次のよラになっています。 


^重要 

• カメラの設置ち法の設定を変更した場合は、パノラマ画像を 
撮影し直して再登録してください。 

• パノラマ画面は実際の映像と若干異なる場合びあります。可 
視範囲設定を行ったのち、必ず VB ビューワーで可視範囲設定 
び正しく反映されているかどラかの確認を行ってください。 

• 設定の確認は VB ビューワーで行ってください（本ツールの映 
像表示部や、管理者ビューワーでは可視範囲制限び適用され 
ません）。 

• ブレ補正、デジタルズームの設定を変更した場合は、可視範 
囲設定を再度確認してください。 


撮影される映像 


I 


制限した可視範囲 


いったん、巧大広角 
の中むまでパン•チ 
J レトします。 

\ I 


パン-チルトしたあ 
と、可視範囲内で広 
角び制御でさます。 



可視範囲を狭くするとそれに伴ってズームの範囲わ狭くなる 
ことびあります。 



広角にした場合、カメラの 
動作角度びそのままだと、 
可視範囲を越えて撮像して 
しまラので、自動的に動作 
角度はルさくなります。 



カメラ 



制限した可視範囲 
カメラの動作角度 


撮影される映像角度 


ズームを広角側に制御することで可視範囲を超えてしまラ場 
合は、カメラはいったん、ワイド端び可視範囲内に収まる位置 
までパン•チルトします。その後、可視範囲内で広角側の制御 
び可能となります。 


最大広角]=見野角 

0 。 I - 


パン制御可能範囲 


-- 

上下最大撮影可能範囲 


嫌曲';/丄一/ 


す力び 
定に度〇 
設的角す 
を動作ま 
卸自齡れ 
範、のさ 
視とラ限 
fn " るメ制 


チルト制^可能範囲 
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プリセット設定 ツール 


プ U セツトやホームポジションを、より視覚的に容易に設定でさるツールです。パノラマや全体画像によるプレビューを参 
照しなびら、マウス操作での設定び行えます。また、複数のプ U セットを巡回して監視を行うプ U セット巡回を設定でさま 
す。 



ビューワーに反映 プ U セツト巡回を実行 



固重要 

• KEil カメラのインテリジェント機能を使用する場合、インテリジェント機能の監 
視対象となるカメラ位置を、プ U セツト設定ツールでプリセツトとして登録しておく 
ことを強く推奨します。 

• msiig irero プリセツト設定ツールで設定したプリセツトは、インテリジェント機 
能の設定には使用でさません。 
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プリセツ ト 設定 ツール 


① 映像表示部 

現在のカメラ映像び表示されます。 

カメラのパン•チルト • ズームなどの操作は、 VB - H 41/ 
610/710ビュー ヮ ーと同じです。詳しくは、「ビューワー 
の操作ち法」 （ P .128) を参照してください。 

② [マウス操作切換]ボタン 

ボタンをク U ックすると、 因に 切り換わります。この 
状態で映像表示部にマウスのポインターを移動してク 
U ックすると、パン•チルト操作びできます。ボタンを 
もう一度ク U ックすると 田に 戻ります。 

③ [画面サイズ切換]ボタン 

ボタンをク U ックするたびに、映像表示部のスク U —ン 
サイズび「480 x 270」または「960 x 540」に切り換 
わります。 

④ [カメラ制御権取得/解放]ボタン 

カメラ制御権を取得/解放するためのボタンです。詳し 
くは、「カメラ制御権の取得」 （ P .130) を参照してくだ 
さい。 

⑥[管理者コント□—ル]ボタン 

管理ちコント□ールパネル （ P .121) を表示します。 


⑥ [パノラマ画面] GEO 

カメラに登録されているパノラマ画像び表示されます。 
プ U セット設定値を再現したプ U セットプレビュー枠 
(黄色）び表示され、ドラッグ操作で枠のサイズ変更 • 移 
動を行い、プ U セット設定値に反映でさます。また、可 
視範囲制限の設定びある場合は、その領域び青色枠で表 
示されます。 

⑦ [プリセット]タブ/[プリセット巡回]タブ 

プ U セット設定とプ U セット巡回設定のタブ表示を切 
り換えます。 

⑧ [プリセット/ホーム ポジション] 選択ボックス 

設定を行うプ U セット1〜20または[ホームポジショ 
ン]の選択をします。 

⑨ [簡単登録] 

現在のカメラの位置を取り込んでプ U セット設定値と 
して登録します。 

⑩ [プリセット名（半角英数字）]/[プリセット名（日本語)] 

プ U セット名を64文字 Lil 内で入力でさます。半角英数 
字と日本語の名称び設定でさます。半角英数字のプ U 
セット名は必ず入力してください。半角英数字と日本語 
を両方入力した場合、ビューワーのプ U セツトには曰本 
語び優先で表示されます。 


プリセツト設定ツールの表示画面について 


プ U セット設定ツールの表示画面には、[プ U セット]タブと[プ U セット巡回]タブの2つびあります。 

[プ U セット]タブでは、パノラマ画面や全体画像を参照しなびら最大20個のプ U セットとホームポジションを設定します。 
[プ U セット巡回]タブでは、複数のプ U セットを巡回して監視を行うプ U セット巡回を設定します。 

ここでは、[プ U セット]タブの表示画面について説明します。 

[プ U セット巡回]タブについては、「プ U セット巡回について」 （ P . 99) をご覧ください。 

■ [プリセット]タブの表示画面について 
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⑧で[ホーム ポジション] を選択した場合は、グレー表 
示になります。 

[プ U セット名（半角英数字）]には、 ASCII 文字（スペー 
スまたは印字可能文字） び使用でさます。 

[プ U セット名（日本語）]には 、 J に X 0208 -1990 に含 
まれる文字び使用でさます。 

⑩[詳細設定 ] geh 

詳細設定の項目を表示します。 

⑩ -1 [ビューワーで使用する]チェックボックス nni 

ビューワーでプ U セットを使用する場合はチェッ 
クボックスをチェックします。⑧で[ホームポジ 
シ ョン] を選択した場合は、グレー表示になります。 

⑩ -2 カメラ パラメーター ■"— 

[パン]、[チルト]でセットしたいアングルの中/[> 
の角度を入力してください。[ズーム]は視野角を 
入力してください。 

• カメラアングル 

[パン]•- •カメラのパン位置を設定します。 
[チルト]•-カメラのチルト位置を設定します。 
[ズーム]•-カメラの画角を設定します。 

• [逆光補正] 

カメラの逆光補正を[切]、[入]から選択します。 

• [フオーカスモード] 

カメラの フオー カスモードを [才 ート]、[マ 
ニュアル]、[無限遠固定]から選択します。 

( P .139) 

• [スマートシェード補正] 

カメラの スマートシェー ド補正を[切]または 
[1]( 弱）〜[7](強）の7段階から選択します。 

• [ホワイトバランス] 

ホワイトバランスを[オート]または使用状況の 
光源にあわせて選択します。光源の詳細は P . 52 
を参照してください。 


〇陋像を更新] G 3 Q BHPl 

全体画像を更新します。ク U ックすると、現在のカメラ 
の画角で映像び取得されます。 

⑩ [ビュ ーワーで使用する] 

チェックボックス rroiTii irera 

ビューワーでプ u セットを使用する場合はチェック 
ボックスをチェックします。⑧でホームポジションを選 
択した場合はグレー表示になります。 

⑩カメラ パラメーター msiTii nrnn 

[全体画像]上のプ U セットプレビュー枠の大ささと位 
置に応じた、パン-チルト位置とズーム視野角の値び表 
示されます。 

⑩[デジタル PTZ 情報の取り込み] aaB GQQ 

現在保存されているプ U セットの設定値を取り込み、 
[全体画像]のプ U セットプレビュー枠とカメラパラ 
メーターに反映します。 

⑩[設定のプレビュー] 

編集中のカメラパラメーターの各値で、カメラアングル 
や管理者コント□-ル （ R 121) の[フォーカス]、[ス 
マートシェード補正]を合わせ、映像表示部にプレ 
ビューします。 

⑩[設定のクリア] 

選択しているプ U セットの設定を、破棄します。 

@ [設定を戻す] 

ツール画面上で設定した内容を破棄し、カメラに保をさ 
れている設定内容に戻します。 

⑩[設定を保存] 

編集したプ U セット設定値をカメラに保をします。 

プ U セット設定を行った際は、必ず[設定を保存]で力 
メラに保をしてください。 


• [ R ゲイン] [ B ゲイン] 

[ホワイト バランス] び [マニュアル] の 場合、 ゲ 
イン値をそれぞれ〇〜1023の間で設定します。 

⑩[カメラ情報の取り込み ] tsa 

現在の映像表示部でのカメラアングルや、管理者コント 
□-ル （ R 121) の [フォーカス]、[スマー トシエード 
補正]の設定を取り込み、パノラマ画面やカメラパラ 
メーターの各値に反映します。 

⑩[全体画像 ] naiil BHPl 

カメラから取得した全体画像を表示します。プ U セッ 
卜設定値を再現したプ U セットプレビュー枠（黄色：)び 
表示され、ドラッグ操作で枠のサイズ変更•移動をする 
ことでプ U セツト設定値に反映でさます。 
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プリセツ ト 設定 ツール 


プ I !セットを設定する 


プ U セットは、次の方法で設定でさます。お使いの環境ま 
たは目的に応じて選択してください。 

■ 映像表示部のカメラアングルか5設定す 
る 

1設定するプリセットを[プリセット/ホームポジション] 
選択ボックスか5選択し、[プリセット名]を入力する 


ブ化ット 


プ I 化，卜/ホームポジ'ンと/: 


プ化ヴト名(キ巧 g 數宇）： 


カホクト名（日本の； 


の它•ノトぶ回 1 


[カメラ制御権取得/解放]ボタンをクリックして、カメ 
ラの制御権を取得する 



映像表示部でカメラを操作し、設定したい位置にあわ 
せて、[簡単登録]をクリックする 


■パノラマ画面のプレビユー巧を利用し 
て、プ IJ セットを設定する GEO 


パノラマ画面のプレビこ 
定します。 


-枠を利用して、プ U セツトを設 


設定するプリセットを[プリセット/ホームポジション] 
選択ボックスか5選択し、[プリセット名]を入力する 

プ U セット名（半角英数字）は必ず入力してください。 



パノラマ画面の上に表示されたプリセットプレビュー 
枠（黄色）をドラッグして移動•変おしてプリセットを 
設定する 

パノラマ画面上をク U ックすると、その地点を中必と 
するようにプレビュー枠び移動します。 

[設定のプレビュー]をクリックする 

設定びパノラマ画面のプレビュー枠および映像表示部 
に反映されます。 



設定値を誤ってプレビューした場合など、カメラに登 
録された設定値に戻したい場合は、[設定を戻す]をク 
U ックします。 


4 [設定を保巧]をクリックする 


■ デジタル PTZ 機能を利用して設定する 

fTsiTsi irarii 

デジタル PTZ 機能を利用して、カメラび撮影可能な領域の 
一部をプ U セットとして設定できます。 

1設定するプリセットを [プリセット/ホーム ポジシヨ 
ン] 選択ボックスか！5選択し、 [プリセット 名]を入力 
する 

プ U セット名（半角英数字）は必ず入力してください。 


W 乃セット のむット遵回 ■ 


力化ブト名(キ巧 g •字）： 
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[ビューワーで使用する]チェックボックスをチェック 
する 



[全体画像]に表示されたプリセットプレビュー枠（黄 
色）の位置または大きさを変更して、プリセット位置 
を設定する 

映像上をク U ックすると、その位置を中必とするよう 
にプレビュー枠び移動します。 


■ 詳細設定を行う GEO 

カメラアングルの微調整や、映像の調整を行う場合は、プ 
U セツトの設定をカメラに保存する前に[詳細設定]をク 
U ツクして設定します。 

1[ビューワーで使用する]チェックボックスをチェック 
する 



[設定のプレビュー]をクリックする 

設定び[全体画像]のプ U セットプレビュー枠とカメ 
ラノ くラメーターに反映されます。 



設定値を誤ってプレビューした場合など、カメラに登 
録された設定値に戻したい場合は、[設定を戻す]をク 
U ックします。または、[デジタル PTZ 情報の取り込 
み]をク U ックすると、前回設定したプ U セット設定 
に戻すことびでさます。 

[設定を保存]をクリックする 


2 [カメラ情報の取り込み]をクリックする 

映像表示部でのカメラパラメーターび[詳細設定]に 
取り込まれます。 

3 映像を見なび5、カメラアングルを微調整し、フォー 
カスやスマートシェード補正などの画質を調整する 

4 [設定のプレビュ ー] をクリックする 

設定びパノラマ画面のプレビュー枠および映像表示部 
に反映されます。 

設定値を誤ってプレビューした場合など、カメラに登 
録された設定値に戻したい場合は、[設定を戻す]をク 
U ックします。 

5 [設定を保存]をクリックする 












プリセツ ト 設定 ツール 


プリセット巡回について 


すでに設定した複数のプ U セツトを巡回して監視を行う、 
プ U セツト巡回を設定します。 


■ [プリセツト巡刚タブの表示画面につい 
て 


① [プリセット巡回]選択ボックス 

プ U セット巡回を行うタイミングを次から選択します。 

[使用しない] 

プ U セット巡回は作動しません。 

[ビューワー接続中] 

VB ビューワーなどでカメラに接続しているとさに 
作動します。 

[常時] 

プ U セット巡回は常に作動します。 

② 巡回スケジュールー覧 

プ U セット巡回設定をしたプ U セットの一覧び表示さ 
れます。 

③ [上へ].[下へ] 

巡回スケジュールー覧のプ U セットを選択し、 [上へ] 
または [下へ] をク U ックすると、プ U セット巡回の順 
序を変更します。プ U セット巡回は上から順に行われま 
す。 

④ [削除] 

巡回スケジュールー覧から選択したプ U セットを削除 
します。 

⑥[プリセット]選択ボックス 

巡回スケジュールー覧に追加するプ U セットを選択し 
ます。 

⑧ [プレビュー] 

カメラのアングルび選択したプ U セツトに切り換わり、 
映像表示部で確認でさます。 


⑩ ⑩ 


國重要 

• ビュー ワーで プリセットを使用するには、 [ビューワーで 使用 
する]チェックボックスをチェックしてください。 

• カメラの設置条件を変更した場合は、プ U セット設定をし直 
してください。 

KCT1 

• [フオーカ スモード] を [マニュアル] にする場合は、映像表示 
部で実際の映像を見なびらマニュアルでフオーカスの調整を 
行います。フオーカスの調整後、[カメラ情報の取り込み]で 
設定してください。[設定を保存]でフオーカス値び保存され 
ます。 

• プ U セット設定を行った後、ブレ補正の設定を変更すると、 
設定時の画角と操作時の画角び一致しなくなります （ P . 53) 。 
ブレ補正の設定を変更した場合は、プ U セット設定を再度確 
認してください。 

• ドーム八ウジングを使用する場合は、必ずドームを装着した 
状態でプリセツト設定を行ってください。 


胃メモ 

• プリセットは最大20個まで設定でさます。 

• プ U セットの設定変更は、接続中のビューワーには反映されま 
せん。 

• [詳細設定]の[ビューワーで使用する]のチェックを外すと、 
ビューワーでプ U セットを使用しないよラにでをます。 

• Kgfl デジタルズーム領域でのプリセット位置設定はでをま 
せん。 

• fTilTil irera デジタル PTZ は、1920 X 1080サイズの映像の 
ラち、指定された部分のみを配信する機能です。映像の一部の 
みを切り出して配信するため、ネットワークの負荷び軽減され 
ます。 






" が ( PD : 
tt がの： 
止巧國(#い 


④⑧ 


① ② ③⑥⑦⑧⑨ 
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⑦ [移動速度 （ PT ) ] CEO 

パン-チルトを行う際のカメラの移動速度を[遅い]、 
[普通]、[速い]から選択します。 

⑧ [移動速度 （ Z ) ] geo 

ズームを行う際のカメラの速度を[遅い]、[速い]から 
選択します。 

⑨ [静止時間（秒）] 

プ U セット位置にカメラび停止する時間を設定します。 

ngfi 

〇〜120秒の範囲で5秒単位で設定でさます。 

fTSITil Bmg 

1〜120秒の範囲で1秒単位で設定でさます。 

⑩ [追加] 

設定したプ U セットを巡回スケジュールー覧に追加し 
よ 9 〇 

⑩ 咳哥 

巡回スケジュールー覧から選択したプ U セット間の移 
動速度や、静止時間の設定を変更でさます。 

国メモ 

• ビューワーや管理ツールなどでカメラ制御び行われていると 
さは、プ U セット巡回は行われません。 

• RM 丄 ite で制御権び取得されているとさは、プ IJ セット巡回は 
行われません。 

■ プリセット巡回を設定ずる 

1[プリセット巡回]選択ボックスか！ 5 巡回方法を選択す 
る 

[ビューワー接続中]または[常時]を選択してくださ 
い。 


I プリ它ット ブ化•ノト巧回 



2 [プリセット] 選択ボックスから、巡回スケジュールに 
加えたいプリセット番号を選択し、[追加]をクリック 
する 

巡回スケジュールー覧にプ U セツトび登録されます。 
最大20個まで登録でさます。 



3巡回スケジュールー覧でプリセットを選択してか5、 
プリセットの動作を設定する 

ngfi 

[移動速度 （ PT )]、 [移動速度 （ Z )] で、プ U セットのパ 
ン•チルト-ズームの速度を設定でさます。 


Kgfl 



[静止時間（秒)]で、プ U セット位置で静止する秒数を 
設定でさます。 

[プレビュー]をク U ックすると、カメラアングルびこ 
のプ U セットに切り換わり、映像表示部で確認でさま 
す。 

4 [変更]をクリックする 

巡回スケジュールー覧の内容を破棄し、カメラに登録 
された設定に戻したい場合は、[設定を戻す]をク U ッ 
クします。 

5 [設定を保存]をクリックする 

巡回スケジュールー覧の設定び完了したら、[設定を保 
を]をク U ックしてください。カメラに設定値び保を 
されます。 

圏重要 

プリセット巡回を使用する場合は、インテリジェント機能を使 
用しないでください。パン•チルト-ズーム-フオーカスの焦 
点び合ってから静止時間をカウントするため、静止時間び延び 
る場合びあります。 


宜メモ 

ホームポジションを巡回スケジュールー覽に追加することはでさ 
ません。 
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インテリジェント 機能設定 ツール 


被写体び動くことで映像に変化びあった場合、その時点でアップ□ード、ビューワーへの通知、音声の再生などを行うイン 
テ U ジェント機能を設定するためのツールです。 


いたずら検知 
動体検知 


持ち去り検知 


カメラ 



E メール通知配信 


ス 


人 


ネツトワーク 



録画サーバーで録画 



管理者ビューワー 
RM ビューヮー 



FTP サーバー/ 
HTTP サーバーへ 
アップ□—ド 


インテ U ジェント機能には、次の6つの検知種別びあります。目的に応じた検知種別を利用してください。 


動体巧知 

動いている物体を検知します。来訪者や不審者の検知に利用できます。 



背景映像を生成 


検知領域内に映像変化 


判定 動体検知 ON 



101 






























































置を去 D 巧知 

持ち込まれた物体び一定時間じ I 上、置かれたままであることを検知します。置さ去りにされ 
た不審物の検知に利用でさます。 

検知領域内に物体び置かれ、そのまま判定時間を経過すると、置さ去りと判定します。 



背景映像を生成 



物体び置かれて、設定時間後 
に検知開始 


検知領域内に映像変化 



判定 置さ去り検知 ON 


持ち去り巧知 

物体び持ち去られたことを検知します。貴重品などの持ち去り行為の検知に利用できます。 
検知領域内の物体び持ち去られ、そのまま判定時間を経過すると、持ち去りと判定します。 



背景映像を生成 



謹覽 られて設 


絵画（物体）びなくなったことを 


寒 


検知領域内に映像変化 


判定 持ち去り検知 ON 


いたず6巧知 

撮影び妨げられたことを検知します。カメラの向さを変えたり、スプレーなどで映像表示を 
妨害する行為の検知に利用でさます。 

設定した面積より広い領域び物体などで変化し続けると、いたずらと判定します。 



I——I——^__I__^—— f ~~ ■=!= 
背景映像を生成 映像変化 判定 いたずら検知 ON 













































































































インテリジェント 機能設定 ツール 


通週巧知 

人や動いている物体び、指定されたラインを越えたことを検知します。 
物体の検知枠上の判定位置び検知ラインを越えると、通過と判定します。 



背景映像を生成 映像変化 通過検知 


判定 


音量巧知 

音量レベルの設定に従って検知します。設定の詳細は「5章設定ページ」の[イベント] 
> [音量検知] ( P . 62) を参照してください。 


ま意 

カメラご利用上のま意事項 

インテリジェント機能は高い信頼性びホめ5れる用途には適していません。監視などで常に高い信頼性び要求され 
る用途では、使用しないことをお勧めします。インテリジェント機能の動作の結果生じた事故、損害などについ 
て、製社では一切の責任を負いかねます。 



103 









































インテリジェント機能設定ツールの表示画面について 



① 映像表示部 

現在のカメラ映像び表示されます。検知領域は半透明の 
塗りつぶし（四角または多角形）で表示され、検知ライ 
ンは半透明の線分または折れ線で表示されます。また、 
動さび検知された被写体は検知ブ□ックと検知枠で表 
示されます。 

Kgfl 

カメラのパン•チルト • ズームなどの操作は、 VB - H 41/ 
610/710ビューワーと同じです。詳しくは、「ビューワー 
の操作ち法」 （ P .128) を参照してください。 

ただし、⑩[カメラ位置を固定する]にチェックび付い 
ているとさは、カメラびプ U セット位置に固定されパ 
ン•チルト-ズーム操作はでさません。 

② [マウス操作切換]ボタン usa 

ボタンをク U ックするたびに 因と因 の間で切り換わ 
り、映像表示部でのマウス操作び変わります。 

ボタンび IQ の状態のとさ、検知領域の作成-サイズ変 
更•移動びでさます。このとさ、カメラの向さは変わり 
ません。 

ボタンび la の状態で、⑩[カメラ位置を固定する]に 
チェックび付いていないとさに、カメラのパン-チルト 
操作びでさます。 

③ [画面サイズ切換]ボタン 

ボタンをク U ックするたびに、映像表示部のスク U —ン 
サイズび「480 x 270」または「960 x 540」に切り換わ 
ります。 

④ [逆光補正]ボタン 

逆光補正の入/切をします。映像び逆光で暗いとさに使 
用すると効果びあります。 


⑥ [カメラ制御権取得/解放]ボタン 

カメラ制御権を取得/解放するためのボタンです。詳し 
くは、「カメラ制御権の取得」 （ P .130) を参照してくだ 
さい。管理者ビューワーなど他でカメラ制御権び取得さ 
れていなければ、インテ U ジェント機能設定ツールを起 
動した時点で、制御権は取得されます。 

⑧ [管理ちコント□—ル]ボタン 

管理者コント□ールパネル （ P .121) を表示します。 

@ [イベント表示] 

イベント表示パネル （ P .112) を表示します。 

⑧ [表示オプション] 

映像表示部に表示する[検知領域/検知ライン]または 
[検知結果]を次から選択します。 

• [選択中の検知設定のみ] 

[検知設定一覧]で選択している検知設定の検知領域/ 
検知ラインまたは検知結果のみ表示します。 

• [すべての検知設定] 

[検知設定一覧]のすベての検知設定の検知領域/検 
知ラインまたは検知結果を表示します。 

• [同じ検知種別の検知設定] 

[検知設定一覧]で選択している検知設定と同じ種別 
の検知設定の検知領域/検知ライン、または検知結 
果を表71^します。 

• [表示しない] 

すべての検知領域/検知ラインまたは検知結果を表 
示しません。 
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インテリジェント 機能設定 ツール 


⑨ [インテリジェント機能の再起動] 

設定中に背景の映像び変化してしまったとさや、設定ど 
おりの検知結果にならないときは、ボタンをク U ックし 
てインテ U ジェント機能を再起動してください。 

圏重要 

インテリジェント機能の再起動には数十秒かかります。再起動 
中は、検知び実行されません。 

⑩ [検知オプション設定] 

[検知オプション設定]ダイア□グ （P. 111)を表示しま 
す。照明変化の影響を軽減する設定びでさます。 

⑩[カメラ位置を固定する]チェックボックス Kgfl 

プ U セット選択ボックスで選択したプ U セットにカメ 
ラ位置を移動して固定する場合は、チェックボックスを 
チェックします。正しい検知結果を得るために、カメラ 
位置を固定して検知設定を行って < ださい。 

カメラ制御権を取得していない場合は、グレー表示にな 
ります。 

⑩カメラ位置選択ボックス GEO 

カメラを固定する位置を、可視範囲内のプ U セットおよ 
びホームポジションから選択します。プ U セットおよび 
ホームポジションは、プ U セット設定ツールで設定して 
<ださい （P. 94)。 

⑩[検知設定一覧] 

設定した検知設定の一覧び表示されます。 

〇 [追加] 

[新規検知設定]ダイア □ グび表示され、検知設定を追加 
でさます。 

⑩[削除] 

[検知設定一覧]から選択した検知設定を削除します。 

⑩[検知設定番号]、[検知種別] 

[検知設定一覧]で選択している検知設定の番号および 
検知種別を表示します。 

⑩にの検知設定を有効にする]チェックボックス 

[検知設定一覧]で選択している検知設定を有効にする 
場合は、チェックボックスをチェックします。 

⑩[検知条件]タブ/ [イベント]タブ 

検知条件タブとイベントタブの表示を切り換えます。 


⑩[設定を戻す] 

ツール画面上で設定した内容を破棄し、カメラに保をさ 
れている設定内容に戻します。 

@ [設定を保存] 

編集した検知設定をカメラに保をします。 

検知設定を行った際は、必ず[設定を保を]でカメラに 
保存してください。 


インテリジェント機能設定の流れ 

インテ U ジェント機能は次の手順で設定します。設定ち法 
の詳細については、各参照ページをご覧ください。 

國重要 

msiTii Brnn プリセット設定ツールで設定したプリセット 
は、インテリジェント機能の設定には使用でさません。 


■ カメラ位置の設定 GEn 

1プリセット設定ツールで、カメラのアングルをプリ 
セット登録してお< 

プ U セット設定ち法の詳細については、「プ U セット設 
定ツール」 （P. 94) をご覧ください。 

圏重要 

あらかじめカメラのアングルをプ U セット設定しておを、イン 
テリジェント機能設定ツールでカメラをプリセット位置に固定 
することを強く推奨します。また、対象となる物体び大さく撮 
影される画角をお勧めします。 


2インテリジェント機能設定ツールを起動する 
3 [はい]をク U ツクする 



インテ U ジェント機能設定ツールの[カメラ位置を固 
定する]びチェックされます。 

[いいえ]をク U ックしたときは、カメラ制御権を取得 
し、[カメラ位置を固定する]をチェックします。 


[検知条件] 

検知設定名、検知領域/検知ライン、検知条件を指 
定します (P. 1〇 7 )。 

[イベント] 

イベント発生時の動作を指定します (P. 107)。 


□ カタ引 ft ■を团ちする 


4 


プリセツトを選択する 
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■インテリジェント機能の設定 

1検知設定を追加する 

[検知設定一覧]の[追加]をク U ックすると、[新規検 
知設定]ダイア□グび表示されますので、追加する検 
知設定の[検知設定番号]と[検知種別]を設定して 
[0K] をク U ックします。 

最大15種類の検知設定を登録でさます。 

^ — 

巧が读巧 I ▼-= \ 2 ) 

0 K I キヤン C ル ■ 


① [検知設定番号] 

設定する検知領域の検知設定番号を1〜15から指定 
しよ9 〇 

② [検知種別] 

[動体検知]、[置さ去り検知]、[持ち去り検知]、[いたず 
ら検知]、[通過検知]から、目的に合った検知種別を選 
択します。種別の詳細は P. 101を参照してください。 

2検知設定を有効にする 

検知設定を有効にする場合、[この検知設定を有効にす 
る]をチェックします。 

無効にしたいときはチェックを外してください。 



3 検知条件を設定する（[検知条件]タブ P . 107) 

映像表示部で操作、確認しなびら、検知条件を設定し 
ます。 

4被写体の変化を検知したときの動作を設定する（[イ 
ベント]タブ P . 107) 

検知時のメール通報、映像記録、音声再生を設定しま 
す。 

5検知設定をカメラに保存する 

[設定を保を]をク U ックして、設定した内容をカメラ 
に保をします。 

0検知結果を確認する 

設定した検知設定の検知状況は、イベント表示パネル 
のアイコンで確認でさます （P .142) 。 


圏重要 

インテリジェント機能設定-運用上のま意 

• インテリジェント機能を設定するにあたっては、実際に検知 
テストを行い、正しく検知でをるか確認してください。 

• 画面全体に急激な明暗の変化び発生した場合、最長5分間、意 
図通りに検知されないことびあります。 

• [デイナイト]の設定び[才ート]の場合は、[デイモード]/ [ナ 
イトモード]の自動切り換えび行われたときに[インテリジェ 
ント機能の再起動中です。しばらくお待ちくださし、 ] と表示さ 
れ、インテリジェント機能び再起動します。再起動中は検知 
び実行されません。 

• インテリジェント機能の設定中や動作中にカメラ操作をした 
場合は、[インテリジェント機能の再起動中です。しばらくお 
待ちください。 ] と表示され、インテリジェント機能び再起動 
します。再起動中は検知び実行されません。 

ngfi 

• カメラ操作で画角を変更した場合や、カメラ位置に固定して 
いるプリセツトやホームポジションをプリセツト設定ツール 
で変更した場合は、インテリジェント機能設定を見直してく 
ださい。 

苦手被写な 

• 背景との、明るさや色の違いびかない物体および部分は、検 
知されない場合びあります。 

• 画面上の小さな物体や変化は、検知されない場合びあります。 

• 画面全体や一部の明るさの変化び、検知される場合びありま 
す。 

• 複数の物体び重なると、検知状態び変化する場合びあります。 
特に、通過び検知でさなかったり、検知のタイ三ングび異な 
る場合びあります。 
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インテ IJ ジェント機能の巧な!設定をする 


■ 巧知祭件を設定する （ [巧知祭件]タブ） 

検知条件を映像表示部で操作、確認しなびら設定します。 

[検知条件]タブ（通過検知 m 外） 


巧 tt を番を：1 
植巧出 H ; n 体巧 

田この tt 巧 R ををみれける 


■ #巧条件 



[検知条件]タブ（通過検知） 



映像表示部 


検知領域 



[クリア] 

[領域の形状]び[多角形]の場合、映像表示部に設定し 
た検知領域を削除します。 


③ 棒示色] 

検知設定の色を選択します。ここで選択した色は、映像 
表示部の検知領域/検知ラインの表示色になります。 

④ [物体の大きさ （％) ] [変化割合 （％) ] [判定時間 （秒）] 

設定した検知領域に対する、検知した大ささや変化の割 
合、判定時間の下限値を設定します。ここで設定した値 
を超えたとさ、検知あり状態となります。 

テキストボックスをク U ックして数値を直接入力する 
か、スライダーで設定します。 

設定ち法の詳細は「検知種別ごとの検知条件を設定する」 
( P .109) を参照してください。 

⑥ [検知ラインのクリア] 

映像表示部に設定した検知ラインを削除します。 


⑧ [通過方向] 

動体の検知ライン I こ対する通過方向を選択します。 

⑦ [判定位置] 

動体び検知ラインを通過する際、動体のどの位置で通過 
と判定するかを選択します。 

圏重要 

検知条件の設定は、でさる限り実際の運用に近い状態で設定す 
ることをお勧めします。通過検知で巧象とする被写体の検知枠 
び継続して表示されていることを、事前の検知テストで確認し 
てご使用ください。 


■ イベント時の動作を設定する 
( [イベント]タブ） 

被写体の変化を検知したとさの動作を設定します。 


① [検知設定名（半角英数字リ/ [検知設定名（日本語)] 

検知設定名を64文字！; I 内で入力します。半角英数字の 
検知設定名は必ず入力してください。 

[検知設定名（半角英数字）]には ASCII 文字（スペース 
または印字可能文字）び使用でさます。 

[検知設定名（日本語）]には J に X 0208-1990 に含まれ 
る文字び使用でさます。 

② [領域のお状] 

映像表示部で設定する検知領域の形状を、[四角形]か 
[多角形]から選択します。 

検知領域の設定操作については、「検知領域を設定する」 
( P .108) を参照してください。 


[イベント]タブ 


•巧なち： 2 

な巧 M ; • iAtt 巧 

田こ W 巧 tt まを有みびる 











































































① 動作のタイミングの指定（複数指定可能） 

[ON イベント時の動作]チェックボックス 

チェックすると、検知ありの状態になったとき、 

②[メール通報]、[映像記録]の設定に従った処理を行 
います。 

[OFF イベント時の動作]チェックボックス 

チェックすると、検知ありの状態び終了したとさ、 

②[メール通報]、[映像記録]の設定に従った処理を行 
います。 

[検知あり状態時の動作]チェックボックス 

チェックすると、検知ありの状態の続く間、②[メール 
通報]、[映像記録]の設定に従った処理を行います。 

② イベント時の動作の指定（複数指定可能） 

[メール通報]チェックボックス 

チェックすると、①で指定したタイミングでメール通報 
を行います。あらかじめ、設定ページの [アップ □ー ド] 
で、[メール通報]の設定をする必要びあります （ P . 59)。 

[映像記録]チェックボックス 

チェックすると、①で指定したタイミングで映像記録を 
行います。あらかじめ、設定ぺージの[イベント]で[映 
像記録動作]を設定する必要びあります （ P . 62)。 

③ 音芦再生のタイ S ングの指定 

[ON イベント時の音芦再生]チェックボックス 

チェックすると、検知ありの状態になったとき、④[再 
生音名]で設定した音声を再生します。 

[OFF イベント時の音芦再生]チェックボックス 

チェックすると、検知ありの状態び終了したとさ、 

④[再生音名]で設定した音声を再生します。 

④ 再生音の設定 
[再生音名] 

再生する音声を選択します。設定ページの[イベント] 
で、[再生音ファイル登録]を設定した再生音名びプルダ 
ウン U ストに表示されます （ P . 64) 。 

障量] 

再生音の音量を1〜100の範囲で設定します。 

⑥ 外部デバイス出力の動作 

[ON イベント時の外部デバイス出力]チェックボックス 

ON イベント時の外部デバイス出力を有効にするとき 
にチェックを入れ、出力先（出力1または 2) と動作（ア 
クティブまたはイン アクティブ） を選択します。 


[OFF イベント時のが部デバイス出力]チェックボック 
ス 

OFF イベント時の外部デバイス出力を有効にするとき 
にチェックを入れ、出力先（出力1または 2) と動作（ア 
クティブまたはインアクティブ）を選択します。 

■ 巧知領域を設定する 


検知領域は、映像表示部で設定します。 



[四角お]で検知領域を設定する場合 

映像表示部にデフオルトで四角形び表示されるので、その 
四角形を移動、 U サイズして、検知する領域を設定します。 



[多角お]で検知領域を設定する場合 

最大32頂点の多角形の領域を指定でさます。 

映像表示部で多角形の頂点を順番にク U ックします。すで 
に設定した頂点をもう一度ク U ックすると多角形び作成 
され、検知領域として設定されます。設定した領域をド 
ラッグして移動ちでさます。 



国メモ 

• 各頂点の■をドラッグすると多角形の形状を変更でをます。 

• [クリア]をクリックすると、多角形の検知領域はクリアされます。 
• いたずら検知の検知領域は変更でさません。 

[四角お]か！5 [多角お]への変更、および[多角お]か5 [四 
角お]への変更 

すでに検知領域を設定していた場合、形状を変更すると領 
域び削除され、新しい描画設定に切り換わります。 
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■ 巧知ラインを設定する 

映像表示部で検知ラインを設定します。最大32頂点の折れ 
線による検知ラインの指定もできます。 

映像表示部で検知ラインの始点をク U ックしてから終端 
をクリックします。検知ラインを折れ線にするには、折れ 
線の頂点を順番にク U ックします。 

検知ラインを確定するには、すでに設定したいずれかの頂 
点をク U ックします。 

検知ラインを確定した後でも、各頂点をドラッグして検知 
ラインの形状を変更したり、頂点間のラインをドラッグし 
て検知ライン全体を移動でさます。 



国メモ 

• 各頂点の■をドラッグすると検知ラインの形状を変更でさま 
す。 

• [検知ラインのクリア]をク U ックすると、検知ラインはクリア 
されます。 


■ 巧知種別ごとの巧知祭件を設定する 


検知種別によって、検知条件の設定内容び異なります。 

[動体巧知]の巧知を件 

動いている物体を検知したい領域を、検知領域に設定しま 
す。 



[物体の大ささ（％)]には、検知領域に対する、検知領域内 
で動く物体の大ささの割合を、入力またはスライダーで設 
定します。 

カメラび動体を検知した領域の割合び、[物体の大ささ(％)] 
の設定値を超えたとさ、検知あり状態になります。 

[物体の大ささ（％) ] を変更すると、物体の大ささを表すイ 
ンジケーター枠び、映像表示部中央に1秒間表示されるの 
で、大ささの割合を確認しなびら設定でさます。 



動きび検出されたすベての物体には輪郭び表示されます。 
[物体の大ささ（％) ] より動体びルさい場合、輪郭は白の線 
で表示されます。[物体の大ささ（％) ] より大さい動体の場 
合は、輪郭び検知領域と同じ色で表示され、「検知あり」状 
態であることを表します。 



動体検知された 
物体の輪郭 


[置を去り巧知]の巧知を件 

物体び置かれたことを検知したい領域を、検知領域に設定 


します。 



[物体の大ささ（％) ] 

検知領域に対する、検知領域内に置かれた物体の大ささの 
割合を、入力またはスライダーで設定します。 

[物体の大ささ（％) ] を変更すると、物体の大ささを表すイ 
ンジケーター枠び、映像表示部中央に1秒間表示されるの 
で、大ささの割合を確認しなびら設定でさます。 

[判定時間（秒 ）I 

物体び置かれてからの経過時間を設定します。 


[物体の大ささド/。）]と[判定時間（秒)]の設定値を両方超 
えたとさ、検知あり状態になります。 



物体の大ささの 
インジケーター 


検知領域 


動きび検出されたすベての物体には輪郭び表示されます。 
[物体の大ささ（％) ] と[判定時間（秒）]を満たさない場合、 
輪郭は白の線で表示されます。すべての検知条件を満たし 
た場合、輪郭は検知領域と同じ色で表示され、「検知あり」 
状態であることを表します。 










































置さ去り検知された 
物体の輪郭 


[持ち去り巧知]の巧知を件 

持ち去りを検知したい物体を検知領域に設定します。 



[判定時間（秒）]には、持ち去られてからの経過時間を設 
定します。検知領域内の物体び持ち去られ、[判定時間 
(秒）]！;(上経過したとき、検知あり状態になります。 


[変化割合（％) ] を変更すると、妨げられる面積を表すイン 
ジケーター枠び、映像表示部中央に1秒間表示されるので、 
映像表示部全体に占める割合を確認しなびら設定でさま 
す。 



動きび検出されたすベての物体には輪郭び表示されます。 
[変化割合ド/。）]未満の大ささの場合、輪郭は白の線で表示 
されます。[変化割合（％) ] 1；(上の大ささで映像び変化す 
ると、輪郭び検知領域と同じ色で表示され、「検知あり」状 
態であることを表します。 



持ち去りを検知する物体 



いたずら検知された 
物体の輪郭 


動さび検出されたすベての物体には輪郭び表示されます。 
[判定時間（秒）]未満の間、輪郭は白の線で表示されます。 
[判定時間（秒）](上経過すると、輪郭び検知領域と同じ 
色で表示され、「検知あり」状態であることを表します。 



持ち去り検知された 
物体の輪郭 


國重要 

持ち去り検知の検知領域は、対象物の外形におって正確に設定 
してください。対象物の影や隣接する物体の影響で、対象物び 
実際より大さな物体として認識され、持ち去りを検知でさない 
場合びあります。その場合は、対象物と認識された輪郭におっ 
て、検知領域を再設定してください。 


国メモ 

いたずら検知び設定された検知設定では、変化割合を変更した直 
後、および他の検知設定からいたずら検知び設定された検知設定 
に切り換えた直後の3秒間は検知あり状態になりません。 

阳過巧知]の燃腺件 

動体び通過する検知ラインを、その通過するち向と物体の 
判定位置で設定します。 


ホ示も: 

口 

0 

U 方向： 

0 

〇 ^― ► 

@ 


冉定化 ■: 


•a 

• m 

0>J| 



A # の大がが； 



H *: の 


[いたず6巧知]の巧知を件 

[いたずら検知]の場合は映像表示部全体び検知領域にな 
ります。[変化割合（％) ] で設定した割合を超える面積の 
映像び妨げられたとさに「検知あり」と判定します。 



[通過方向] 

検知ラインに対して動体び通過するち向を選択します。選 
択した通過ち向と同じち向で動体び検知ラインを越えた 
ときに、「通過した」と検知されます。 

選択した通過ち向は、映像表示部の検知ライン上にプレ 
ビュー表示されます。 

[判定位置] 

検知ラインに対する動体の通過判定位置を選択します。こ 
こで選択した判定位置び検知ラインを越えたとさに、「通 
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過した」と検知されます。映像表示部で検知枠に判定位置 
を示す十字マークび表示されます。 



[検知領域/検知ラインをク U ア] 

設定中の検知設定の検知領域/検知ラインをク U アしま 
す。いたずら検知ではク U アでさません。 

[検知条件の設定値をコピー] 

設定中の検知設定の検知条件をコピーします。 

[検知条件の設定値を貼り付け] 

コピーされている検知条件を、設定中の検知設定に貼り付 
けます。コピー元と貼り付け先の検知種別び同一の場合の 
み可能です。 


[物体の大きさ(%)] 

画面全体に対する、動体の大ささの割合を、入力またはス 
ライダーで指定します。 

動体び、[物体の大ささ(％)]の設定値を超えたとさ、通過 
検知対象となります。 

[物体の大ささ(%)]を変更すると、物体の大ささを表すイ 
ンジケーター枠び、映像表示部中央に1秒間表示されるの 
で、大ささの割合を確認しなびら設定でさます。 



物体の大ささの 
インジケーター 


圏重要 

通過検知で対象とする被写体の検知枠び継続して表示されてい 
ることを、事前の検知テストで確認してご使用ください。 


国メモ 

• 通過検知では、[物体の大ささ(%)]で指定でさる割合は30%ま 
でです。 


• 通過検知イベントび通知されるのは、通過の瞬間だけです。イ 
ベント時の動作を設定する際にま意してください。 

■ちクリックメニューでの設定 

インテ U ジェント機能設定ツールの画面上でちク U ック 
するとメニューび表示され、次の機能び使用できます。 


[イベントの設定値をコピー] 

設定中の検知設定のイベント内容をコピーします。 

[イベントの設定値を貼り付け] 

コピーされているイベント内容を、設定中の検知設定に貼 
り付けます。 


■ 照明変化の影響を軽減する 

室内照明の点打-消打など、画面全体の照明び急激に変化 
する場合、インテ U ジェント機能び働かないことびありま 
す。検知オプションの設定を変更することで、この現象を 
軽減でさることびあります。 

1[検知オプションの設定]をクリックする 


2 [照明変化の影響を軽減する]をチェックする 



3 [設定を保存する]をクリックする 


圏重要 

[照明変化の影響を軽減する]を設定しても、ご使用の環境に 
よっては正しく働かないことびあります。また急激な明暗の変 
化び連続する場合ち同様です。実際に検知テストを行い、正し 
く働くかご確認ください。 


[検知領域/検知ラインをコピー] 

設定中の検知設定の検知領域/検知ラインをコピーしま 
す。 

[検知領域/検知ラインを貼り付け] 

コピーされている検知領域/検知ラインを、設定中の検知 
設定に貼り付けます。いたずら検知には貼り付けられませ 
ん。検知ラインはコピー元と貼り付け先びどちらも通過検 
知の場合のみ可能です。 


国メモ 

[検知オプションの設定]を変更した場合、インテリジェント機能 
は再起動されるため、再起動び完了するまでの数十秒間は検知び 
実行されません。 






























■ イベントのが態を表示する 

[イベント表示]ボタンをク U ックすると、イベント表示パ 
ネルび表示され、インテ U ジェント機能の検知状況をアイ 
コンで確認でさます。 



表示される情報は、管理者ビューワーのイベント表示パネ 
ルの[インテ U ジェント機能（映像検知)]と同じです。詳 
しくは「イベントの状態を表示する」 （ P .142) を参照して 
<ださい。 

国メモ 

検知設定をカメラに保存していない場合、現在選択中の検知設定 
についてのみ検知状況び表示されます。 
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□グビューワー 


力 メラの動作状況の□グを閲覧でさるツー>1レです。 


□グビューワーの表巧画面について 



① [ダウン□—ド] 

カメラ本体または SD メモ U —力ードから□グファイル 
をダウン□ー ドします。 

② [再読み込み] 

表示中の□グファイルを再度読み込み、最新の□グを表 
7 J \ しよ9 〇 

③ [前のファイル] 

本体メモ U —または SD メモ U —力ードの□グファイル 
び複数に分かれている場合、表示中の□グー覧の前の 
ファイルを読み込み、表示します。 

④ [次のファイル] 

カメラ本体または SD メモ U —力ードの□グファイルび 
複数ある場合、表示中の□グー覧の次のファイルを読み 
込が、表 7 J \ します。 

⑥[□一カルファイルを開く] 

PC に保をされている□グファイルを□グ表示領域に読 
み込みます。 

⑧[□—カルファイルに保存] 

表示中の□グデータを PC にテキストフアイルで保存し 
ます。 


カメラ内蔵メモ U —の場合：カメラ（本体メモ U —） 
SD メモ U - 力ードの場合：カメラ （ SD 力ード） 

PC に保をされているファイルの場合：ファイル名 

⑧ [コピ ー] 

□グ表示領域上で選択した□グを、ク U ップボードにコ 
ピーします。 

⑨ [すべて選択] 

□グ表示領域に表示されているすべての□グを選択し 

On 9 〇 

⑩ [すべての□グを表示する]チェックボックス 

チェックすると、□グコードびないちのも含めたすべて 
の□グび表示されます。 

⑩□グ表示領域 

カメラ、 SD メモ U —カード、または PC から読み込ん 
だ□グファイルの内容び表示されます。 

⑩[□グ種別] 

フイ J レター機能で表示する □ グの種別を選択します。 
[指定しない]: 

□グの種類を指定しません。 


⑦[読み込み元] 

□グファイルの読み込み元の名称び表示されます。 













































[種別を指定する]: 

□グのレベル （ [エラー]、[警告]、[情報])、および、 
□グを出力したモジュール（[アプ U ケーシヨン]、 
[ HTTP ヴーバー]、[システム])をチェックして□グの 
種別を指定します。複数チェックでさます。 

[コードを指定する]: 

入力した□グコードに該当する□グび表示されます。 

⑩ [日時] 

フィ j レター機能で表示する □ グの曰時を設定します。 
[開始曰時を指定する]/ [終了曰時を指定する]チェック 
ボックスをチェックし、日時を設定してください。 

® [フィルターの適用] 

フィルターを適用した結果を□グ表示領域に表示しま 
す。 

⑩ [検索する文字列] 

検索する文字列を入力します。 

⑩ [大文字と小文字を区別する]チェックボックス 

検索時に大文字とル文字を区別するかどうかを指定し 
ます。チェックすると、[検索する文字列]と完全に一致 
する文字列を検索します。 

⑩ [前へ]/ [次へ] 

⑩[検索]の検索結果から、[次へ]で下へ選択表示し、 
[前へ]で上へ選択表示します。 

⑩[検詞 

表示中の □ グー覧から、検索文字列を含む □ グを上から 
検索し、表示します。 

国メモ 

□グビューワーでは□グの削除はでさません。 


□グファイルをダウン□ー ドする 

□グビューワーを起動すると、自動的に最新の□グファイ 
ルを取得し、表示します。 

新たに□グファイルの一覧を取得するには、[ダウン□一 
ド]をク U ックします。[ダウン□ー ド]ダイア□グび表示 
されますので、ダウン□ー ド元を[本体メモ U — ]または 
[ SD 力ード]から選択します。 

一覧の取得び完了すると、□グファイルの一覧をダイア □ 
グに表示します。閲覧したい□グファイルを選択し、[ダウ 
ン□ー ド]をク U ックすると、選択した□グファイルをダ 
ウン□ー ドします。 



□グを閲覧する 


□グには次の内容び表示されます。 

• コード 

□グコードび表示されます。□グコードは「□グメッ 
セージー覧」 （ P .154) を参照してください。 

□グコードととわに、そのレベルに応じた3種類のアイ 
コンび表示されます。 

また、□グコードなしの□グは、アイコンなしで表示さ 
れます。 

□I エラーレベル rri 警告レベル 


情報レベル 


•曰時 

□グの発生曰時び表示されます。 

• メッセージ 

□グのメッセージび表示されます。 
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□グビューワー 


■ □グをファイルに巧を/巧巧したファイ 
ルを開< 

巧巧のしかた 

[□一カルファイルに保を]をク U ックし、[名前を付けて 
保を]ダイア□グで保をします。 

閲貴のしかた 

[□一カ ルファイルを開く]をク U ックし、 [ファイルを 開 
く]ダイア□グで□グファイルを選択します。 

■ ログのコピーや巧索 

コピーのしかた 

コピーしたい□グをク U ックで選択し、[コピ ー] をク U ッ 
クします。 

検索のしかた 

[検索する文宇列]に検索したい文宇列を入力し、[検詞を 
ク U ックします。 

検索対象の□グび見つかると、その□グび選択された状態 
で表示されます。 

[前へ]/[次へ]をク U ックすると、上または下の□グを検 
索し、見つかった□グの行び選択された状態で表示されま 
す。 



■ ずべての□グを表示ずる 

[すべての□グを表示する]チェックボックスをチェック 
します。 

このとさ、 [フィ ルター]の□グ種別で[指定しない]び選択 
されていると、□グコードなしの□グち表示されます。 


■ 祭件でログを選別して表示する 

□グの種別、コード、曰時でフィルタ U ングし、必要な情 
報だけを表示でさます。 

次の条件を設定して [フィ ルターの適用]をク U ツクする 
と、設定した条件に合致する□グのみ表示されます。 



[□グ種別] 

□グの種別でフィルタ U ングする場合は[種別を指定する] 
または[コードを指定する]をチェックします。また、フィ 
ルタ U ングしない場合は[指定しない]を選択します。 

• 種別を指定する 

□グのレベルを指定 

[エラー]、[警告]、[情報]のレベルで、表示させるレべ 
ルをチェックします。 

□グを出力したモジュールを指定 

[アプリケーション]、 [HTTP サーバー]、[システム] の 
モジュールで、表示させる出力元モジュールをチェック 
しふ9 〇 

• コードを指定する 

□グのコードを指定します。入力された文字を含むコー 
ドの□グのみを表示します。たとえば、 「 A 0」 と入力し 
た場合、コードの先頭び 「 A 0」 の□グを表示します。 

[日時] 

• [開始曰時を指定する] 

チェックし、日時を入力すると、指定された日時じ I 降に 
発生した□グび表示されます。 


• [終了曰時を指定する] 

チェックし、日時を入力すると、指定された日時じ(前に 
発生した□グび表示されます。 
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圏重要 

本体メモリーに保存されている□グは、設定ページの[メンテナ 
ンス]>[初期設定に戻す]および[再起動]、カメラのリセット 
スイッチを実行すると、消去されます。 


国メモ 

[アプ U ケーシヨン]、 [HTTP サーバー]、[システム]は□グメッ 
セージー覧 （P.154) に対応しています。 
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① [映像一覧の更新] 

映像一覧を最新の状態に更新します。 

② [ダウン□—ド状態の更新] 

映像のダウン□ー ド状態を最新の状態に更新します。 

③ [SD カードの詳細情報] 

SD メモ U —力ードの詳細情報ダイア□グを表示しま 
す。 

④ [映像数] 

映像一覧に表示されている件数を表示します。 

⑥ [すべて選択] 

映像一覧のすべての映像を選択状態にします。 

⑧ [mov お式にエクスポート] 

映像一覧で選択された[ダウン□ー ド済み]の JPEG 映 
像を、 mov 形式の動画ファイルにエクスポートします。 

⑦ 映像一覧 

SD メモ U —カードに録画されている映像、および PC 
にダウン□ー ドされた映像び一覧表示されます。 

⑧ [カメラか！ 5 削除] 

映像一覧で選択された映像を SD メモ U —力ードから削 
除します。 


⑨ [ダウン□—ド] 

映像一覧で選択された映像を PC にダウン□ー ドしま 
す。 

⑩ [ダウン□—ド巧] 

映像のダウン□ー ド先のフォルダを指定します。 

⑩ [フイルター] 

[フイルター] をク U ツクし、 フイルター 部を開閉しま 
す。映像一覧の表示内容を、条件を指定して絞り込みま 

す （ P . 118)。 

⑩ [映像再生]エリア 

映像一覧で選択された映像を再生します （ P . 119)。 


録画映像ユーティリテイ 


SD メモ U —カードに録画された映像を管理するユーテイ U テイです。録画映像の再生、 PC へのダウン□ー ド、録画一覧の 
表示およびフィルタ U ングなどびでさます。 


録画映像ユーテイリテイの表巧画面について 


105959 JPEQ 
13:5059 K264 


，■が- 0^4 

錄■日時： 2012/04/201な19:38 


»実巧 n 〇等 nn 


iDino 


mmmm ： 

〇推をレ&い 
♦指をする 

■ ツッブ 0- ド 


タウ:/〇-卜ぶ•： 

〇推定 UUI 
♦ It をする 

■タウ:/ □- ド巧み 
■朱タウ:/ 0- ド 
■ -部ダウンロー巧!み 



•y 祕曲 '. y—Jb 




② 一 Si 


① 



④⑥ ⑧⑦⑧⑨⑩ 
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録画された映像を確認する 



映像一覧には次の内容び表示されます。 

[日時] 

映像の録画曰と時間帯び表示されます。 


[映像 フ オーマット] 

録画された映像のフオーマット ([ JPEG ] または [ H .264]) 
び表示されます。 


[録画種別] 

録画された映像の種別 （[アップ□ー ド]、 [録画スト U — 
ム]、[手動]、[タイマー]、[イベント])び表示されます。 

[カメラ内の映像] 

SD メモ U —力ードに映像び残っているかどうかび表示さ 
れます。映像のダウン□ー ド後に 、 SD メモ U —カードか 
ら映像を削除した場合、この表示は[無]になります。 

[ダウン□—ド状態] 

映像のダウン□-ド状態（[ダウン□-ド済み]、[未ダウン 
□-ド]、[-部ダウン□-ド済み])び表示されます。 

国メモ 

各カラムのヘッダをクリックすると、映像一覽びソートされます。 


■ 最新のが態に更新する 



[映像一覧の更新]をク U ックすると、その時点での映像一 
覧に更新されます。 

[ダウン□ー ド状態の更新]をク U ックすると、映像一覧の 
ダウン□ー ド状態の表示びその時点での最新の状態に要 
新されます。 

映像を選択ずる 

選択する映像をク U ックします。 Ctrl キーや Shift キーの併 
用で複数の映像を選択でさます。 



[すべて選択]ボタンをク U ックすると、一覧のすべての映 
像び選択されます。 


映像を絞り込む 


[フィルター]で、 映像一覧の表示を必要な映像だけに絞り 
込むことびでさます。 

次の条件を指定して [フィ ルターの適用]をク U ツクする 
と、設定した条件に合致する映像のみ表示されます。 



カタラ巧の M : 

〇衛ぞレ&い 

•お 
参無 

ダウ:/〇-卜ぶ•： 

〇街をレ&い 
•謝をする 

■タウ:/ 0- ド濟み 
B がか 0- ド 
■ —•タウ:/ 0— ド巧み 


[日時] 

• [開始日時を指定する] 

チェックし、日時を入力すると、指定された日時じ(降に 
録画された映像び表示されます。 

• [終了曰時を指定する] 

チェックし、日時を入力すると、指定された日時じ(前に 
録画された映像び表示されます。 


[映像 フ オーマット] 

[指定する]を選択し、映像フォーマットのチェックボック 
ス ([ JPEG ] または [ H .264]) をチェックします（複数選択 
可能)。 

[録画種別] 

[指定する]を選択し、映像の録画種別のチェックボックス 
([アップ □-ド]、[録画スト U - ム]、[手動]、[タイマー]、 
[イベント])をチてックします（複数選択可能)。 

[カメラ内の映像] 

[指定しない]、[有]、[無]から選択します。 

[ダウン□—ドが態] 

[指定する]を選択し、映像のダウン□ー ド状態のチェック 
ボックス（[ダウン□-ド済み]、[未ダウン□-ド]、[-部 
ダウン□ー ド済み])をチェックします（複数選択可能)。 
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録画映像ユーテイリテイ 


映像をダウン□ードする 


SD メモ U —力ードに録画された映像を PC にダウン 
□ー ドします。 

1[ダウン□—ド巧]に、映像をダウン□—ドするフオル 
ダを指定する 

[参照]をク U ックしてフオルダを指定でさます。 

2映像一覧で、ダウン□ードする映像を選択する 


3 [ダウン□—ド]をクリックする 

指定したフォルダに映像びダウン□ー ドされます。 

国重要 

録画映像ユーティ U ティは、 PC にダウン□ー ドしたファイル 
と SD メモ U —力ードの元の映像の両方を管理対象とするた 
め、 PC にダウン□ー ドしたファイルを手動で削除すると映像 
一賣に正しく反映されません。この場合、[ダウン□ー ド状態の 
更新]をク U ックして、 PC へのダウン□ー ド状態を最新の状態 
に更新する必要びあります。 


胃メモ 

ダウン□ー ド先を変更すると、変更前のダウン□ー ド先にあった 
ファイルのダウン□ー ド状態び「未ダウン□ー ド」になります。 
変更前のダウン□ー ド先にあるファイルを手動で変更後のダウン 
□ー ド先のフォルダにコピーすると、ダウン□ー ド状態び「ダウ 
ン□ー ド済み」になります。 

ダウン□-ド先として指定したフォルダには、カメラの IP アドレ 
スと同じ名前のフォルダ（たとえば [192.168.100.1]) び自動的 
に作成され、ダウン□ードした映像び保存されます。いったん録 
画映像ユーティリティを終了してから、エクスプ□ーラーなどで 
変更前と変更後の各フォルダを参照し、カメラの IP アドレスと同 
じ名前のフォルダの内容をコピーしてください。 

コピー後、再度録画映像ユーティ U ティを起動し、[ダウン□ー ド 
状態の更新]をク U ックすると、手動でコピーしたファイルび映 
像一賣に表示されます。 

ダウン□ー ド先のフォルダの構成とファイルの命名ルールについ 
ては、付録の「録画映像ユーティ U ティでダウン□ー ドしたデー 
夕のデイレクトリ構造」 （ P .147) を参照してください。 


再生可能な動画ファイルにェクスポー 
卜する 


SD メモ U —力ードから PC にダウン□ー ドした映像は、 
PC で再生可能な動画ファイルにエクスポートでさます。 

1映像一覧で、エクスポートする映像を選択する 

エクスポートでさるのは、映像一覧の[ダウン□ー ド 
状態]び[ダウン□ー ド済み]の映像です。 


2 [ mov お式にエクスポート]をクリックする 

[フオルダーの参照]ダイア□グび表示されます。 

3エクスポート巧のフオルダを選択し、 [ OK ] をクリッ 

クする。 

映像びエクスポートされます。 

国メモ 

• エクスポートした動画ファイルは 、 QuickTime 7.7 や 
Windows Media Player 11/12で再生できます 。 Windows 7 
じ(外の OS では、 QuickTime を使用してくださし)。ただし、こ 
れらのソフトウエアを用いた場合の再生動作の保証はしてい 
ません。 

• 記録途中で録画映像サイズび変更された JPEG の録画映像を 
mov ファイルにエクスポートした場合 、 Windows Media 
Player では再生できません。 QuickTime で再生可能です。 


映像を再生する 


映像一覧で選択した映像は、[映像再生]エ U ァで再生でさ 
ます。 

選択した映像フオーマツトによって、[映像再生]ェ U アの 
表示と操作び異なります。 


■ JPEG の場合 



[録画日時] 

表示中の映像フレームの撮影日時び表示されます。 

[再生フレーム番号] 

表示中の映像のフレーム番号と総フレーム数び表示され 
ます。 

[再生間隔] 

• [実時間] 

JPEG 映像を、記録時間に合わせた実時間間隔で再生 
します。空さフレームは直前の JPEG 映像び表示されま 
す。 



119 











• [等間隔] 

JPEG 映像を1秒間隔で再生します。 

国メモ 

• [実時間]は、ダウン□ー ド済みの映像の再生時のみ選択できま 
す。 

• [未ダウン□-ド]または[一部ダウン□-ド済み]の JPEG 映像 
は、撮影した順番通りに再生されないことびあります。 

スライダー/再生コント□—ル 



スライダーをドラッグして再生位置を変更でさます。 
また、次のボタンで再生を操作でさます。 


ボタン 

説明 



先頭 フレームに 移動 

训 


前の フレームに 移動 



早戻し 

► 


再生 



一時停止 

►► 


早送り 

!!► 


次の フレームに 移動 



末尾 フレームに 移動 


[再生フレームを保存] 

再生中の映像フレームを別ファイルとして保存でさます。 


■ H .264 の場を 



PC にダウン□ー ド済みの H .264 形式の映像は、外部プ 
レーヤーで再生でさます。 

[映像ファイル数] 

映像を構成するファイル数び表示されます。 

[が部プレーヤーで再生] 

外部プレーヤー (Windows Media Player など）を起動 

し、選択した映像を再生します。 


国メモ 

• mov 形式のファイルサイズび1 MB 1；(上になるときは、複数の 
ファイルに分割されます。 

• 複数の mov ファイルに分割された録画映働ま、先頭の1ファイ 
ル（数秒）のみび再生されます。 

[映像フォルダーを開く] 

選択した映像び保存されているフォルダを開さます。フォ 

ルダの動画ファイルをダブルク U ックして映像を再生で 

さます。 

国メモ 

• エクスポートした動画ファイルは、 QuickTime 7.7 や 
Windows Media Player 11/12で再生できます。 Windows 7 
じ(外の OS では、 QuickTime を使用してくださし)。ただし、こ 
れらのソフトウエアを用いた場合の再生動作の保証はしてい 
ません。 

• 記録途中で録画映像サイズび変更された JPEG の録画映像を 
mov ファイルにエクスポートした場合、 Windows Media 
Player では再生できません。 QuickTime で再生可能です。 


映像を削除する 


映像を SD メモ U —力ードから削除でさます。 

1映像一覧で、削除する映像を選択する 

2 [カメラか!5削除]をクリックする 

映像びカメラから削除されます。 

国メモ 

選択した映像の中に、未ダウン□ー ドの映像び含まれていたとさ 
は、削除を確認するメッセージ画面び表示されます。 [ OK ] をク 
U ックすると、映像び削除されます。 


SD メモリーカードの情巧を表示ずる 

[ SD 力ー ドの詳細情報]をク U ックすると、カメラに挿入 
されている SD メモ U —力ードの情報び表示されます。 


孤: b-TOIMMNI 

SDt- 怖 Ul 巧ントされむな す 

SD か "HI 用容量/ »量 （MB) 班/ 488 

Mift 巧 

ft ■スト！;ーム 保 巧 可 

7*5 ヴ D-F 保存可 

イベント 说巧 
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管理ちコント□ール 


各管理ツールに表示されるカメラからの映像を調整する 
ためのパネルです。プライバシーマスク設定ツール、可視 
範囲設定ツール、プ U セット設定ツール、インテ U ジェン 
卜機能設定ツールで使用でさます。 


管理ちコント□ールを使ラ 


制御権を取得した状態で[管理者コント□ール]ボタンを 
ク U ックすると、管理ちコント□ールパネルび表示されま 
す。 



■ コントロール頃目の操作 

操作方法は管理者ビューワーの管理ちコント□ールと同 
じです。 



■ 巧用するコントロール頃目を開く /閉じ 
る 


コント□ール項目のタイトル部分をク U ックするたびに、 
設定項目び閉じたり開いたりします。 



なお、カメラ制御権を取得しない状態でち各コント□一 
ル項目を開くことびでさますび、項目内容はグレー表示 
されます。 


[スマートシェード補正] 

スマートシェード補正を設定でさます。詳しくは、「スマー 
トシェード補正を設定する」 （ P .139) を参照してくださ 
い。 

[フオーカス] 

フオーカスを設定できます。詳しくは、「フオーカスを設 
定する」 （ P .139) を参照してください。 

[露出] 

露出を設定でさます。詳しくは、「露出を設定する」 
( P .140) を参照してください。 

宜メモ GQI 

インテリジェント機能の設定時に[カメラ位置を固定する] 
チェックボックスびチェックされているとさ （ P . 105)は管理者 
コント□ールの操作はでさません。 
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7 章 

匯 - - 

管理者ビュ ーヮー 
VB ビユーワー 


□ 管理者ビューワーと V 目ビューワーの違い 
□ ユーザー権限とカメラ制御権 
□ ビューワーの起動方法と操作 
□ カメラ制御権の取得とカメラの制御 
□ 管理者ビューワーの操作と設定 

















ビューワーの概要 


Web ブラウヴーを使ってカメラのビューワーにアクセスすることで、映像表示などのカメラの操作びでさます。 
ビューワーには、管理者ビューワ ー、 VB ビューワーの2種類のビューワーびあります。 


VB - H 41/610/710 ビューヮー 




圏重要 

カメラの H .264 の映像を表示する場合は、 RM - Lite ビューワー 
をご使用ください。 

VB - H 41/610/710 ビューワーで表示できるのは JPEG の映像 
のみです。 


VB ビューヮ ー: 

一般カメラ制御権を持つユーヴーび使用でさます。 
設定によっては、認証のあり/なしを切り換えるなど 
びでさます。 


ユーザー権限とカゾラ制御権 


管理者ビューワーと VB ビューワーの 
まな違い 

• 操作できる節囲び異なります 

管理者ビューワー： 

撮影条件やイベント検知表示など、管理ちコント 
□ールの機能び使用でさます。 

VB ビューヮ ー : 

カメラ映像表示を中必とした、基本的な映像操作に 
限られます。 

• アクセス制御び異なります 

管理者ビューワー： 

特権カメラ制御権を持つユーヴーび使用でさます。 

ノ くスワード認証び必要です。 

登録ユーヴーで使用する場合は、事前に管理者び特 
権カメラ制御権を付与する必要びあります （ P . 66) 。 


ユーヴー権限とカメラ制御権の関係は次の通りです。 


ユー ザー 
権限 

カメラ制御権 



特権 

カメラ制御 

-般 

カメラ制御 

映像配信 

音声配信 

管理者 

〇 

〇 

〇 

〇 

登録 

〇 

〇 

〇 

〇 

ユーヴー 

(変更可能） 

(変更可能） 

(変更可能） 

(変更可能） 

一般 

ユーヴー 

X 

〇 

(変更可能） 

〇 

(変更可能） 

〇 

(変更可能） 


* 変更可能：管理者によって、登録ユーヴーまたは一般 
ユーヴーの権限を変更でさます （ P . 66) 。 

ユーヴーには、特権カメラ制御、一般カメラ制御、映像 
配信、音声配信の4つの権限び設定でさます。 

管理者ビューワーを使用するには特権カメラ制御権限び 
必要です。 

VB ビューワーで映像を表示するには映像配信権限び必要 
です。 VB ビューワーでカメラ操作も行う場合は、さらに 
一般カメラ制御権限び必要になります。 



VB ビユーヮー 


管理者ビューヮー 


JJ0 
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ビューワーの概要 


音声配信権限は、管理ちビューワーおよび VB ビューワー 
で音声を受信する場合に必要となります。 

[管理者] 

すべての権限び与えられた ユー ヴーです。 ユー ヴー名は 
" root " に固定されています。 

トップページの[管理者ビューワー] U ンクから管理者 
ビューワーを起動できます。 

障録ューザー] 

登録ユーヴーは、特権カメラ制御権限び与えられている 
場合、トップぺージの[管理者ビューワ ー] U ンクから管 
理者ビューワーを起動できます。特権カメラ制御権限を 
削除された場合、管理ちビューワーを起動することびで 
きなくなりますび、 VB ビューワーを起動することは可能 
です。また、登録ユーヴーのすべての権限を無効にする 
ことで、 VB ビューワーの起動も禁止できます （ P . 66)。 

卜般ューザ ー] 

使用でさる機能び次の機能に限定されたユーヴーです。 
逆光補正、スナップショット、映像表示、音声配信 
ngfi カメラのパン•チルト-ズーム制御 

msITil ITOTO デジタル PTZ 

トップぺージの [ VB ビューワ ー] U ンクから VB ビュー 
ワーを起動でさます。 管理者は一般ユーヴーのすベての 
権限を無効にすることで、一般ユーヴーのカメラへのア 
クセスを完全に禁止できます。 

登録 ユーザ ーの ユーザ ー権限 一 覧 


圏重要 

• ビューワーからの音声送信は[管理者]のみび可能です。 

• [管理者]び起動した管理者ビューワーは[登録ユーヴー]び起 
動した管理者ビューワーから、いつでちカメラ制御権を奪ラ 
ことびでさます。そのままカメラ制御権を保持でさますび、 
その間登録ユーヴーはカメラ制御権を取得でさません。閲覧 
び終わつた後は必ず終了するか、[カメラ制御権取得/解放] 
ボタンをク U ックして制御権を解放してください。 

• [管理者]び起動した管理者ビューワーは同時に1つしかカメ 
ラに接続でさません。ある PC から管理者権限で接続してい 
る場合、他の PC からは管理者権限で接続でさなくなります。 
これに巧し、[登録ユーヴー]び起動した管理者ビューワーは 
同時に複数の PC からカメラに接続でをます。ただし、カメ 
ラを制御する場合、制御権は後優先になります。 


宜メモ 

• 工場出荷設定では、[登録ユーヴー]にを特権カメラ制御権び与 
えられています。 

• 一般ユーヴーのすベての権限を無効にした場合、 VB ビューワー 
の起動時にユーヴー認証ダイア□グび表示されます。ここで登 
録ユーヴーか管理者のユーヴー名とパスワードを入力するこ 
とで、登録ユーヴーあるいは管理者の権限で VB ビューワーを使 
用でさます。 

• 登録ユーヴーには次の制御権び与えられています。 


与え！ 5 れた制御権 

ビューヮー 

操作 

特権カメラ制御 
一般カメラ制御 
映像配信 
音声配信 

管理者 
ビューヮー 

管理者ビューワーで可能なすべての操作 

[詳細] 

映像サイズ設定、表示サイズ設定、全画面表示、再接続、音声受信、逆光補正、スナッ 
プショット、 SD カードマウント状態表示、イベント表示、ビューワー PTZ * i 、 管理者コ 
ント□-ル（スマートシエード補正、フォーカス、露出、ホワイトバランス、デイナイ 
卜、外部デバイス出力、フレームレート)、プ U セット選択、ホームポジション 
fssa パン•チルト-ズームスライダー、パノラマ表示、管理者コント□ール（カメラの 
PTZ *1 操作ぉょび速度指定） 
msITil ITOTO デジタル PTZ 


VB ビューヮー 

VB ビューワーで可能なすべての操作 

[詳細] 

映像サイズ設定、表示サイズ設定、全画面表示、再接続、音声受信、逆光補正、ス 
ナップショット、プ U セット選択、ホームポジション 

GEn パン•チルト-ズームスライダー、パノラマ表示 

UaB GQQ デジタル PTZ 

一般カメラ制御 
映像配信 
音声配信 

VB ビューヮー 

VB ビューワーで可能なすべての操作 

[詳細] 

映像サイズ設定、表示サイズ設定、全画面表示、再接続、音声受信、逆光補正、ス 
ナップショット、プ U セット選択、ホームポジション 

EEO パン•チルト-ズームスライダー、パノラマ表示 

mSIRl ITOTO デジタル PTZ 









映像配信 
音声配信 

VB ビューヮー 

映像サイズ設定、表示サイズ設定、全画面表示、再接続、音声受信、スナップ 
ショット 

Esa パノラマ表示 
mSITilQQQ デジタル PTZ 

映像配信*2 

VB ビューヮー 

映像サイズ設定、表术サイズ設定、全画面表の、再接続、スナップショット 
fSEa パノラマ表示 

ffRiRi from デジタル PTZ 


*1 PTZ : パン、チルト、ズーム 

*2 映像配信権限をオフにした場合、 VB ビューワーは使用できなくなります。 
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ビューワーを起動ずる 


ビューワーを起動する 


圏重要 

• 管理者ビューワーを利用する PC には、管理ツール証明書をイ 
ンス I ルする必要びあります。 （ P .26) 

• この『操作ガイド』では、 IP アドレス"192.168.100 .1" (エ 

場出荷設定）を用いて設定の説明をします。実際にはお客様び 
カメラに設定した IP アドレスを入力してください。 


1 Web ブラウザーか！ 5 http ://192.168.100.1/ にアク 
セスする 


2ユーザーに応じて[管理者ビューワ ー] または [VB 
ビューワー]をクリツクする 



3 [管理者ビューワ ー] の場合、ユーザー名とパスワード 
を入力する 



ユーヴー名とパスワードについては、「4章カメラの 
トップページについて」の「ユーヴー認証」 （ P . 42) を 
参照してください。 


ビューワーび起動します。 



ビューワーを終了する 

ビューワーの Web ブラウヴーを閉じて終了します。 


管埋ツールか6ち続する 


管理者として接続するビューワーになります。 


1 管理 ツールを 起動す る 


(管理ツールの起動ち法については、6章「管理ツール 
を起動する」 （ P . 82) を参照してください。） 

2 [管理者ビューワーへ]をクリックする 



管理ツール 


^ j - j プライバシーマスウ设まヴール 
M 巧巧 e 团巧をツール 
歐 イ州リカ;ント a 能投定ツ-ル 

m 巧因换像ユ—ティ I 斤ィ 


，レラマ作成ツール 
H ブ化ットぉ定ッ-ル 
ログピュづ - 


W ベージへ 


















ビューワーの操作方法 


管理ちビューワーの表示画面について 


管理者ビューワーを起動して表示されたボタンやボックスなどの機能の概要を説明します。 

なお、なの画面は説明のためにすベてのパネルを開いた状態にしています。実際の Web ブラウヴー画面では、必要なパネ 
ルだけを任意の位置に開いてご覧<ださい。 


② ③ ⑩⑧④⑥⑧⑦⑩⑩ 通） ⑩ 


Kgfl 


啡钟 J L 押早ザ 

@⑩⑩⑩ ⑩⑩⑩@ 

fflsflilBWin 


み 


因 


ml 


I 

⑩感⑩⑩ 


ffRuanarn 




geh ® 


① 映像表示部 

カメラから受信した映像を表示します。 

② 映像サイズ設定 

カメラからの映像受信サイズを設定します。 

③ 表示サイズ設定 

画面上の映像表示サイズを設定します。 

④ [全画面表示]ボタン 

ライブ映像を全画面で表示します。 

⑥ [再接続]ボタン 

カメラに接続しなおします。 

⑧[音芦送信]ボタン 

カメラに音声を送信します。 

⑦ [音芦受信]ボタン 

カメラからの音声を受信して出力します。 


⑧ チルト用スライダー 

カメラのチルト（上下）制御をするスライダーです。 

⑨ パン用スライダー 

カメラのパン（左ち）制御をするスライダーです。 

⑩ ズーム用スライダー 

ズーム倍率の制御をするスライダーです。 

つまみを上ち向に移動するとズームイン（望遠）、下方 
向に移動するとズームアウト（広角）します。 

⑩[逆光補正]ボタン 

逆光補正の入/切をします。映像び逆光で暗いとさに使 
用すると効果びあります。 

⑩[カメラ制御権取得/解放]ボタン 

カメラ制御権を取得/解放するためのボタンです。 
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ビューワーの操作方法 


① 映像表示部 

カメラから受信した映像を表示します。 

② 映像サイズ設定 

カメラからの映像受信サイズを設定します。 

③ 表示サイズ設定 

画面上の映像表示サイズを設定します。 


@デジタル PTZ パネル msITil ITOTtl 

[デジタル PT 习ボタンをク U ックすると表示されます。 

@デジタル PTZ 領域指定部 mm BQQ 

デジタル PTZ で映像表示部に切り出す領域を指定しま 
す。 

® [設定ぺージ へ] 

設定メニューぺージに移動します。 

⑩ [トップ ぺージ へ] 

カメラのトップページに移動します。 

@管理者コント□ールパネル 

管理者権限で各種カメラの操作びでさます。詳しくは、 
「管理者コント□-ルを使う」 （ P .138) を参照してくだ 
さい。 

® ビューワー PTZ パネル 

[ビューワー PT 习ボタンをク U ックすると表示されま 
す。 

@ビューワー PTZ 領域指定部 

映像表示部に切り出す領域を設定します。 


VB ビューワーの表巧画面について 


⑩インフオメーシヨン領域 

ビューワー使用者に巧して、情報メッセージ、警告メッ 
セージ、エラーメッセージを表します。 

〇 [スナップショット] ボタン 

クリックした瞬間の静止画を、別ウィンドウに表示しま 
す。 

⑩ SD メモリーカード挿入状態アイコン 

SD メモ U —力ードびマウントされているかいないかを 
表します。 

国 SD メモ U —力ードびマウントされています。 

巧 SD メモ U —力ードびマウントされていません。 

⑩ [SD 力ー ド録画を開始/停止]ボタン 

制御権を取得しているとさに、 SD メモ U —力ードへの 
録画を開始します。もう一度ク U ックすると録画び停止 
し ON 9 〇 

⑩[録画映像ユーティリ ティ] ボタン 

管理ツールの録画映像ユーティ U ティ （ P .117) を起動 
し ON 9 〇 

⑩[イベント表示]ボタン 

イベント表示パネルび表示されます。 

⑩[ビューワー PT 习ボタン 

ビューワー PTZ パネルび表示されます。 

@ [パノラマ表示]ボタン ngfi 

ノ くノラマ表示ノ くネルび表示されます。 

⑩[管理者コント□—ル]ボタン 

管理者コント□ールパネルび表示されます。 

@ [デジタル PT 习ボタン maro from 

デジタル PTZ パネルび表示されます。 

@)プリセット選択ボックス 

カメラにあらかじめ登録されているプ U セットにより、 
カメラを制御でさます。 

@ [ホーム ポジション] ボタン 

カメラのアングルをホームポジションに移動します。 

透)イベント表示パネル 

[イベント表示]ボタンをク U ックすると表示されます。 
外部デバイスの入力状態、およびインテ U ジェント機能 
の映像検知と音量検知の状態び表示されます。 

@パノラマ表示パネル geo 

[パノラマ表示]ボタンをク U ックすると表示されます。 

资)パノラマ表示領域 EEO 

カメラに登録されているパノラマ画像を表示します。パ 
ノラマ表示領域内の枠線を操作することにより、カメラ 
を操作でさます。 



濃带ご -V 
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④[全画面表示]ボタン 

ライブ映像を全画面で表示します。 


⑥[再接続]ボタン 

カメラに接続しなおします。 

⑧[音芦受信]ボタン 

カメラからの音声を受信して出力します。 


⑦ 制御権表示領域 

映像表示中のクライアントび、カメラに対し制御権を保 
持しているかいないかび表示される領域です。 

⑧ [カメラ制御権取得/解放]ボタン 

カメラ制御権を取得または解放するためのボタンです。 


⑨ チルト用スライダー 

カメラのチルト（上下）制御をするスライダーです。 

⑩ パン用スライダー 

カメラのパン（左ち）制御をするスライダーです。 

⑩ ズーム 用スライ ター 

ズーム倍率の制御をするスライダーです。 

つまみを上方向に移動するとズームイン（望遠）、下ち 
向に移動するとズームアウト（広角）します。 


⑩ [逆光補正]ボタン 

逆光補正の入/切をします。映像び逆光で暗いとさに使 
用すると効果びあります。 

⑩ インフオメーション領域 

ビューワー使用者に巧して、情報メッセージ、警告メッ 
セージ、エラーメッセージを表示します。 

® [スナップショット]ボタン 

ク U ックした瞬間の静止画を、別ウインドウに表示しま 
す。 


⑩[パノラマ表示]ボタン EEO 

パノラマ表示パネルを表示します。 


⑩[デジタル PT 习ボタン uaB GQQ 

デジタル PTZ ノ くネルび表示されます。 

⑩プリセット選択ボックス 

カメラにあらかじめ登録されているプ U セツトにより、 
カメラを制御でさます。 


⑩[ホーム ポジション] ボタン 

カメラのアングルをホームポジションに移動します。 

⑩パノラマ表示パネル tssa 

[パノラマ表示]ボタンをク U ックすると表示されます。 

@パノラマ表示領域 EEH 

カメラに登録されているパノラマ画像を表示します。パ 
ノラマ表示領域内の枠線を操作することにより、カメラ 
を操作でさます。 


⑩デジタル PTZ パネル msun iTOTO 

[デジタル PT 习ボタンをク U ックすると表示されます。 

@デジタル PTZ 領域指定部 GaB GQQ 

デジタル PTZ で映像表示部に切り出す領域を指定しま 
す。 


カメラ制御権の取得 


カメラの制御は同時に複数のユーヴーからは行えません。 
制御権を取得したユーヴーだけびカメラを制御でさます。 
カメラ制御を行うには、まず制御権を取得する必要びあり 
ふ9 〇 


操作のしかた 

[カメラ制御権取得/解放]ボタンをク U ックして、制御 
権を取得します。 


管理ちビユーワ^^^^^ 





■ カメラ制御権表示領域について 


カメラ制御ボタンとカメラ制御権表示領域は、制御権の状 
態により、表示び次のように変わります。 


制御権解放中 

- JVB ビューワーでは、制御権表示領域びグレー 

で表示され、[カメラ制御権取得/解放]ボタ 
> ンびアニメーシヨン表示されます。 

-管理者ビューワーには制御権表示領域はあり 

- f - ません。[カメラ制御権取得/解放]ボタンびグ 
-レー表示されます。 


制御権取得待ち 

1~^ VB ビューワーで制御権取得待ち状態に入って 
. いる場合は、制御権表示領域に残り待機時間の 
• カウントび表示されます。 


制御権取得中（制限時間カウント中) 



VB ビュー ワーで 制御権取得中に、別の ユー 
ヴーび VB ビュー ワーで 制御権取得待ち状態に 
入った場合、制御権表示領域に残り取得時間の 
カウントび表示されます。 
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ビューワーの操作方法 


制御権取得中 

—制御権表示領域は青です。 

VB ビューワーでは[カメラ制御権取得/解放] 
を ■ ボタンは、中必部び青です。 


ホ 


管理者ビューワーでは[カメラ制御権取得/解 
放]ボタンは、中必部び黄緑です。 


■ パノラマ表巧領域でカメラのアングルを 
変更する GEO 

1[パノラマ表示]ボタンをクリックする 

2表示されたパノラマ表示領域で、カメラのアングルを 
変更する 


カゾラを制御する 


まずカメラ制御権を取得してから、次の操作をします。管 
理者ビューワーと VB ビューワーで共通です。 

■ カメラのアングルを変更する fsa 

次のいずれかのち法で操作び行えます。 

パン用スライダーまたはチルト用スライダーで操作する 

スライダーのつまみの位置にあわせてカメラのアングル 
び変わります。スライダーのつまみのない部分をク U ック 
してち、つまみび移動します。 



領域内に表示される枠は、現在カメラび撮影してい 
る範囲を示しています。 

青色 枠表示の場合:制御権を取得していません 
黄色 枠表示の場合:制御権を取得しています 

クリックで移動 

パノラマウィンドウ上をク U ックすると、ク U ックした場 
所び中必となるように、パン-チルトを移動します。 


画像上をクリックする 



画像上をク U ックすると、その 
位置にカメラの中必を移動でさ 
ます。 

カメラのチルト（上下）を変更 
するスライダー 


鷄獲とにち) を変更す 


国メモ 

管理者ビューワーの場合は、カメラ操作ボタンでをパン-チルト 
操作び行えます （ P .139) 。 


ドラッグで移動 

パノラマウインドウ上の黄色の枠の内側をドラッグして 
移動すると、その枠内を撮影するようにパン-チルトを移 
動します。 

国メモ 

• ビューワーの画面ク U ックによるカメラ制御は、厳密な精度で 
制御されるをのではありません。 

• 管理者権限で管理者ビューワーを使用すると、可視範囲制限を 
無視してカメラを操作でさます。 

登録ユーヴー権限で管理者ビューワーを使用した場合は、可視 
範囲制限内のみのカメラ操作になります。 


• VB ビューワーでは、可視範囲制限内のみのカメラ操作になり 
ます。 












■ カメラのズーム倍率を変更する EED ■ プリセツト/ホームポジションを使用する 


ズーム用スライダーのつまみを上下に移動する 

スライダーのつまみの位置にあわせてカメラのズーム倍 
率び変わります。スライダーのつまみのない部分をク U ッ 
クしてち、つまみび移動します。 



X f I 1 山 

—ムアレ而 

(デジタルズーム ON の 
場合のみ） 

光学テレ端 

ズーム用スライダー 

上方向に移動するとズーム 
イン（望遠） 

下方向に移動するとズーム 


アウト（広角) 


ワイド端 


国メモ 

• 設定ページの[カメラ]で[デジタルズーム]を[使用する]に設 
定すると、ズームテレ端を表すアイコンび表示されます 

( P . 53) 。 

• 管理者ビューワーの場合は、カメラ操作ボタンでわズーム操作 
び行えます （ P .139) 


■ パノラマ表示領域でズーム倍率を変更ずる 

nni 


カメラにあらかじめ登録されているプ U セットやホーム 
ポジションにより、カメラを制御でさます （ P . 94) 。 

プ U セット選択ボックスをク U ックし、表示された U スト 
からプ U セットを選択すると、選択したプ U セットのカメ 
ラアングルに移動します。 

また、[ホーム ポジション] ボタンのク U ックで、カメラア 
ングルびホームポジシヨンに移動します。 



プリセツト選択ボックス 


[ホームポジション] 
ボタン 


国メモ 

プ U セットやホームポジションは、あらかじめプリセット設定 
ツールで登録してください （ P . 97) 。登録したプリセットび、プ 
リセット選択ボックスに表示されます。 


1[パノラマ表示]ボタンをクリックする 


2表示されたパノラマ表示領域でズーム倍率を変更する 



パノラマウインドウ上の黄色の枠線をドラッグして、枠 
のサイズを変更すると、変更した枠内を撮影するように 
ズーム 倍率び変わります。 


国メモ 

黄色の枠の外でマウスのボタンを押し、そのままドラッグすると 
青色の枠び描画されます。マウスを放すと、青色の枠び黄色く変 
化し、枠内を撮影するようにパン•チルト-ズームび移動-変更 
します。 


■ 逆光を補正する 

映像び逆光で暗いとさに使用すると効果びあります。 

[逆光補正]ボタンをクリックすると、逆光で暗かった映像 
び明る <なります。 

ちう一度ボタンをク U ックすると解除されます。 



映像の一部を切り出して表示する（デ 
ジタル PTZ ) 阻0虹 Q 

デジタル PTZ ノくネルを利用して、カメラ映像の一部を映像 
表示部に切り出して表示でさます。カメラに登録されてい 
るプ U セツトやホームポジションを使用することもでさ 
ふ^ 〇 
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ビューワーの操作方法 


■ デジタル PTZ について 

デジタル PTZ は、設置時に調整したカメラのレンズ位置を 
動かすことなく、カメラの有効画素 (1920 X 1080) の範 
囲の一部のみをカメラからビューワーに配信することで 
簡易的なパン•チルト-ズームを行う機能です。 

国メモ 

ビューワー PTZ との違いについては P. 138を参照してください。 

■ デジタル PTZ パネルを開< 

デジタル PTZ パネルは、[デジタル PTZ ] ボタンをク U ック 
して表汀^しまう。 



デジタル PTZ 機能の状態に応じて、[デジタル PTZ ] ボタン 
の表示び次のよ5に異なります。 


A デジタル PTZ 無効 

^ (映像表示部にカメラび受信した映像を表示中) 


ィ 


デジタル PTZ 有効 

(映像表示部に切り出し映像を表示中) 


■切り出ず轟囲を指定ずる 

デジタル PTZ パネル上のプレビュー枠の位置やサイズを 
変更して、映像表示部に表示する範囲を指定します。 
プレビュー枠は、カメラ制御権を取得していないとさは青 
色で表示され、カメラ制御権を取得すると黄色に変わり、 
次の操作でサイズ変更や移動びでさます。 

■ サイズを変更ずる 

プレビュー枠線をドラッグして、プレビュー枠のサイズを 
変更でさます。ドラッグ中はプレビュー枠び青色になりま 
す。枠のサイズに合わせて、枠内の映像び映像表示部に表 
示されます。 



国メモ 

• プレビュー枠のサイズは640x360、512x288、384x216、 
256 X 144、128 X 72の5段階で変更できます（変更後のサイ 
ズび、デジタル PTZ パネルの[映像サイズ]に表示されます)。 
アスぺクト比は常に16:9です。 

• プレビュー枠のサイズび、ビューワーの表示サイズ設定で指定 
した表示サイズよりを大さくなると、映像表示部の映像の画質 
び低< なります。 

■ 位置を変更ずる 

プレビュー枠は、枠内をドラッグして移動でさます。 
デジタル PTZ 表示領域の任意の位置をク U ックすると、そ 
の位置にプレビュー枠び移動します。 

国メモ 

プレビュー枠は段階的な移動となります。細かい位置合わせはで 
さません。 

■ スライダーで指定ずる 

映像表示部のパン•チルト • ズームスライダーを操作して、 
映像表示部に切り出す範囲を指定でさます。パン-チル 
卜-ズームスライダーの操作に応じて、デジタル PTZ パネ 
ルのプレビュー枠も移動します。 


■ プリセツト/ホームポジションを使用ずる 

登録されているプ U セットやホームポジションを使用し 
て、デジタル PTZ の範囲を指定でさます。 

プ U セット選択ボックスをク U ックし、表示された U スト 
からプ U セットを選択すると、デジタル PTZ パネル上のプ 
レビュー枠びプ U セット位置に移動し、枠内の映像び映像 
表示部に表示されます。 



















[ホームポジション]ボタンをク U ックすると、デジタル 
PTZ パネル上のプレビュー枠びホームポジションに移動 
し、枠内の映像び映像表示部に表示されます。 

宜メモ 

プリセットやホームポジションは、あらかじめプリセット設定 
ツールで登録してください （P. 97)。登録したプ U セットび、プ 
リセット選択ボックスに表示されます。 

■ デジタル PTZ を終了する 

もう一度[デジタル PT 习ボタンをク U ックします。デジ 
タル PTZ パネルび閉じ、デジタル PTZ び終了します。 
デジタル PTZ パみレの閉じるボタンをクリックすると、デ 
ジタル PTZ パネルは閉じますび、デジタル PTZ は継続さ 


れます, 


映像や音青を設定する 



■ 映像サイズを変更する 


カメラから受信する映像サイズを設定でさます。 

[320 x 240] 、 [480 x 270] 、 [960 x 540] 、 [1920 x 1080] か 

ら選択します。 



■ 表巧画面サイズを変更する 


映像を表示する画面サイズを変更でさます。[等倍表示]、 

[480 x 270] 、 [960 x 540] 、 [1920 x 1080] 、[自動調整]から 

選択します。 

[等倍表示]は、映像サイズの大ささのままで表示します。 
[自動調整]は、 Web ブラウヴーのウィンドウサイズにあわ 
せて、最大のサイズで表示します。 


II 單巧表示 

1，1 

匿‘:。:|，,"'.-。ぅ:=-.,.., 

1480 x 270 


1960 x 540 


11920 x 1080 


1 自旣目间堅 



国メモ 

• VB ビューワーでは、起動時の映像サイズはカメラの設定び適用 
されます。 

管理者ビューワーは初めて起動した場合はカメラの設定び適用 
されますび、2回目降は前回起動時の設定び使用されます。 

• ビューワー起動時の表示画面サイズは、[等倍表示]です。 

• 映像サイズを [320x240] にして表示画面サイズを[等倍表示] 
に設定すると、映像表示部の上下左ちに黒帯び表示されます。 


■ ま画面衷ル(心する 


ディスプレイ全体に映像を表示でさます。ク U ックすると 
全画面表示用に別ウィンドウび立ち上びります。 


VB ビューワー1 




1 閑 

回 

m 



全画面ウィンドウを閉じるときは、次のメニューで[全画 
面表示を終了]を選択して < ださい。 

全画面表示中に、カメラの制御に必要なパネルを表示でさ 
ます。画面上でマウスをちク U ックし、表示されたメ 
ニューで必要なノ くネルを選択してください。 


管理者ビューワー 


VB ビユーワー 


ngii msfin irem 



■agii 



IBsiTg lamn 



[カメラ制御権を取得/解放] 

カメラ制御権を取得または解放 
します。 

[プ U セット] プ U セツトを選択します。 
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ビューワーの操作方法 


[ホームポジション] カメラのアングルをホームポジ 

ションに移動します。 

[パノラマ ] geh パノラマ表示パネルび表示され 

ON 9 〇 

[ビューワー PTZ を開始/終了] 

ビューワー PTZ パネ>1レび表示され 
ます。（管理者ビューワーのみ） 

[デジタル PTZ を開始/終了] Wi GOB 

デジタル PTZ ノてネルび表示されま 
す。 


[コント□-ル] カメラコント□-ルパネルび表 

示されます。 

[パン/チルトスライダー] 

パン/チルトスライダーび表示 
されます。 


[管理者コント□ール] 


[受信映像サイズ] 
[スナップショット] 
[音声受信] 

[日ド送信] 


管理者コント□ールパネルび表 
示されます（管理者ビューワーの 
み)。 

受信映像サイズを切り換えます。 
スナップシヨットを取得します。 
音声を受信します。 

音声を送信します（管理者ビュー 


つ一のお)。 

[イベント表示] イベント表示パネルび表示され 

ます(管理者ビューワーのみ）。 
[ SD 力ー ド録画を開始/停止] 


SD メモ U —力ードへの映像の録 


画を開始または停止します（管理 
者ビユーワーのみ)。 

[全画面表示を終了] 全画面表示を終了します。 


各パネルは、タイトル部分をドラッグすることで任意の位 
置に移動でさます。 


スナップショットパネルび開さ、ク U ックした瞬間の静止 
画び表示されます。スナップショットパネルび開いた状態 
で [スナップショット] ボタンをク U ックすると、スナップ 
ショットパネルに表示される映像び更新されます。 
静止画を保をするとさは、静止画上でマウスをちク U ック 
し、表示されたメニューで[名前を付けて画像を保を]を選 
択します。 

任意のフアイル名を付けて保をしてください。 



■ 再接続する 


I I'i'i'ii I 11 III I 11 


I ^ ll さ ll 祭 の 画国の 

カメラとの再接続をする場合は、このボタンをク U ックし 
ふ与0 

国メモ 

再接続を実行した場合、音声受信び停止し、制御権は破棄されま 
す。 

また、 VB ビューワーでは、映像サイズ、表示画面サイズび初期値 
に戻されます。 

■ 音声を受信する 


■ スナップシヨットを取得する 

ライブ映像をキャプチャーし、静止画を別のウィンドウに 
表 7 J \ します。 

静止画は保をすることもでさます。 

静止画を撮りたいタイミングで [スナップショット] ボタ 
ンをク U ックします。 



カメラ側に取り付けたマイクを通じて、音声を受信でさま 
す。 


管理者ビユーワー VB ビユーワー 


[se I * I / 科 || [ 閑 ]; t I 印 ] 


音声を受信する場合は、このボタンをク U ックします。 
音声受信パネルび表示されますので、[音声を受信する] 
チェックボックスをチェックし、スライダーで適切な音量 
に調整してください。 


音声を i 言 

X 

■ 音声を费 f 言する 


出力音畳： 


<9 ほ!^^^™ 

■ ミュ-卜 

^■高 












































宜メモ 国メモ 

• 音声を受信するには、あらかじめ設定ページで[サーバー]の メッセージの詳細については「ビューワーメッセージー覧」 

[才ーディオヴーバー]で[カメラからの音声送信]を[送信す （ P .162) をご覽ください。 

る]に設定します （ P . 60)。 

• 音声受信パネルを初めて表示したとき、に anon Network 
Camera Audio Receiveri アドオンをインストールするメッ 
セージび Web ブラウヴーの情報バーに表示されます。アドオン 
をインス!-ールしてください。 

• 音声受信パネルび開いているかどラかにかかわらず、音声受信 
パネルの[音声を受信する]チェックボックスびチェックされ 
ているとさは常に音声の受信び行われます。 


情報を確認する 



インフオメーシヨン領域には、表示されるメッセージの内 
容に応じて次のアイコンび表示されます。 


アイコン （色） 

意味 

説明 

の 情） 

情報 

カメラび正常に操作されているとさの 
表示です。次の情報び表示されます。 

• 各ボタンやプルダウンなどのヘルプ 

• フレームレートの情報 

• Kgfl カメラのパン•チルト • 

ズーム情報、ブレ補正の設定 

• fBsITil freiil デジタル PTZ のパ 

ン•チルト-ズーム情報 

回偉） 

警告 

カメラの制御権び取得でさない場合 
や、音声受信び停止した場合など 
ユーヴーにま意を促す必要びある状 
況になったとさの表示です。 

巧(ォレンジ） 

エラー 

システムエラーび発生したとさの表 
示です。 


國重要 

設定ページでカメラのブレ補正機能を On にした場合 ( P . 53) 
は、実際の映像表示画角はインフォメーシヨン領域に表示され 
る画角の値よりルさくなります （0 n 1 設定時：約83%、 0 n 2 設 
定時：約50%)。 

また、パノラマ表示領域に表示される画角（枠）よりも実際の映 
像表示画角はルさくなります。 
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管巧者ビユーワーでの操作と設定を巧ラ 


管理者ビューワーのみび行える操作と設定について説明します。 


音青を送信する 

管理者ビューワーでは、カメラに接続されている外部デバ 
イス経由で、音声を送信でさます。 


r 因 I さ I 少 r ぶ 1 


音声を送信する場合は、このボタンをク U ックします。 
音声送信パネルび表示されますので、スライダーで適切な 
音量に調整してください。 

[音声送信時間]で、音声の送信時間を[制限なし]、 [1 分]、 
[5 分]、[ 1 〇分]から選択できます。 



国メモ 

音声送信パネルを初めて表示したとき、に anon Network 
Camera Audio Receiveri アドオンをインストールするメッ 
セージび Web ブラウヴーの情報バーに表示されます。ァドオンを 
インス I -ールしてください。 


映像の一部を拡大表示する 
(ビューワ ー PTZ ) 


ビューワー PTZ パネルを使用して、カメラ映像の一部を 
映像表示部に拡大表示でさます。 


■ ビユーワ ー PTZ について 

ビューワー PTZ は、デジタルズーム機能を利用すること 
で、カメラのパン•チルト-ズーム機能を使用せずに映像 
の一部を拡大表示する機能です。 

インテリジェント機能の使用時のように、カメラを固定し 
たまま使用する場合にこの機能で映像の一部を拡大表示 
でさます。 


国メモ 

• ビューワー PTZ パネルの映像表示は、設定ページの[映像ヴー 
バー]で設定されている[最大クライアント数]と[最大接続時 
間（秒）]び適用されます。そのため、設定値によっては映像び 
表示されないとさや、一定時間しか表示されないとさびありま 
す。その場合は「8章付録」の「トラブルシューティング」の 
「管理者ビューワーでデジタル PTZ パネルに映像び表示されな 
しリ/ r 管理者ビューワーでデジタル PTZ パネルの映像び更新さ 
れない」 （ P .152) を参照して、設定値を確認してください。 

• ビューワー PTZ で切り出した映像は、イベント発生時の記録映 
像、タイマーによる記録映像、手動録画には反映されません。 

• 映像表示部での切り出し位置は、全画面表示でを反映されま 
す。 


■ ビューワー PTZ パネルを開< 

ビューワー PTZ パネルは、[ビューワー PT 习ボタンをク 
U ックして表示します。 




プレビュー枠 
(拡大表示する領域) 

プレビュー枠の中む 


ビューワー PTZ ノてネルの初期状態は、プレビュー枠（黄色) 
び映像全体を囲むサイズになっています。 


圏重要 

ビューワー PTZ の使用時は、映像表示部のク U ックによるカメ 
ラ操作は行えません。 




























■ プレビュー巧のサイズを調節する 

プレビュー枠線をドラッグして枠をルさくすると、枠内の 
映像び映像表示部に拡大表示されます。 



ドラッグ中はプレビュー枠び青で表示されます。 

国メモ 

• プレビュー枠のアスペクト比は常に16:9です。 

• ビューワ ー PTZ はデジタルズーム機能を使用しているため、お 
大倍率び高くなるに従い画質び低下します。 

■ プレビュー巧を移動ずる 

プレビュー枠は任意の位置へ移動でさます。 

ドラッグで巧動ずる 

プレビュー枠内をク U ックしてドラッグし、拡大表示した 
い対象物に重ねます。 

ドラッグ中は枠び青で表示されます。 

クリックで移動ずる 

プレビュー枠の外側をク U ックすると、その位置ヘプレ 
ビュー枠び移動します。拡大表示したい対象物の上でク 
U ックしてください。 

スライダーで移動する 

制御権を取得すると、映像表示部のパン•チルト-ズーム 
スライダーで移動でさます。 

国メモ 

プレビュー枠変更後、ビューワー PTZ パネルを閉じても、映像表 
示部は継続してプレビュー枠に対応する切り出し映像を表示しま 
す。ただし、管理者ビューワーに再接続した場合は、初期状態に 
戻ります。 


■ ビューワー PTZ を終了する 

もう一度[ビューワー PTZ ] ボタンをク U ックします。 
ビューワー PTZ パネルび閉じ、ビューワー PTZ び終了 
よ9 〇 

ビューワー PTZ パネルの閉じるボタンをク U ックすると、 
ビューワー PTZ パネルは閉じますび、ビューワー PTZ は 
継続されます。 

■ ビューワ ー PTZ とデジタル PTZ の違い 

fTsiTii frera 

ビューワー PTZ とデジタル PTZ は、どちらもデジタルズー 
ム機能を利用した簡易的なパン•チルト-ズーム機能です 


び、動作原理び異なるため、 

下記の相違点びあります。 

ビューヮー PTZ 

デジタル PTZ 

カメラから配信された映像の 

うち、指定した部分をビュー 

ワー上で拡大して表示 

撮影可能な全体画像のラち、 

切り出した映像のみを配信 

受信データサイズ大 

受信データサイズル 

管理者ビューワーでのみ使用 

可能 

管理者ビューワーと VB 
ビューワーのどちらでを使用 

可能 

カメラ制御権の取得は不要 

カメラ制御権の取得び必要 

ビューワーごとに独立して 

PTZ 操作び可能 

ビューワーごとの独立した 

PTZ 操作び不可能（複数の 
ビューワーび接続されている 

場合、いずれかびデジタル 

PTZ を使用すると、他の 

ビューワーでも同じデジタル 
PTZ 表示び適用される） 


管理者コント□ールを使ラ 


制御権を取得した状態で[管理者コント□ール]ボタンを 
ク U ックすると、管理者コント□ールパネルび表示され、 
カメラの操作や映像の設定びでさます。 
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管理者ビューワーでの操作と設定を行う 


■ 巧用ずるコントロール頃目を開く /閉じ 
る 

コント□ール項目のタイトル部分をク U ックするたびに、 
閉じたり開いたりします。 



なお、カメラ制御権を取得しない状態でち各コント□一 
ル項目を開くことびできますび、[フレームレート]じ(外の 
項目内容はグレー表示されます。 


■ カメラの操作 • 設定をずる geo 

カメラ操作ボタンをク U ックして、パン•チルト•ズーム 
の操作、およびその速度の設定をします。 


.③ 


.④ 



①[パン/チルト]ボタン 

各矢印の方向にパン-チルトを行います。押し続けると 
動作し、放すと停止します。中必のボタンをク U ックす 
ると、カメラは正面を向さます。 


②[ズーム]ボタン 

ズームイン-ズームアウトを行います。押し続けると動 
作し、放すと停止します。 


③ [パン/チルト]スピード 

操作速度を[速い]、惜通]、[遅い]から選択します。 

④ [ズーム]スピード 

操作速度を[速い]、[遅い]から選択します。 

宜メモ 

[パン/チルりスピード、[ズーム]スピードの設定を変更しても、 
スライダーおよびパノラマ上でのパン•チルト-ズーム操作の速 
度は変更されません。 


■ スマートシエード補正を設定する 

スマートシエード補正機能は逆光補正機能と異なり、明る 
い部分はそのままに暗い部分を明るくする機能です。 



图 


因 


① [スマートシエード補正] 

[切]、[入]を設定します。 

② スマートシ I ード補正強弱 

スマートシ I ー ド補正び[入]のとさ、補正の強弱を [1] 
(弱）〜 [7]( 強）の7段階にて設定します。 


例）背景び明る <て被写体び見に<い場合に、暗い部分 
を明るくして見やすくでさます。 

逆光補正と比べ、明るい部分の白飛びを緩和でさます。 


:ぶ V 棘 、絶 


OFF 


スマートシてード補正 逆光補正 


宜メモ 

• スマートシエード補正を[入]に設定すると、映像のファイルヴ 
イズび大さくなります。 

• スマートシエード補正を[入]に設定すると、画面ノイズび増え 
る場合びあります。ノイズび気になる場合には、補正強度を弱 
めに設定してください。 


■フオーカスを設定する 



[オート ] fsa :自動的にフオーカスを合わせます。 
[マニュアル]:囚（遠） 回 （近） のボタンを押し 
続けることで、フオーカスを調整で 
さます。 

[ワンシヨット AF ] をク U ックする 
と、才ートフオーカスび作動し、 
フ オー カスび合った後に、マニュア 
ルフ オー カスで停止します。 

























































[無限遠固定]:無限遠近傍にフオーカスを固定した 
ままにでさます。 

國重要 

• 管理者ビューワーで設定すると、他のユーヴーち同様の 
フオーカスモードになります。 

• マニュアル露出時 （ P .140) にシャツタースピードで [1/1 
sec ] を選択した場合、カメラコント□ールのフオーカスの 
[オート]、[ワンシヨツト AF ] を選択してもフオーカスは合い 
ません。フオーカスを [マニュアル] に切り換えて合わせてく 
ださい。 

• ナイトモード （ P . 53、 P .141) を設定した場合の フオー カス 
の合ラ範囲は、 P . 53のメモを参照してください。 


ngfi 

• 管理者ビューワーでフォーカスモードを変更してち、設定 
ページの設定には反映されません。 

• マニュアルフオーカスの設定をするとフオーカスび固定され 
たままになるのでごま意ください。 


■ 露出を設定する 



① 露出モード 

[才ート]、[マニュアル]、[才ート（フ U ッカーレス）]、 
[オート（シャッター優先）] から選択します。 

設定ぺージの[カメラ]で[デイナイト]を[才ート]にし 
てご使用の場合 （ P . 53) は、[オート]、[オート（フ U ッ 
力ーレス）]、[才ート （シャッ ター優先）]を選択してく 
ださい。 

露出モードの各設定項目に関する説明は、設定ページ 
( P . 51) をご参照ください。 

② [露出補正] 

露出 モー ドび[才ート]、[才ート （フ U ッカーレス）]、 
[才 ート （シャツ ター 優先） ] のとさ、 9 段階 （-4 〜 +4) 
の露出補正値をスライダーで選択でさます。 


映像を暗くしたい場合はマイナスの値を、明るくしたい 
場合はプラスの値を選択してください。 

③[測光方式] 

露出 モー ドび[才ート]、[才ート（フ U ッカーレス）]、 
[オート（シャッター優先）] のとさ、測光方式を[中央 
部重点]、[平均]、[スポット]から選択します。 

[中央部重点] 

画面中央部に重点をおさなびら、画面全体を測光す 
ろ方■式です。 

画面周辺に多少明暗びあってち、中央付近の被写体 
は適正な露出び得られます。 

被写体び画面中央付近の場合にご使用<ださい。 


[平均] 

画面全体を平均して測光するち式です。 

画面内の明暗差び大さい撮影環境でわ安定した露出 
び得られます。 

車の通過、人の出入りびあるシーンなどで露出を安 
定させたい場合にご使用ください。 


[スポット] 

画面中央部を測光するち式です。 

画面周辺の明暗に左ちされることな<、画面中央部 
の被写体は適正な露出び得られます。 

被写体にスポット光び当たっている場合や、逆光の 
場合などで画面中央部に露出を合わせたいとさにご 
使用ください。 

④ [シャッタースピード] 

露出モードび [マニュアル]、[才 ート （シャッ ター優先）] 
のときに、シャッタースピードを選択します。 [マニ ュア 
ル]の場合は [1/1 sec ] 〜 [1/16000 sec ] の間でプルダウ 
ンメニューから設定します。[才ート （シャッ ター優先）] 
の場合は [1/2 sec ] 〜 [1/16000 sec ] の間でプルダウン 
メニューから設定します。 



⑥[絞！ 3] 

露出モードび [マニュアル] のとさに、絞りの値を設定 
しよ9 〇 

スライダーを左に動かすほど絞りび絞られ、映像は暗く 
なります。一ち、もに動かすほど絞りび開かれ、映像は 
明る < なります。 

⑧[ゲイン] 

露出モードび [マニュアル] のとさに、ゲインの値を設 
定します。 

スライダーを左に動かすほどゲイン（明るさに巧する 
感度）び低くなり映像は暗くなります。一ち、もに動か 
すほどゲインび高くなり、映像は明るくなります。 
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管理者ビューワーでの操作と設定を巧う 


國重要 

信号機、電光掲示板などの被写体を撮影した場合、映像び点滅 
して表示されることびあります。 

露出モードを [オート（シャツ ター優先）]に変更して、1/100よ 
り低速のシャッタースピードを選択すると、現象び緩和される 
場合びあります。 


■ ホワイトバランスを設定する 



①[才ート] 

自動的にホワイトバランスを調整します。 


②[光源選択] 

光源を使用状況に合わせて、下のプルダウンメニューか 
ら選択します。 


[堂光打昼光色]:昼光色堂光打のちとで撮影する場 
合に選択してください。 

[堂光好白色]:昼白色堂光打、白色堂光好のちとで 
撮影する場合に選択してください。 
[堂光打暖色]:暖色堂光打のちとで撮影する場合 
に選択してください。 

[水銀打] :水銀打のちとで撮影する場合に選 

択してください。 

[ナト U ウム灯]:オレンジ色のナト U ウム打のちと 
で撮影する場合に選択してくださ 


い。 

[八□ゲン打] :八□ゲン電球、白熱電球のもとで撮 

影する場合に選択してください。 



③[□ック] 

現在受信している映像でホワイトバランスを固定しま 
す。 


またホワイトバランスを光源に強制的に合わせて固定 
する場合、[ワンシヨット WB ] を使用してください。 
設定ち法例： 

白い被写体（白い紙など）を光源で照らし、被写体を画 
面いっぱいに撮影した状態で[ワンシヨット WB ] を実 
行します。 

圏重要 

• 光源選択は代表的な特性に合わせていますので、お使いの光 
源によっては、適切な色合いにならない場合びあります。そ 
の場合には[ワンシヨット WB ] 機能をお使いください。 

• [オート]モードに設定され水銀打光源下で画面び緑色を帯び 
る場合は、光源選択[水銀打]モードをご使用ください。また、 
光源選択[水銀打]モードに設定されてち水銀打光源下で画面 
び適切な色にならない場合には、[才 ー ト]モードをご使用く 
ださい。 

• 単一色の被写体およびナトリウム打、水銀打や一部の堂光打 
などの照明を使用する環境下では、自動でカメラの色合いを 
調整でさないことびあります。 

• [デイナイト]び[ナイトモード]になっている場合 （ [才ート] 
に設定されていて、ナイトモードと判定されている場合を含 
む）は、ホワイトバランス機能は使用できません。 

• 昼夜連続で撮影する場合のま意 

屋外での昼夜連続撮影など、光源び徐々に変化する場所で、 
変化びかない被写体を撮影したとさ、映像び適切な色になら 
ない場合びあります。 

上記の場合は撮影される映像に変化を与えると適切な色にな 
0 ます。 


■ デイナイトを設定する 



[才ート] 

明るさに応じて自動的にデイモードとナイトモードを切 


り換えます。 


[デイモード] 

通常のモードでカラー映像を見ることびでさます。 

[ナイトモード] 

赤外線カツトフィルターび外れ、映像び白黒になります。 

圏重要 

[デイモード]または[ナイトモード]のままビューワーを終了さ 
せると、設定ページのデイナイトの設定び[オート]でち、オー 
トデイナイトび無効の状態び続さます。オートデイナイトを有 
効にするときは、必ず[才ート]に設定してからビューワーを終 
了させて < ださい。 




















国メモ 

デイナイト （ P . 53、 P .141) を設定した場合のフオーカスの合ラ 
範囲は、 P . 53のメモを参照してください。 

■ か部デバイス出力の操作 

外部デバイスの出力を操作し、現在の状態をアイコンで表 
示します。アイコンをク U ックすると、 [アクティブ]/ [イ 
ン アクティブ] の状態を切り換えることびできます。 


■ 外部デパイス化力 

化力 1 化力 2 


例： 

出力1:出カインアクティブ状態 
出力2:出カアクティブ状態 


■ フレームレー トを設定する 



[最大 フレームレート] 

表示映像の最大フレームレートを [30 fps ] から [0.2 fps ] 
の間の12段階から選択でさます。 


イベントのが態を表示する 


[イベント表示]ボタンをク U ックすると、イベント表示パ 
ネルび表示され、外部デバイスの入力状態、およびインテ 
U ジェント機能の映像検知と音量検知の状態び表示され 

よ9 〇 



例： 

入力1:入カインアクティブ状態 
入力2:入カアクティブ状態 

②[インテリジェント機能（映像検知）] 

インテ U ジェント機能による映像検知の状態び表示さ 
れます。インテ U ジェント機能（動体検知、置き去り検 
知、持ち去り検知、いたずら検知、通過検知）の検知設 
定で、検知あり状態になると、そのアイコンび緑色にな 

ります （ P . 1〇 7 )。 

インテ U ジェント機能設定ツールの[検知設定名]に名 
前び入力されている場合 （ P .107) は、[設定 1] 〜[設定 
15] に、その名称び表示されます。 


ぉ1 泰 記ち2 A i 滿3 〇 

淀4 0 iS ミ5 み iS ミ6 0 


例： 

設定1:映像検知状態 ON 
他の設定：映像検知状態 OFF 

国メモ 

検知あり状態を示すアイコン表示は、最大で約5分間です（動体検 
知を除 <) 。 


③[インテリジェント機能（音量検知）] 

音量検知の状態び表示されます。設定ページの[イベン 
卜] > [音量検知]で設定された条件を検知すると、アイ 
コンび緑色になります。 



例： 

音量検知状態 ON 


SD ゾモリーカードに手動録画する 

管理者ビューワーに表示中の映像を SD メモ U —カードに 
手動録画でさます。 

国メモ 

• SD メモリーカードに録画するには、カメラに SD メモ U —力一 
ドびマウントされていて （ P .129) 、 設定ぺージの[メモリー 
カード] > [動作設定]> [□グと映像を保存する]び選択されて 
いる必要びあります。 

• SD メモ U —カードに録画される映像のサイズは、ビューワー 
の映像サイズの設定に従います。映像のフォーマットは、設定 
ページの[メモリーカード]の設定に従います （ P . 73)。 


①[外部デバイス入力] 

外部デノ くイスによる接点入力信号を受けると、入力びア 
クテイブとなりアイコンで表示されます。 



■ 映像を手動録画する 

1カメラの制御権び取得されていない場合は、[カメラ 
制御権取得/解放]ボタンをクリックして、制御権を取 
得する 
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管理者ビューワーでの操作と設定を巧う 


2 [ SD 力ード録画を開始/停止]ボタンをクリックする 


録画の状態に応じて、 [ SD 力ード録画を開始/停止]ボ 
タンの表示び次のように異なります。 

録画していない状態 

録画中 

録画を停止するには、もう一度 [ SD 力ード録画を開始 
/停止]ボタンをクリックする 


■ 手動録画した映像を確認する 

SD メモ U —力ードに手動録画した映像は、録画映像ユー 
テイ U テイ （ P . バ 7 )で確認および再生できます。 

[録画映像ユーテイ U テイ]ボタンをク U ックすると、管理 
者ビューワーから録画映像ユーテイ U テイを起動でさま 
す。 





# 轟ご -?/ VB ご - 9- 
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SD メモ U — カードのアクセスについて 


カメラにセットした SD メモ U —カードには、なのデータを自動的に保をできます （ 「5章設定ページ」の「[メモ U —力一 
ド] SD メモ U - 力ードの各種操作や設定」 （ P . 73)) 。 

• ネットワーク異常のために配信でさなかった録画スト U —ムの映像 （ JPEG のみ） 

• ネットワーク異常のために HTTP / FTP アップ□-ドに失敗した映像 （ JPEG / H .264) 

• 管理者ビューワーからのユーヴーによる手動記録映像 （ JPEG / H .264) 

• [外部デバイス入力]、[音量検知]およびインテ U ジェント機能によるイベント発生時の記録映像 ( JPEG / H .264) 

• タイマーによる記録映像 （ JPEG / H .264) 

• □グ 


■ SD メモリーカードへのアクセス 


管理ツールの録画映像ユーティ U ティ （ P . 117)を使用するか、 FTP ソフトウェア（同捆していません）を使用してカメラの 
IP アドレスにアクセスしてください。 

FTP ソフトウェアの設定 

アドレス： カメラの IP アドレス（工場出荷設定192.168 .100.1) 

ユーヴー ID -管理者のユーヴー ID (工場出荷設定 root ) 

ノ くスワード：管理者のノ くスワード（工場出荷設定 camera ) 


■ 録画ストリーム配信失敗時の JPEG 映像 

SD メモ U —カードの残り容量びなくなるか、映像び全サブデイレクト U で保存可能なファイル数に達すると、 SD メモ U — 
力ー ドへの保をはできません。この場合は、不要になった JPEG 映像を録画映像ユーテイ U テイで削除してください。 


■ アップ□-ド失敗時の JPEG / H .264 映像 

SD メモ U —カードの残り容量びなくなるか、映像び全サブディレクト U で保存可能なファイル数に達すると、 SD メモ U — 
力ードへの保初まできません。この場合は、不要になった JPEG / H .264 映像を録画映像ユーティリティで削除してください。 

■ ユーザーによる手動記録映像 ( JPEG / H .264) 

SD メモ U —カードの残り容量びなくなるか、映像び全サブディレクト U で保存可能なファイル数に達すると、 SD メモ U — 
力ードへの保初まできません。この場合は、不要になった JPEG / H .264 映像を録画映像ユーティ U ティで削除してください。 

■ イベント巧生時の記録映像 （ JPEG / H .2 目 4) 

SD メモ U —カードの残り容量びなくなると、 SD メモ U —カードへの保存はできません。この場合は、不要になった JPEG / 
H .264 映像を録画映像ユーティ U ティで削除してください。 

■ タイマーによる記録映像 ( JPEG / H .264) 

SD メモ U —カードの残り容量びなくなると、 SD メモ U —カードへの保存はできません。この場合は、不要になった JPEG / 
H .264 映像を録画映像ユーテイ U テイで削除してください。 


■ □グファイル 

FTP ソフトウエアを使用して PC にダウン□ー ドすることち可能ですび、管理ツールの□グビューワーを使用することで、 
□グファイルを容易に表示およびダウン□ー ドでさます。 
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SD メモリーカードのアクセスについて 


國重要 

• 録画映像ユーティ U ティの利用!;1外のち法で映像を削除したとさは、設定ページの[メモ U —カード]で[映像管理情報の再作成]を実 
行する必要びあります （ P . 74)。 

• FTP ソフトウェアを使用した結果生じた事故や損害について、キヤノンは一切の責任を負いかねます。 

■録画映像ユーティリテイでダウン□-ドしたデータのディレクトリ構造 

SD メモ U —カードの映像を録画映像ユーテイ U テイを使って PC などにダウン□ー ドした場合、カメラや日時などの条件に 
応じてフオルダび自動的に作成されます。 

フオルダ構造は次のとおりです。 


例： IP アドレス 192.168.100 .1 のカメラで 2012/9/10 の 16:00:00 〜 16:59:59 ( JST ) に手動録画で記録された H .264 の映像 
D:¥work ¥ 1 92. 1 68. 1 00. 1 ¥ 20120910 ¥ 070000_075959 _ +9 _ M _ H 264 

1_ J I _ ]■ I _I 1 _I I_1 I_I 1 _ 

① ② ③ ④ ⑥⑧⑦ 

① [ダウン□ー ド先]に指定したフォルダ 

② カメラの IP アドレス 

③ 映像の録画曰 

④ 録画開始時刻_終了時刻 ( UTC ) 

⑥ UTC との時差 
⑧録画種別 

E :イベント 
M :手動録画 
R :録画スト U —ム 
T :タイマー 
U :ァップ□-ド 

⑦ 映像フォーマット （JPEG または H .264) 

宜メモ 

• フォルダは1時間単位で作成されます。 

• 録画開始時刻終了時刻に時差を足すと、現地時間になります。 
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■録画映像ユーテイリテイでダウンロードしたファイルちフォーマット 

例： 2012/9/10 の 16:06:19 か 5 手動録画を実行した場合 
20120910 070618 -070619 -M 00 _507 .mov 

I _ II _ II _ II__I 

① ②③④ 

① 映像の録画曰 

② ファイル作成時刻 （ UTC ) 

③ 録画開始時刻 ( UTC ) 

④ 録画種別 

E :イベント 
M :手動録画 
R :録画スト U —ム 
T :タイマー 
U :ァップ□-ド 

宜メモ 

• ファイルの作成は実際の録画時刻より先行します。 

• 録画び数秒！; Lb 続いたことで複数の映像ファイルび作成されたとさは、②とファイル名末尾の連番び異なるファイル名となります。上 
記の例で録画開始 (16:06:19) から4秒後に次のファイルに切り換わった場合は、次のファイル名になります。 

20120910070623 -070619- M 00_508 .mov 

16:06:19に開始された録画の続きなので、③録画開始時刻は070619のままです。また、ファイル名末尾の連番は1つ進んでいます。 
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修飾子について 


設定項目によっては、修飾テ‘％文字’によるパラメーター記述び可能です。 


修飾子 

意味 

記入される文字列の内容 

%n 

撮影理由（番号） 

0(テスト） 1 1(外部デバイス入力 1) I 2(外部デバイス入力 2) I 

33(タイマー 1) I 34(タイマー 2) I 35(タイマー 3) I 36(タイマー 4) I 145 ( 音量検知 ） | 
161(インテリジェント機能検知設定 1) I 162 (インテリジェント機能検知設定 2) I 

163 (インテリジェント機能検知設定 3) I 164 (インテリジェント機能検知設定 4) I 

165 (インテリジェント機能検知設定 5) I 166 (インテリジェント機能検知設定 6) I 

167 (インテリジェント機能検知設定 7 ) I 168 (インテリジェント機能検知設定 8) I 

169 (インテリジェント機能検知設定 9) I 170 (インテリジェント機能検知設定 10) I 

171(インテリジェント機能検知設定 11) I 172 (インテリジェント機能検知設定 12) I 

173 (インテリジェント機能検知設定 13) I 174 (インテリジェント機能検知設定 14) I 

1 7 5 (インテリジェント機能検知設定1 5) 

%N 

撮影理由（文字列） 

<外部入カデバイス名（半角英数字）> I <インテリジェント機能検知設定名 （1 〜15)> I 

NULL (外部入カデバイス名（半角英数字）未設定/音量検知/タイマーイベント-テストの場 
合） 

%X 

画像の幅 

横ち向の画素数 

%Y 

画像の高さ 

縦ち向の画素数 

%C 

カメラ番号 

1 

%D 

カメラ名 

[カメラ名（半角英数字）]の設定値 

%P 

パン位置 

Kgfl -179.99 〜180.00 BTSfra Bmil 0 

%T 

チルト位置 

KCTi -179.99 〜180.00 frsfTii Bmn 0 

%Z 

ズーム位置 

ngfi 0.01 〜300.00 fTSiTii freiiio 

%v 

カメラサーバー 

VB - H 41 / VB - H 610 VE / VB - H 610 D / VB - H 71 OF 

%y 

撮影時刻の年 

2001 〜 2031 

%m 

撮影時刻の月 

01 〜 12 

%d 

撮影時刻の曰 

01 〜 31 

%w 

撮影時刻の週曰 

〇〜6(日曜〜±曜に対応） 

%H 

撮影時刻の時 

00〜23 

%M 

撮影時刻の分 

00〜59 

%S 

撮影時刻の秒 

00〜59 

%s 

撮影時刻の三 U 秒 

00〇〜999 

%z 

撮影時刻のタイムゾーン 

-1200 〜+1300 

%a 

撮影時刻の週曰名 

Sun I Mon I Tue I Wed I Thu I Fri I Sat 

%b 

撮影時刻の月名 

Jan I Feb I Mar I Apr I May I Jun I Jul I Aug I Sep I Oct I Nov I Dec 

%h 

ホスト名 



メモ 

• 不整合びあれば実行時エラーとなります。 


• 未定義の文字については、1%力ぐ削除されます。 































■ 巧!用可能な修飾子について 

各設定項目で利用可能な修飾テは、次の通りです。 

【 HTTP アップ□-ド】化 58) 


[ノ V つメーター (query string )] 

すべての修飾テび利用可能です。 

【 FTP ァップ□—ド】 （ P . 58) 

[作成サブデイレクト US ] 

利用可能な修飾テは、 ％ y 、％ m 、％ d 、％ w 、％ H 、％ h 、％ n のみです。 

[作成ファイル名] 

利用可能な修飾テは、 ％ y 、％ rn 、％ d 、％ w 、％ H 、％ M 、％ S 、％ s 、％ ri のみです。 

【メール通報】 （ P . 59) 

[本文] 

すべての修飾テび利用可能です。 
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トラブルシューテイング 


販売店やお客様相談センターに連絡する前に、なのことを確認してください。□グメッセージび表示されている場合は、 □ 
グメッセージー覧の内容と対策を参考にしてください。 


問題 

巧処方法 

カメラび起動しない 

• PoE 対応 HUB をご使用の場合、 LAN ケーブルび正しく接続されているか確認してく 

ださい。 

• AC アダプター(オプション）をご使用の場合、 AC アダプターび正しく接続されてい 
るか確認してください。 

• 電源を入れ直してください （ 『設置ガイド』の「カメラを接続する」）。 

VB 初期設定ツールび動作しない 

• LAN ケーブルび正しく接続されているか確認してください。 

• カメラの電源を入れ直してみてください （ 『設置ガイド』の「カメラを接続する」）。 
電源を入れてから20分！;(上経過すると、 VB 初期設定ツールに反応しなくなります。 

• カメラと VB 初期設定ツールび動作している PC び、同じセグメント上の LAN に接続 

されているか確認してください。 

• [ Windows ファイアウォール]機能を有効に設定してある場合は、 VB 初期設定ツール 
び動作しない場合びあります。そのときは 「[ Windows ファイアウォール]機能を有 
効に設定してある場合のま意事項」 （ P .19) をご覧ください。 

• 従来機種の VB 初期設定ツールを使っていないか確認してください。 

カメラアングル設定ツー j レび動作しない 

• LAN ケーブルび正しく接続されているか確認してください。 

• カメラとカメラアングル設定ツールび動作している PC び、同じセグメント上の LAN 

に接続されているか確認してください。 

• 「アプリケーションび起動できませんでした 。 .NET Framework 3.5 ( SP 1 IU 降）をイ 
ンス I ルしてください。」と表示される場合は 、 .NET Framework 3.5 ( SP 1 IU 降） 

をインス I ルするか、設定を有効にしてください （ P . 18参照）。 

カメラのトップページび表示されない 

• LAN ケーブルび正しく接続されているか確認してください。 

• カメラのネットワークび正しく設定されているか確認してください。特に IP アドレ 

ス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイアドレスについては利用している 

ネットワークで使用可能な設定か確認してください。 

• IP アドレスの変更を行った場合には、カメラび再起動するまで有効になりません。 

• Web ブラウヴーに入力している URI (カメラの IP アドレス）び正しいか確認してくだ 

さい （ P . 42、 P . 76、 P .127) 。 

管理ツールび起動でさない 

管理者ビューワーび起動でさない 

• 「ご使用の Web ブラウヴーには対応していません。」と表示される場合は 、 Internet 
Explorer 7.0 じ i 降をお使いください。 

• 「アプリケーションび起動できませんでした 。 .NET Framework 3.5 ( SP 1 IU 降）をイ 
ンス I ルしてください。」と表示される場合は 、 .NET Framework 3.5 ( SP 1 じ(降） 

をインス I ルするか、設定を有効にしてください （ P . 18参照）。 

•「 JavaScript び使用でさないか無効化されています。」と表示される場合は 、 Internet 
Explorer のセキュリティで[アクティブスクリプト]を[有効にする]に設定してくだ 
さい（設定ち法は、次の (2) を参照してください）。 

• 「アプ U ケーションび起動でさませんでした。管理者ビューワーおよび管理ツールを使用 

するには、下の設定び必要です。」と表示される場合は、次の設定を行ってください。 

(1) 管理ツール証明書をインス I ルしてください （ P . 26) 。 

(2) Internet Explorer 9じ(降を使用されている場合は、「カメラのトップぺージを信 
頼済みサイトとして登録する」 （ P .19) の手順に従い 、 Internet Explorer の[セ 
キュリティ]設定で、この Web サイトを[信頼済みサイト]に追加してください。 

(3) Internet Explorer で[ツール] > [インターネットオプション] > [セキュ U 
ティ] > [レベルのカスタマイズ]をクリックし、セキュリティ設定のリストで、 
[ XAML ブラウヴーアプリケーション]、[ファイルのダウン□-ド ]、 [FRAME 
のプ□グラムとファイルの起動]の各項目を[有効にする]に設定します。 
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問題 

巧処方法 

映像び表示されない 

• 映像品質を改善したい場合、「5章設定ページ」の「[映像]映像のサイズや品質、フ 
レームレートの設定」 （ P . 55) を参照いたださ、設定を変更して調整してください。 

• カメラに同時にアクセスでさるビューワーの数は最大30です。制限を超えた場合に 

は映像び表示されずにメッセージび表示されます。 

管理者ビューワーでデジタル PTZ パネルに映 

像び表示されない 

• 設定ページの[映像サーバー]で設定されている[最大クライアント数]び0の場合、 
デジタル PTZ パネルに映像び表示されません。[最大クライアント数]の数を増やして 
ください。 

管理者ビューワーでデジタル PTZ パネルの映 

像び更新されない 

• デジタル PTZ パネルの映像び更新される時間には、設定ページの[映像サーバー]の 
[最大接続時間(秒)]び適用されます。 

設定を 01 U 外にすると、設定時間経過後に映像び更新されなくなります。 

設定を0にすると、映像更新時間び無制限になります。ただし、この設定はデジタル 
PTZ パネルだけでなく、個々のクライアントびカメラに接続でさる時間でちあるた 

め、ごま意< ださい。 

音声び利用でさない 

• 音声び利用でさない場合は、カメラのオーディオサーバーの設定を確認していただく 

ととちに、 PC のヴウンドとオーディオデバイスの設定ちご確認ください。 

• 管理者ビューワーを管理者ユーヴー権限で使用する場合、 RM ビューワーなどの管理 

者権限で音声を使用するビューワーびカメラに接続していないか確認してください。 

• VB ビューワーでは 、 Canon Network Camera Audio Receiver 3.0 のアドオンびイ 

ンス I -ールされていない場合、音声はご利用になれません。 

カメラ制御びでさない 

• 管理者ビューワーに管理者として接続するとカメラ制御権を占有します。管理者 
ビューワーに登録ユーヴーとして接続すると、管理者びカメラ制御権を解放しない限 
り、カメラ制御びできません。管理者に相談してください （ P .124) 。 

ビューワーの接続び切れる 

• ネットワークや PC に異常びないか確認してください。 

• PC を再起動し、接続してください。 

パスワードを忘れてしまった 

• U セットスイッチを用いて、カメラの日付と時刻外のすべての設定を初期化できま 
す （ P . 164)。初期化後の管理用パスワードは 「 camera 」 です。ただし、 IP アドレ 
スやヴブネットマスクなどのネットワーク設定ち初期化されますので、再設定び必要 

になります。 

アップ□ー ドでさない 

• [アップ□-ド]メニューでのアップ□-ド先の設定と、[イベント]メニューでのイべ 
ントに対するアップ□ー ド動作の両方の設定び、正しくされているか確認してくださ 

い。 

• 適用済みのアップ□-ド先の設定は、[アップ□-ド]メニューのテスト （ P . 58) を実 
行することで、動作確認でさます。 

• [メンテナンス]メニューの[□グを見る]やサーバー側の□グを見て、詳細な動作環境 
を確認してください。[□グを見る]については、「アプリケーシヨン（アップ□-ダー) 

のメッセージ」 （ P .155) をご参照ください。また、 P . 57の r 重到もご参照くださ 
い。 

• サーバー側の設定については、システム管理者にお問い合わせください。 

録画スト U —ムび利用でさない 

• [アップ□-ド]メニューの[アップ□-ドの動作]び HTTP または FTP でアップ □- 
ドする設定になっている場合、録画ストリームは利用でさません。[アップ□ー ドの 
動作]を[アップ□-ド無効]に設定してください （ P . 57)。 

SD メモ U —力ードに映像を記録でさない 

• イベント発生時に SD メモ U —カードに記録するとさは、設定ページの[イベント] 

で、[映像記録動作]の設定を確認してください。[映像記録動作]び[アップ□ー ド]に 
なっているとさは、 [ SD 力ードに記録]に変更してください。 

• ネットワーク異常のために配信できなかった録画ストリームの映像、または HTTP / 

FTP アップ□ー ドに失敗した映像び SD メモ U —力ードに記録されていないとさは、 
設定ページの[メモリーカード]で、[動作設定]の設定を確認してください。[動作設 
定]び[□グを保存する]になっているとさは、[□グと映像を保存する]に変更してく 
ださい。 

• 手動で SD メモ U —カードに記録するとさは、カメラ制御権を取得してください。 
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トラブルシューティング 


問題 

巧処方法 

設定ページや管理ツールでファイレび保存で 

さない 

• Windows 7 、 Windows Vis ね および Windows Server 2008では、一部のフオルダ 

への保存を禁止しているため、ファイルの保存に失敗する場合びあります。[ドキュメ 
ント]や[ピクチヤ]など、ほかのフオルダを指定してください。 

録画映像ユーティ U ティを起動すると 「SD 
カードにアクセスでさません。設定ページで 

映像管理情報を再作成して<ださい。」と 
メッセージび出る 

• 設定ページの[メモリーカード]> [ SD カード情報] > [映像管理情報状態]を確認し、 
[映像管理情報の再作成び必要]と表示されているときは [ SD 力ードの操作] > [映像管 
理情報の再作成]の[実行]をク U ックしてください。映像管理情報の再作成の完了 
後、[映像管理情報状態]の表示び[正常]になっていることを確認してください。 



I 
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□グメッセージー覧 


カメラの□グメッセージ 


□グメッセージは、次のように分類されています。 


分類 

レベル 

コード 

障害の程度 

crit 

エラー 

4 xx 

ソフトレべルの異常（タスク 
動作停止） 

err 

エラー 

3 xx 

動作に支障のある異常（動作 
継続） 

warning 

警告 

2 xx 

動作に支障のない異常 

notice 

警告 

1 xx 

システム外部の異常 

info 

情報 

Oxx 

正常動作に関する情報 




分類 

レベル 

コード 

障害の程度 

alert 

エラー 

5 xx 

八ードレべルの異常（システ 
ム動作停止） 


国メモ 

約 S 時間□グに記録される内容び無い場合は、メッセージエ U ア 
に"一 MARK —11 と記録されます。 


■アプリケーション（カメラ）のメッセー 


W001 システムの起動と停止 [info] 


内容 

%1 webview ( W 001) 

%1 

起動 ( starting ) または停止 （ stopping ) 

意は 

wvhttp サーバー ( webview ) の起動と停止。 


W030 WebView Livescope クライアントの開始と終了 
[info] 


内容 

%1%2 host =< ホスト >， user =< ユーヴ ー >， prio =< 優 
先度 > ( W 030) 

%1 

W : WebView セッション、 V :セッションレスビデオ 

クライアント 、 N :セッションレスイベントクライアン 

h 

%2 

+ :接続、-:切断 

意は 

カメラサーバークライアントの接続と切断。 


W031 映像データ送信量 [info] 


内容 

%1= host =< ホス h >， user =< ューヴ ー >， video=<jpg 

I h 264>:< フレーム数> ( W 031) 

%1 

W : WebView セッション、 V :セッションレスビデオ 

クライアント 

意は 

クライアント切断時に、クライアントに送信した総 

データ量をフレーム数で表示。 


W040 か部メモリーへの退避 [info] 


内容 

%1 the image storing - %2 ( W 040) 

%1 

起動 ( starting ) または停止 （ stopping ) 

%2 

開始-終了原因 

意は 

録画スト IJ ームの外部メモ U —への退避び開始または 

終了した。 


W101 不正ユーザー名 [notice] 


内容 

user <ユーヴー名> not found ( W 101) 

意は 

登録されていないューヴーによるアクセス。 


W102 不正パスワード [notice] 


内容 

user <ューヴー名> password mismatch ( W 102) 

意は 

パスワードび不正。 


W130 バッファの回復 [notice] 


内容 

stream buffer recovered ( W 130) 

意は 

録画ストリームの映像バッファび回復した。 


W210 カメラ操作の取り消し [warnina] 


内容 

camera operation discarded ( W 210) 

意は 

要ホされたカメラ操作を取り消した。 


W230 バッファオーバーフ □— [warning] 


内容 

stream buffer overflowed ( W 230) 

意は 

録画スト IJ ームの映像ノ くッファび才ーバーフロー し、 

映像び破棄された。 
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□グメッセージー覧 


■アプリケーション（アップ□ーダー）の 


メッセージ 

A 004 アップ□—ダーの起動と停止 [ info ] 


内容 

%1 uploader ( A 004) 

%1 

起動 ( starting ) または停止 （ stopping ) 

意は 

アップ□—ダー ( uploader ) の起動と停止。 


A 040 アップ□—ド回数 ( MAIL ) [ notice ] 


内容 

uploader mail : normal =%1 test =%2 ( A 040) 

%1 

通常のアップ□ー ドの回数。 

%2 

アップ□ー ドテストの回数。 

意は 

アップ□ー ドを実行した回数を表示。 


A 041 アップ□—ド回数 （ FTP ) [ notice ] 


内容 

uploader ftp : normal =%1 test =%2 ( A 041) 

%1 

通常のアップ□ー ドの回数。 

%2 

アップ□ー ドテストの回数。 

意は 

アップ□ー ドを実行した回数を表示。 


A 042 アップ□—ド回数 ( HTTP ) [ notice ] 


内容 

uploader http : normal =%1 test =%2 ( A 042) 

%1 

通常のアップ□ー ドの回数。 

%2 

アップ□ー ドテストの回数。 

意は 

アップ□ー ドを実行した回数を表示。 


A 120 アップ□—ド送信巧の名前解巧失敗 [ notice ] 


内容 

uploader cannot resolve the server name ( A 120) 

意は 

アップ□ー ド送信先の名前解決に失敗。 


A 121 アツプロード送信巧の接続失敗 [ notice ] 


内容 

uploader cannot connect the server ( A 121) 

意は 

アップ□ー ド送信先への接続に失敗。 


A 122 アップ□—ド送信巧の接続失敗 [ notice ] 


内容 

uploader cannot connect the server ( A 122) 

意は 

A 120、 A 121 外の原因で、アップ□ー ド送信先への 

接続に失敗。 


A 134 アップ□—ドの設定値不正 ( FTP / HTTP モード) 
[ notice ] 


内容 

ftp/http mode invalid , uploader set < none > forcibly 
( A 134) 

意は 

アツプ□ー ドち式の設定値不正。アツプ□ー ドしない、 

に強制的にセツトした。 


A 135 アップ□—ドの設定値不正 （ FTP の PORT/PASV 


モー ド） [ notice ] 


内容 

ftp port/pas V mode invalid , uploader set < pasv > 
forcibly ( A 135) 

意は 

FTP アップ□-ドにおける PORT / PASV モードの設 

定値不正。 PASV モード、に強制的にセットした。 


A 136 アップ□—ドの設定値不正 ( HTTP の通知のみ/画 
像付をモード） [ notice ] 


内容 

http notice/image mode invalid , uploader set 
< image > forcibly ( A 136) 

意は 

HTTP アップ□ー ドにおける通知のみ/画像付さモード 

の設定値不正。画像付さモード、に強制的にセットし 

た。 


A 137 アツプロードの設定値不正（メール通知） [ notice ] 


内容 

mode invalid , uploader set < none > forcioly ( A 137) 

意は 

メール通知の設定値不正。メール通知しない、に強制 

的にセツトした。 


A 138 アップ□—ドの設定値不正（メール通知の認証方式) 
[ notice ] 


内容 

authentication mode invalid , uploader set <smtp 
auth > forcibly ( A 138) 

意は 

メール通知の認証ち式の設定値不正。 SMTP _ AUTH 、 

に強制的にセツトした。 


A 271 メール通報の通信バッファあふれ [ warning ] 


内容 

mail queue is full ( A 271) 

意は 

乂 一 J レ通報び通信ノ くッファからあ兩れた。 

対策 

イベント発生数を低減するように調整する。また、 

アップ□ー ド用の画質、映像サイズを調整する。 




















































A 272 アップ□—ドの通信バッファあふれ [ warning ] 


内容 

ftp/http queue is full ( A 272) 

意は 

アップ□ー ドび通信ノくッファからあ兩れた。 

対策 

イベント発生数を低減するように調整する。また、 

アップ□ー ド用の画質、映像サイズ、フレームレート 

を調整する。 


A 273 バッファ ffi 用量制限 [ warning ] 


内容 

used buffer size is over maximum size . ( A 273) 

意は 

バッファの使用サイズび最大に達した。 

対策 

アップ□ー ド用の画質、映像サイズ、フレームレート 

を調整する。 


A 274 アップ□—ド用イベントバッファあふれ [ warning ] 


内容 

event queue is full ( A 274) 

意味 

アツプ□-ド用イベントノ くツファびあ兩れた。 

対策 

イベント発生数を低減するように調整する。 


A 275 アップ□—ド用映像バッファあふれ [ warning ] 


内容 

buffer queue is full ( A 275) 

意味 

アップ□ー ド用映像バッファびあ兩れた。 

対策 

イベント発生数を低減するように調整する。また、 

アップ□ー ド用の画質、映像サイズ、フレームレート 

を調整する。 


A 470 アップ□—ダー初期化失敗 [ crit ] 


内容 

uploader initialization failure - %1( A 470) 

%1 

エラー 番号 

意は 

アツ プ□ーダーの初期化び失敗した。 

対策 

再起動してを解消しない場合は故障の可能性びあるた 

め、販売店へ連絡び必要。 


■ アプリケーシヨン（才ーディオサーバ ー) 
のメッセージ 

B 001 才ーデイオサーパーの起動と停止 [ info ] 


内容 

%1 audio . ( B 001) 

%1 

starting I stopping 

意は 

才ーディオヴーバーび起動/停止した。 


B 011 才ーデイオクライアントの開始 [ info ] 


内容 

[%1]%2 connected n =%3 ( B 011) 

%1 

クライアント種別 （send I recv ) 

%2 

クライアントホストの IP アドレス 

%3 

総クライアント数 

意は 

オーディオクライアントび接続した。 


B 012 才ーデイオクライアントの終了 [ info ] 


内容 

[%1]%2 closed n = %3 ( B 012) 

%1 

クライアント種別 （send I recv ) 

%2 

クライアントホストの IP アドレス 

%3 

総クライアント数 

意は 

オーディオクライアントとの接続び切れた。 


B 101 異常リクエストの受信 [ notice ] 


内容 

%1 unusual request [%2] ( B 101) 

%1 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

異常種別 （400 I 404 I ...) 

意は 

コマンドエラー （400) 、 パラメーターエラー （404) に 
より、 U クエストを拒否した。 


B 102 クライアントの接続拒否 [ notice ] 


内容 

%1 request denied [%2] ( B 102) 

%1 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

拒否種別 （41 I 43 I ...) 

意は 

認証エラー（41)、時間指定エラー（42)、 U ソース不足 
(43)、非対応コーデック指定 （45) 、 非許容ユーヴーレ 
ベル指定 (47) 、 クライアント数制限 （49) 、 動作モード 
(4 a ) 、 サービスの競合 （4 e ) により、クライアントの接 
続を拒否した。 

対策 

41:接続時のユーヴー名、パスワード、をしくはユー 
ヴーリストを確認する。42:接続時の playtime 、 もしく 
は最大接続時間設定を確認する。43:再接続または再起 

動する。45:対応しているクライアントソフトを用い 

る。47:接続時の userlevel を確認する。49:クライアン 

卜数設定を確認する。 4 a : オーディオサーノく一を使用す 

る設定になっているか確認する。 4 e : 接続しているクラ 

イアントを確認する。 
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□グメッセージー覧 


B 103 クライアントの強制切断 [ notice ] 


内容 

%1 access denied [%2] ( B 103) 

%1 

クライアントホストの IP アドレス 

%2 

拒否種別 （41 I 42 I 4 a ) 

意は 

開始時は接続び許可されていたび、設定変更によって 
アクセス禁止となったため、強制的に切断された（拒否 
種別は BW 2 と同じ）。 


B 201 イベント通知失敗 [ info ] 


内容 

cannot notify %1 event [%2] ( B 201) 

%1 

イベント種別 ( aid ) 

%2 

エラー 番号 

意は 

イベントの通知に失敗した。 


B 202 イベント受信失敗 [ info ] 


内容 

cannot recv event [%1] ( B 202) 

%1 

エラー 番号 

意は 

イベントの受信に失敗した。 


B 203 才ーデイオメッセージ送信失敗 [ info ] 


内容 

audio message send error %1[%2] ( B 203) 

%1 

メッセージ種別 

%2 

エラー 番号 

意は 

才ーディオメッセージの送信に失敗した。 


B 204 才ーデイオメッセージ受信失敗 [ info ] 


内容 

audio message recv error [%1 :% 2] ( B 204) 

%1 

エラー 通番 

%2 

エラー要因 

意は 

オーディオメ ッ セージの受信に失敗した。 


B 301 才ーデイオデバイス異常 [ err ] 


内容 

cannot use audio device for %1[%2:%3] ( B 301) 

%1 

送受信種別 （「x I tx ) 

%2 

エラー処理 (open I write I flush ) 

%3 

エラー番号 

意は 

オーディオデノ くイスの異常を検出した。 

対策 

自動的に復旧しないとさは、販売店へ連絡び必要。 


B 401 才ーデイオデバイス初期化失敗 [ err ] 


内容 

audio device initialization error [%1] ( B 401) 

%1 

エラー 番号 

意は 

オーディオデバイスの初期化に失敗した。オーディオ 

サーバーは停止する。 

巧策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販 

売店へ連絡び必要。 


B 402 才ーディオサーパー初期化失敗 [ err ] 


内容 

audio initialization error [%1] ( B 402) 

%1 

エラー 番号 

意は 

才ーデイオヴーバーの初期化に失敗した。才ーデイオ 

ヴーバーは停止する。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販 

売店へ連絡び必要。 


B 403 設定変更失敗 [ err ] 


内容 

cannot set config [%1 :% 2] ( B 403) 

%1 

エラー通番 

%2 

エラー番号 

意は 

設定値の更新に失敗した。才ーディオヴーバーは停止 

する 0 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販 

売店へ連絡び必要。 


■アプリケーシヨン（ビデオ関連）のメッ 

セージ 

V 001 ビデオサーパーの起動と停止 [ info ] 


内容 

%1 video ( V 001) 

%1 

起動 ( starting ) または停止 （ stopping ) 

意は 

ビデオヴーノ く一の起動と停止。 


V 020 インテリジェントサービスの起動 [ info ] 


内容 

starting intelligent . ( V 020) 

意は 

インテリジェントサービスの 起動。 


V 020 インテリジェントサービスの停止 [ info ] 


内容 

shutdown intelligent . ( V 020) 

意は 

インテ U ジェントサービスの停止。 




























































V 200 ビデオ入力の警告 [ warning ] 


内容 

video %1 warning - %2 (V200) 

%1 

ビデオ番号 

%2 

エラー番号 

意は 

ビデオ入力び復旧可能な異常を検出した。 

対策 

画像サイズ、 Q 値を変更し、 JPEG 画像 1 枚あたりの 

データをルさくする。 


V 320 インテリジェントサービスの内部エラー [ err ] 


内容 

cannot work intelligent [%1][%2] [%3] . (V320) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

%3 

エラー付帯情報 

意は 

インテ IJ ジェントサービスの内部エラーび発生した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販 

売店へ連絡び必要。 


V 321 インテリジェントサービス仮設定モードエラー 
[ err ] 


内容 

pseudo mode setting fail. (V321) 

意は 

インテ U ジェントサービスの仮設定モードの設定変更 
に失敗した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販 

売店へ連絡び必要。 


V 400 ビデオ入力の初期化エラー [ crit ] 


内容 

video %1 initialization failure - %2 (%3) (V40 0) 

%1 

ビデオ番号 

%2 

処理内容 

%3 

エラー詳糸田 

意は 

ビデオ入力の初期化に失敗したため、ビデオ入力機能 

を停止した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販 

売店へ連絡び必要。 


V 401 ビデオ入力のコマンドエラー [ crit ] 


内容 

video %1 command error - %2 (%3) (V40 1) 

%1 

ビデオ番号 

%2 

処理内容 

%3 

エラー詳細 

意味 

ビデオ入力のコマンド処理に失敗したため、ビデオ入 

力機能を停止した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販 

売店へ連絡び必要。 


V 402 ビデオ入力停止 [ crit ] 


内容 

video %1 stalled (V402) 

%1 

ビデオ番号 

意は 

ビデオ入力からの映像び停止したため、ビデオ入力機 

能を停止した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販 

売店へ連絡び必要。 


V 403 ビデオ入力のエラー [ crit ] 


内容 

video %1 fatal error - %2 (V403) 

%1 

ビデオ番号 

%2 

エラー番号 

意味 

ビデオ入力び復旧不可能なエラーを検出したため、ビ 

デオ入力機能を停止した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販 

売店へ連絡び必要。 


V 420 インテリジェントサービスの起動失敗 [ crit ] 


内容 

intelligent initialization error [%1][%2] . (V42 0) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

意は 

インテ U ジェントサービスの初期化に失敗した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販 

売店へ連絡び必要。 


V 421 インテリジェントサービスのエラー [ crit ] 


内容 

intelligent working error [%1][%2] . (V421) 

%1 

エラー番号 

意は 

インテ U ジェントサービスの動作中に復旧不可能なエ 

ラーび発生した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販 

売店へ連絡び必要。 


■アプリケーション （ SD メモ ij — カード) 
のメッセージ 

M 001 SD 制御モジュールの起動と停止 [ info ] 


内容 

%1 sdctrl (M001) 

%1 

起動 (starting) または停止 （ stopping) 

意は 

SD 制御モジュール （ sdctrl) の起動と停止。 
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□グメッセージー覧 


M 201 SD の書を込み禁止 [ warning ] 


内容 

Read only filesystem ( M 201) 

意は 

書さ込み禁止の SD メモリーカードび挿入された。 


M 203 SD 力ード容量不足 [ warning ] 


内容 

There is not available space ( M 203) 

意は 

SD カードの使用可能容量び不足している。 


M 301 SD 制御モジュールのエラー [ err ] 


内容 

%1 process failure ( M 301) 

%1 

マウント ( mount ) またはアンマウント ( unmount ) 

意は 

マウント、アンマウント処理に失敗した。 


■ HTTP サーパーのメッセージ 

H 143 ユーザー名の指定異ち [ notice ] 


内容 

( http _ auth . c . XXX ) ge し password failed , IP :%1 
( H 143) 

%1 

IP アドレス 

意味 

ューヴー認証で未知のューヴーび指定された。 


H 144 パスワードの指定異常 [ notice ] 


内容 

( http _ auth . c . XXX ) password doesn't match for %1 
usemame %2, IP :%3 ( H 144) 

%1 

URL XSS 脆弱性対策実施 （ ftpd 同等の処理） 

%2 

ユーヴー名 

%3 

IP アドレス 

意は 

ユーヴー認証で誤ったノ くスワードび指定された。 


H 201 タイムアウトによる切断 [ warning ] 


内容 

a request for %1 tinned out after writing %d 
seconds ( H 201) 

%1 

U クエスト URI 

%d 

360(タイムアウト時間） 

意は 

HTTP ヴーバーのタイムアウト （360 秒）により切断さ 
れた。 


■システムのメッセージ 

S 001 システムの起動 [ info ] 


内容 

starting paramd ( S 001) 

意は 

パラメーター管理モジュールの起動。 


S 002 システムの設定変更 [ info ] 


内容 

Updated system settings . ( S 002) 

意は 

再起動なしの設定変更びあった。 


S 010 イベントサービスの起動 [ info ] 


内容 

starting event ( S 010) 

意は 

イベントサービスの起動。 


S 011 イベントサービスの停止 [ info ] 


内容 

shutdown event ( S 011) 

意は 

イベントサービスの停止。 


S 012 か部デバイスサービスの起動 [ info ] 


内容 

starting extio ( S 012) 

意は 

外部デバイス入出カヴービスの起動。 


S 013 か部デバイスサービスの停止 [ info ] 


内容 

shutdown extio ( S 013) 

意は 

外部デバイス入出カヴービスの停止。 


S 014 タイマーサービスの起動 [ info ] 


内容 

starting tinner ( S 014) 

意は 

タイマーサービスの起動。 


S 015 タイマーサービスの停止 [ info ] 


内容 

shutdown tinner ( S 015) 

意は 

タイマーサービスの停止。 


S 070 SSL 証明書の変更 [ info ] 


内容 

ssl : succeeded to %1 certificate ( S 070) 

%1 

作成 （ generate ) I インストール ( load ) | 削除 ( delete ) | 
リストア （ restore ) 

意は 

証明書の作成/インス I -ール/削除/リストアを行った。 

対策 

なし 


S 220 PAN/TILT 動作警告 [ warning ] 


内容 

%1 warning detected . [%2] ( S 220) 

1% 

PAN I TILT 

2% 

警告詳細情報 

意は 

PAN / TILT 動作中または停止時に異常を検出した。 

対策 

カメラびドームなどに接触していないか確認する。 































































S 302 設定値の巧をエラー [ err ] 


内容 

Can't update system settings (S302) 

意は 

システムで設定値を保存する際にエラーびあった。設 

定値び保存でさていない。 

対策 

ユーヴー領域の不要なファイルを削除するなどして領 

域の確保び必要。 


S 303 設定値の保巧エラー [ err ] 


内容 

Can't update files of system settings (S303) 

意は 

システムで設定値を保存する際にエラーびあった。設 

定値び保存でさていない。 

対策 

ユーヴー領域の不要なファイルを削除するなどして領 

域の確保び必要。 


S 307 設定値の巧をエラー [ err ] 


内容 

(vbadmin.c XXX) Can't update system settings 
(S307) 

意味 

設定プ〇トコルで設定値を保存する際にエラーびあつ 

た。設定値び保存でさていない。 

対策 

ユーヴー領域の不要なファイルを削除するなどして領 

域の確保び必要。 


S 310 イベントサービスの動作エラー [ err ] 


内容 

cannot work event [%1][%2] [%3] (S310) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

%3 

エラー付帯情報 

意は 

イベントヴービス動作中のエラー 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販 

売店へ連絡び必要。 


S 311 か部乂出カサービスの動作エラー [ err ] 


内容 

cannot work extio [%1][%2] [%3] (S311) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

%3 

エラー付帯情報 

意味 

外部入出カデバイスサービス動作中のエラー 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販 

売店へ連絡び必要。 


S 312 タイマーサービスの動作エラー [ err ] 


内容 

cannot work timer [%1][%2] [%3] (S312) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

%3 

エラー付帯情報 

意は 

タイマーサービスの内部エラーび発生した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販 

売店へ連絡び必要。 


S 320 PAN/TILT 動作エラー [ err ] 


内容 

%1 error occurred. [%2] (S320) 

1% 

PAN I TILT 

2% 

警告詳細情報 

意は 

PAN/TILT 動作中または停止時にエラーを検出した。 

対策 

カメラびドームなどに接触していないか確認する。 

接触などの問題びない場合は故障の可能性びあるため、 

販売店へ連絡び必要。 


S 410 イベントサービスの初期化エラー [ crit ] 


内容 

event initialization error [%1][%2] (S410) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

意は 

イベントサービスの初期化エラー 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販 

売店へ連絡び必要。 


S 411 か部乂出カサービスの初期化エラー [ crit ] 


内容 

extio initialization error [%1][%2] (S411) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

意は 

外部入出カデバイスサービスの初期化エラー 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販 

売店へ連絡び必要。 


S 412 タイマーサービスの初期化エラー [ crit ] 


内容 

tinner initialization error [%1][%2] (S412) 

%1 

エラー番号 

%2 

エラー原因 

意は 

タイマーサービスの初期化エラーび発生した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販 

売店へ連絡び必要。 
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□グメッセージー覧 


S 413 タイマーサービスのランタイムエラー [ crit ] 


内容 

tinner working error [%1] ( S 413) 

%1 

エラー番号 

意は 

タイマーサービス動作中にエラーび発生した。 

対策 

再起動で復旧しなければ故障の可能性びあるため、販 

売店へ連絡び必要。 



1 


161 








ビューワーメッセージー覽 


インフォゾーシヨン領域に表示されるメッセージ 

ビューワーのインフオメーシヨン領域に表示されるメッセージには、次の3つの分類びあります。 


アイコン 

分類 

説明 


D 


情報メッセージ 

各種ボタン、プルダウンなどのヘルプ用メッセージ、フレームレート情報などを表示し 

ます。 

巧 

警告メッセージ 

カメラの制御権び取得でさない場合や音声セッションび切断された場合など、ユーヴー 

へのま意を促すメッセージを表示します。 


D 


エラーメッセージ 

ビューワー上でシステムエラーび発生した場合に表示されます。 


■情報メッセージ 


メッセージ 

説明 

カメラとの接続び切れました。 

カメラとの接続び切れた 

音声接続び切れました。 

音声セッションび切断されてを、映像セッションび継続している場合（送信 
系、受信系共用） 

制御権を取得しました。 

制御権取得時に表示。カメラの操作び可能 

制御権を失いました。 

制御権解放時に表示。次に制御権を取得するまでカメラの操作不可 

全画面表示は、ちク U ックで表示されるメニューから終了 

します。 

全画面表示状態へ移行したとさ 

SD カードへの録画び停止されました。 

SD カード録画び正常に終了したとさ 

映像び反転されたため、接続を終了しました。 

カメラ接続中に映像反転び行われた場合（映像反転び行われると同時にカメ 
ラ接続を切断する） 

ノてスワードび変更されたため、接続を終了しました。 

カメラ接続中に接続に使用したアカウントのパスワードび変更され、その後 

何らかの WV - HTTP コマンドを発行した場合 


ITCH 


メッセージ 

説明 

{ n}fps パン： { p } チルト：のズーム：材ブレ補正:{ブレ補正値} 

カメラと正常に通信中の表示 


msiTii irern 


メッセージ 

説明 

{ n } fps パン： { p } チルト：{りズーム： {Z} 

カメラと正常に通信中の表示（デジタル PTZ 有効時） 

{ n}fps 

カメラと正常に通信中の表示（デジタル PTZ 無効時） 


■警告メッセージ 


メッセージ 

説明 

カメラに接続でさませんでした。 

IP アドレスび正しくないなどで接続に失敗した 

ただいま混雑しています。 

接続制限数を超えている 


162 



































ビューワーメッセージー覧 


メッセージ 

説明 

カメラ制御権を取得でをません。 

管理者ビューワーび占有しているなどの理由で制御権要ホび拒否された 

音声接続でをませんでした。 

音声受信のための接続に失敗した 

カメラに接続していません。 

カメラに接続していないのにカメラ操作しよラとした 

カメラ制御権を取得してください。 

カメラ制御権びないのにカメラ操作しよラとした 

既に他のユーヴーび管理者接続しています。 

管理者ビューワーび既に接続している 

別ウィンドウのビューワーび既に接続しています。 

別ウィンドウのビューワーび既に接続している 

Cookie び使用でさないかブロックされています。 

Cookie び使用でさないかブ□ックされている 

JavaScript び使用でさないか無効化されています。 

JavaScript び使用できないか無効化されている 

オーディオデノ くイスびありません。 

PC のオーディオデバイスびない場合や無効化されていた場合に 
[音声]ボタンびク U ックされた 

Canon Network Camera Audio Receiver の初期化に 

[音声]ボタンをク U ックしたとさに、 ActiveX プラグインびインス!-ールさ 

失敗しました。 

れるのを10秒間待ってをプラグインびインス I -ールされない 

BRITO irera デジタル PTz 用の映像表示び制限されて 

います。 

カメラ側の設定でデジタル PTZ 用の映像表示び制限されている 

SD カードの容量び不足しています。 

SD メモ IJ 一力ードの空さ容量び不足した状態で録画した 
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工場出荷設定に戻す 


カメラの各機能の設定値はメモしておくことをお勧めします。設定値を忘れてしまったなどで、カメラを一から設定し直し 
たい場合には、いったん工場出荷設定に戻してください。 

* 工場出荷の設定値については P . 166 を参照してください。 


Web ブラウザーか6初期設定に戻す 

1 Web ブラウザーを起動し、設定メニューを表示する 

設定メニューを表示させるには、カメラの IP アドレス、 
ユーヴー名、管理用パスワードび必要です （ P . 42) 



タイムゾーン 

SSL 証明書 

暗号化通信 



ま意 

[初期設定に戻す]の実行中は、カメラ 
の電源を絶対に切5ないでください。電 
源を切ると、正常に起動しなくなる場合 
びあります。 

-度 [0 K ] をクリックすると、初期設定 
に戻す処理は中断できません。 


本はリセットスイッチか5工場出荷設 
定に戻す 


各種設定のメニューぺージ上で[メンテナンス]をク 
リックする 


メンテナンスのページび表示されます。 


1 け ログを巧る 


1 み 再起 巧 


1。巧朗夏ぉこちす 



[初期設定に戻す]の[実行]をクリックする 

初期設定に戻してもよいかどうかの確認を求めるメッ 
セージび表示されます。初期設定に戻してちよい場合 
は [0 K ] をク U ックします。 



次の項目 iU 外び工場出荷設定に戻ります。 
カメラの管理者パスワード 
最大パケットサイズ 
ネットワーク設定 
曰付、時刻 


カメラの IP アドレスや管理用パスワードび不明であった 
り忘れてしまった場合は、ネットワーク経由での操作びで 
きません。この場合は、カメラの U セットスイッチを押し 
よ9 〇 

1 VB - H 610 VE / VB - H 610 D の場合はドームケースを外す 

ドームケースの外しかたについては、カメラに同捆の 
『設置ガイド』を参照してください。 

2カメラの電源を切る 

カメラには電源スイッチびありません。 LAN ケーブル 
(PoE 給電）、 AC アダプターや外部電源の電源プラグ 
を抜さ差しすることで、電源の入/切をします。 

3リセットスイッチを押したまま電源を入れ、5秒、 m 上 
押し続ける 

U セットスイッチは穴の奥にあります。ク U ップの先 
端など、細いちので押してください。 

カメラの日付と時刻 LU 外の全設定び工場出荷設定に戻 
ります。 
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工場出荷設定に戻す 


國重要 

U セットスイッチを押して初期化すると、カメラの IP アドレス、 
ヴブネットマスク、デフオルトゲートウェイアドレスなどネッ 
トワークに関連した設定値ち工場出荷設定に戻るため、接続し 
ていた PC から操作びでさなくなります。カメラの初期設定時、 
PC にインス!-ールされた 「 VB 初期設定ツール」で、ご使用の 
環境に適合した IP アドレスを設定してください （ P . 29「カメラ 
の初期設定をする」参照)。 


VB - H 41 



VB - H 610 VE 



VB - H 610 D 



VB - H 710 F 

— U セツトスイツチ 




4 VB - H 610 VE / VB - H 610 D の場合はドームケースを取 
り付ける 

ドームケースの取り付けかたについては、カメラに同 
捆の『設置ガイド』を参照してください。 

瓣 
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工場出荷設定一覧 


項目 

設定値 

. ユーヴー名（管理者 ID ) 

root 

• 管理用パスワード 

camera 

• 設定ページのパス 

admin 

• LAN 


LAN インターフェース 

才ート 

最大パケットサイズ 

1500 

• IPv 4 


IPv 4 アドレス設定ち式 

マニュアル設定 

IPv 4 アドレス 

192.168 .100.1 

ヴブネット7スク 

255.255 .255.0 

IPv 4 デフオルトゲートウェイア 


ドレス 


Auto IP の使用 

使用する 

IPv 4 アドレス ( AutolP ) 


• IPv 6 


IPv 6 の使用 

使用する 

自動設定 （ RA ) 

有効 

自動設定 ( DHCPV 6) 

有効 

IPv 6 アドレス（手動設定） 


プレフィックス長 

64 

IPv 6 デフオルトゲートウェイア 


ドレス 


IPv 6 アドレス（自動設定） 


• DNS 


ネームサーバーアドレス1 


ネームサーバーアドレス2 


ネームヴーバーアドレスの自動 

無効 

=ni njn 

政化 


ホス h 名 


ホスト名の DDNS 登録 

登録しない 

サーチドメイン 


サーチドメインリスト 


• SNMP 


SNMP の使用 

使用しない 

コ三ュニティ名 

public 

管理者連絡先 


管理用の機器名称 

ngfl VB - H 41 


mSITil VB - H 610 


ITOTO VB - H 710 


項目 

設定値 

設置場所 


• 現在の曰付と時刻 


• 設定 


設定ち法 

手動で設定する 

NTP サーバーの自動設定 

無効 

NTP ヴーバー 


タイムゾーン 

( GMT +09:00) 大阪、札 

幌、東京 

サマータイム 

自動調整しない 

• カメラ名 


カメラ名（半角英数字） 

カメラ名（日本語） 

Camera 

• 起動時設定 


AE モード 

才ート 

ス□ーシャッター 

使用しない 

シャッタースピード 

1/100 

露出補正 

0 

測光ち式 

中央部重点 

フ オーカ スモード ngii 

スマートシェード補正 

才ート 

使用しない 

ホワイトバランス 

才ート 

R ゲイン 

255 

B ゲイン 

255 

• カメラ制御 


デジタルズーム imi 

使用しない 

ブレ補正 imi 

使用しない 

AGCU 三ット 

5 

• デイナイト 


モード 

マニュアル 

切り換える明るさ 

標準 

応答性（秒） 

20 

• 設置条件 


ド-ム旺 n 

使用しない 

LED の点口 Kgii imro 

点打する 

映像反転 ngra 

反転しない 

• カメラ位置制御 


プリセットに限定 ngii 

限定しない 
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項目 

設定値 

制御権を持たないとさの動作 

ホーム ポジションへ移動 


しない 

• 外部入カデバイス1 


デバイス名（半角英数字） 


デバイス名（日本語） 


• 外部入カデバイス2 


デバイス名（半角英数字） 


デバイス名（日本語） 


• 外部出カデバイス1 


デバイス名（半角英数字） 


デバイス名（日本語） 


• 外部出カデバイス2 


デバイス名（半角英数字） 


デバイス名（日本語） 


• JPEG 


映像品質: 320 x 240 

3 

映像品質: 480 x 270 

3 

映像品質: 960 x 540 

3 

映像品質: 1920 x 1 080 

3 

映像品質： 

3 

デジタル PTZ msiTii ffrnn 


映像サイズ:映像送信 

480 x 270 

最大フレームレート:映像送信 

30.0 

映像サイズ:アップ□ー ド/ SD 

480 x 270 

力ード 


• H .264 


ビットレート制御 

ビットレート制御する 

映像品質 

3 

目標ビットレート ( kbps ) 

2048 

映像サイズ 

480 x 270 

フレームレート ( fps ) 

30 

1フレーム間隔（秒） 

0.5 

• オンスク U —ン表示 


曰付表示 

表示しない 

曰付表示位置 

左上 

曰付表示フォーマット 

YYYY / MM/DD 

時刻表示 

表 TJX しない 

時刻表示位置 

左上 

テキスト表示 

表示しない 

テキスト表示位置 

左上 

テキスト文字列 



項目 

設定値 

文字の色 

黒 

輪郭の色 

白 

文字と輪郭の濃さ 

文字と輪郭を塗りつぶす 

• アップ□ード全般 


アップ□ードの動作 

アップ□ード無効 

映像フオーマット 

JPEG 

フレームレート 

1 

イベント前バッファ（枚数） 

0 

イベント後バッファ（枚数） 

0 

イベント前バッファ（秒） 

0 

イベント後バッファ（秒） 

0 

• HTTP ァップ□-ド 


通報内容 

HTTP で通知のみ行ラ 

URI 


ューヴー名 


プ□キシサーバー 


プ□キシポート番号 

80 

プ□キシューヴー名 


八フ>—夕一の uery string ) 


• FTP ァップ□-ド 


通報内容 

映像を FTP する 

FTP ヴーバ ー 


ューヴー名 


PASV モード 

使用する 

ファイルアップ□ー ドパス 


ファイル名記録ち式 

年月曰時分秒 ms 

作成サブディレクト IJ 名 


作成ファイル名 

image.jpg 

作成ファイル名 

video.mov 

最大ループ数 

0 

• メール通報 


通報内容 

テキストのみ 

メールサーバー 


メールポート番号 

25 

差出人メールアドレス ( From ) 


宛先メールアドレス ( To ) 


メール認証方式 

なし 

ューヴー名 


POP ヴーバー 


表題 


本文 
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項目 

設定値 

• 映像サーバー 


最大クライアント数 

30 

最大制御権待ち数 

30 

最大接続時間（秒） 

0 

カメラ制御時間（秒） 

20 

• オーディオサーバー 


カメラからの音声送信 

送信しない 

入力音量 

50 

無音検出 

検出しない 

ビューワーからの音声受信 

受信しない 

出力音量 

50 

エコーキャンセラー 

使用しない 

音声入カモード 

ライン-イン 

• HTTP ヴーパー 


認証方式 

Digest 認証 

HTTP ポート番号 

80 

HTTPS ポート番号 

443 

• 映像記録設定 


映像記録動作 

アップ□-ド 

• 音量検知 


音量検知イベント 

使用しない 

検知条件 

基準音量レベル上 

基準音量レベル 

50 

検知条件の継続時間（秒） 

0 

ON イベント時の動作 

無効 

OFF イベント時の動作 

無効 

プリセット ngra 

プ U セツトを指定しない 

映像記録 

実行しない 

メール通報 

実行しない 

ON イベント時の外部デバイ 

ス出力 

無効 

OFF イベント時の外部デバイ 

ス出力 

無効 

• 外部デバイス出力1 


動作モード 

ノーマルオープン 

アクティブ出力の形式 

連続 

パルスの出力時間（秒） 

1 

• 外部デバイス出力2 


動作モード 

ノーマルオープン 

アクティブ出力の形式 

連続 

パルスの出力時間（秒） 

1 


項目 

設定値 

• 外部デバイス入力 


外部デバイス入カイベント 

使用する 

• 外部デバイス入力1 


動作モード 

ノーマルオープン 

アクティブイベント時の動作 

無効 

インアクティブイベント時の動 

無効 

作 


プリセット ngii 

プリセットを指定しない 

映像記録 

実行しない 

メール通報 

実行しない 

アクティブイベント時の外部デ 

無効 

バイス出力 


インアクティブイベント時の外 

無効 

部デバイス出力 


アクティブイベント時の音声再 

再生しない 

生 


インアクティブイベント時の音 

再生しない 

声再生 


再生音 


立旦 

曰里 

50 

• 外部デバイス入力2 


動作モード 

ノーマルオープン 

アクティブイベント時の動作 

無効 

インアクティブイベント時の動 

無効 

作 


プリセット ngii 

プリセットを指定しない 

映像記録 

実行しない 

メール通報 

実行しない 

アクティブイベント時の外部デ 

無効 

バイス出力 


インアクティブイベント時の外 

無効 

部デバイス出力 


アクティブイベント時の音声再 

再生しない 

生 


インアクティブイベント時の音 

再生しない 

声再生 


再生音 


音量 

50 

• タイマー1 


タイ7—イベント 

使用しない 

開始時刻 

00:00 

終了時刻 

00:00 

繰り返し間隔 

なし 
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項目 

設定値 

映像記録 

実行しない 

メール通報 

実行しない 

外部デバイス出力 

無効 

• タイマー2 


タイ 7 —イベント 

使用しない 

開始時刻 

00:00 

終了時刻 

00:00 

繰り返し間隔 

なし 

映像記録 

実行しない 

メール通報 

実行しない 

外部デバイス出力 

無効 

• タイマー3 


タイマーイベント 

使用しない 

開始時刻 

00:00 

終了時刻 

00:00 

繰り返し間隔 

なし 

映像記録 

実行しない 

メール通報 

実行しない 

外部デバイス出力 

無効 

• タイマー4 


タイマーイベント 

使用しない 

開始時刻 

00:00 

終了時刻 

00:00 

繰り返し間隔 

なし 

映像記録 

実行しない 

メール通報 

実行しない 

外部デバイス出力 

無効 

• 再生音ファイル登録1 


再生音名 


• 再生音ファイル登録2 


再生音名 


• 再生音ファイル登録3 


再生音名 


• 登録ユーヴーアカウント 


ユーヴーリスト 


•ユーヴー権限 


登録ユーヴー 


特権カメラ制御 

チェックあ 0 

一般カメラ制御 

チェックあ 0 

映像配信 

チェックあ 0 

音声配信 

チェックあり 


項目 


設定値 


一般ューヴ ー 
一般カメラ制御 
映像配信 
音声配信 

IPv 4 ホストアクセス制限 
ホストアクセス制限の適用 
デフオルトポ U シー 

ネットワークアドレス/サブ 
ネット 


チェックあ 0 
チェックあ 0 
チェックあ 0 

適用しない 
アクセスを許可する 

01:/ 32許可 


• IPv 6 ホストアクセス制限 


02: / 32許可 
03: / 32許可 
04: / 32許可 
05: / 32許可 
06: / 32許可 
07: / 32許可 
08: / 32許可 
09: / 32許可 
10:/32許可 
11:/ 32許可 
12:/32許可 
13:/32許可 
14: / 32許可 
15:/32許可 
16:/32許可 
17:/32許可 
18:/32許可 
19:/32許可 
20: / 32許可 


ホストアクセス制限の適用 
デフオルトポリシー 

プレフイツクス/プレフイツ 
クス長 


適用しない 
アクセスを許可する 

01:/ 128許可 


02:/128許可 
03: / 128許可 
04: / 128許可 
05:/128許可 
06: / 128許可 
07: / 128許可 
08: / 128許可 
09: / 128許可 
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項目 

設定値 


項目 

設定値 


10:/128許可 


SA ESP SPI (送信） 



11:/128許可 


SA ESP 暗号鍵（受信） 



12:/128許可 


SA ESP 認証鍵（受信） 



13:/128許可 


SA ESP SPI (受信） 



14: / 128許可 


SA AH 認証アルゴリズム 

HMAC _ SHA 1_96 


15:/128許可 


SA AH 認証鍵（送信） 



16:/128許可 


SA AH SPI (送信） 



17:/128許可 


SA AH 認証鍵（受信） 



18:/128許可 


SA AH SPI (受信） 



19:/128許可 


• IPsec セット 2 



20:/128許可 


IPsec セットの使用 

使用しない 

• IPsec 設定ち法 



IPsec 動作モード 

トンネルモード 

IPsec 設定ち法 

自動鍵交換 


接続先 IPv 4 アドレス 


• 自動鍵交換の設定 



接続先 IPv 6 アドレス 


IPsec SA 暗号化アルゴリズム 

AES ->3 DES 


送信元 IPv 4 アドレス 


IPsec SA 認証アル 3' U ズム 

HMAC _ SHA 1_96 


送信元 IPv 6 アドレス 


IPsec SA 有効期間（分） 

480 


1ド560プロトコル 

ESP 

ISAKMP SA 暗号化アルゴリズ 

AES ->3 DES 


セキュ IJ ティゲートウェイの 


ム 



IPv 4 アドレス 


ISAKMP SA 認証アルゴリズム 

SHA 1 


セキュ IJ ティゲートウェイの 


DH グループ 

グループ2 


IPv 6 アドレス 


に AKMP SA 有効期間（分） 

480 


接続先のサブネットマスク長 

16 

• IPsec セット1 



接続先のプレフィックス長 

16 

IPsec セットの使用 

使用しない 


IKE 事前共有鍵 


IPsec 動作モード 

トンネルモード 


SA ESP 暗号化アルゴリズム 

AES 

接続先 IPv 4 アドレス 



SA ESP 認証アルゴリズム 

HMAC _ SHA 1_96 

接続先 IPv 6 アドレス 



SA ESP 暗号鍵（送信） 


送信元 IPv 4 アドレス 



SA ESP 認証鍵（送信） 


送信元 IPv 6 アドレス 



SA ESP SPI (送信） 


1ド50〇プ〇トコル 

ESP 


SA ESP 暗号鍵（受信） 


セキュ IJ ティゲートウェイの 



SA ESP 認証鍵（受信） 


IPv 4 アドレス 



SA ESP SPI (受信） 


セキュ IJ ティゲートウェイの 



SA AH 認証アル3リズム 

HMAC _ SHA 1_96 

IPv 6 アドレス 



SA AH 認証鍵（送信） 


接続先のサブネットマスク長 

16 


SA AH SPI (送信） 


接続先のプレフィックス長 

16 


SA AH 認証鍵（受信） 


IKE 事前共有鍵 



SA AH SPI (受信） 


SA ESP 暗号化アルゴリズム 

AES 


• IPsec セット3 


SA ESP 認証アルゴリズム 

HMAC _ SHA 1_96 


IPsec セットの使用 

使用しない 

SA ESP 暗号鍵（送信） 



IPsec 動作モード 

トンネルモード 

SA ESP 認証鍵（送信） 



接続先 IPv 4 アドレス 
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項目 

設定値 

接続先 IPv 6 アドレス 


送信元 IPv 4 アドレス 


送信元 IPv 6 アドレス 


1ド50〇プ〇トコル 

ESP 

セキュ U ティゲートウェイの 


IPv 4 アドレス 


セキュ U ティゲートウェイの 


IPv 6 アドレス 


接続先のサブネットマスク長 

16 

接続先のプレフィックス長 

16 

IKE 事前共有鍵 


SA ESP 暗号化アル3リズム 

AES 

SA ESP 認証アル3リズム 

HMAC _ SHA 1_96 

SA ESP 暗号鍵（送信） 


SA ESP 認証鍵（送信） 


SA ESP SPI (送信） 


SA ESP 暗号鍵（受信） 


SA ESP 認証鍵（受信） 


SA ESP SPI (受信） 


SA AH 認証アルゴリズム 

HMAC _ SHA 1_96 

SA AH 認証鍵（送信） 


SAAH SPI (送信） 


SA AH 認証鍵（受信） 


SAAH SPI (受信） 


• IPsec セット4 


IPsec セットの使用 

使用しない 

IPsec 動作モード 

トンネルモード 

接続先 IPv 4 アドレス 


接続先 IPv 6 アドレス 


送信元 IPv 4 アドレス 


送信元 IPv 6 アドレス 


1ド50〇プ〇トコル 

ESP 

セキュ IJ ティゲートウェイの 


IPv 4 アドレス 


セキュ IJ ティゲートウェイの 


IPv 6 アドレス 


接続先のサブネットマスク長 

16 

接続先のプレフィックス長 

16 

IKE 事前共有鍵 


SA ESP 暗号化アル 3 U ズム 

AES 

SA ESP 認証アルゴリズム 

HMAC _ SHA 1_96 


項目 

設定値 

SA ESP 暗号鍵（送信） 


SA ESP 認証鍵（送信） 


SA ESPSPI (送信） 


SA ESP 暗号鍵（受信） 


SA ESP 認証鍵（受信） 


SA ESPSPI (受信） 


SAAH 認証アルゴリズム 

HMAC _ SHA 1_96 

SA AH 認証鍵（送信） 


SAAH SPI (送信） 


SA AH 認証鍵（受信） 


SA AH SPI (受信） 


• IPsec セット5 


IPsec セットの使用 

使用しない 

IPsec 動作モード 

トンネルモード 

接続先 IPv 4 アドレス 


接続先 IPv 6 アドレス 


送信元 IPv 4 アドレス 


送信元 IPv 6 アドレス 


1ド560プ〇トコル 

ESP 

セキュ IJ ティゲートウェイの 


IPv 4 アドレス 


セキュ IJ ティゲートウェイの 


IPv 6 アドレス 


接続先のサブネットマスク長 

16 

接続先のプレフィックス長 

16 

IKE 事前共有鍵 


SA ESP 暗号化アルゴリズム 

AES 

SA ESP 認証アル3リズム 

HMAC _ SHA 1_96 

SA ESP 暗号鍵（送信） 


SA ESP 認証鍵（送信） 


SA ESPSPI (送信） 


SA ESP 暗号鍵（受信） 


SA ESP 認証鍵（受信） 


SA ESPSPI (受信） 


SAAH 認証アルゴリズム 

HMAC _ SHA 1_96 

SA AH 認証鍵（送信） 


SAAH SF^I (送信） 


SA AH 認証鍵（受信） 


SAAH SPI (受信） 
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• 証明書 


項目 


設定値 


証明書の状態 インス I -ールされていま 

せん 

国名 （ C ) 

都道府県名 ( ST ) 

市区町村名 （ L ) 

組織名 （0) 

組織単位名 (0 U ) 

一般名 ( CN ) 

有効期限開始曰 
有効期限終了曰 
• 暗号化通信 

SSL 通信 使用しない 


• SD カードの操作 


マウント/アンマウント 


動作設定 

□グと映像を保存する 

映像フオーマット 

JPEG 

イベント前バッファ（枚数） 

0 

イベント後バッファ（枚数） 

0 

イベント前バッファ（秒） 

0 

イベント後バッファ（秒） 

0 

映像の上書さ 

無効 

映像の削除 


映像管理情報の再作成 


• SD カードの情報 


SD 力ードの認識 

SD カードび入っていま 

せん 
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M 
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N 
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P 
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R 

RM-Lite .17 

s 

SD 力ードの情報 .74 

SD 力ードの操作 . 73, 74 
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SD メモ IJ - 力ード . 14, 73,129,146 

SNMP . 49 

SSL / TLS 証明書 . 71 

V 

VB 初期設定ツール . 15, 26,29 

VB ビューワー . 123,129 

ア 

アクセス制御 . 66 

アップ□-ド . 57 

暗号化通信 . 72 

アンマウント . 73 


いたずら検知 . 102,110 

—般力 > ぅ制御 . 66，124 

一般ユーヴー . 125 

ィベント . 62,107 

イベント後バッファ . 57,73 

イベント表示 . 112,142 

イベント前バッファ . 57,73 

イベント□グ . 77 

インス!-ール . 26 

インテ U ジェント機能設定ツール . 101 

インフ オメーシヨ ン 領域 . 129,130 

て 

映像管理情報 . 74 

映像記録 . 63, 64,108 
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映像記録設定 . 62 

映像記録動作 . 62 

映像サーバー . 60 

映像サイズ . 55,128,129 

映像再生 . 119 

映像の上書さ . 73 

映像配信 . 66,124 

映像反転 . 54 

映像□□貝 . 55 

映像フオーマット . 57, 73,118 

映像保を . 74 

エコーキャンセラー . 60 

エラーメッセージ . 162 

選んでインス!-ール . 26 

才 

オーディオサーバー . 60 

置き去り検知 . 109 

おまかせインス!-ール . 26 

オンスク U —ン表 7j\ . 56 

音声受信 . 60,128,135 

音声送信 . 60,128,137 

音声配信 . 66,124 

音量 . 64,108 

音量検知 . 62,142 

力 

外部デバイス出力 . 142 

外部デバイス入力 

言又たする . 63 

表示する . 142 

外部デバイス名 . 54 

可視範囲設定ツール . 90 

カメラアングル設定ツール . 26,31 

カメラ位置制御 . 54 

カメラ位置を固定する . 105 

カメラ指定ファイル . 38 

カメラ制御権 . 124,130 

カメラ制御権表示領域 . 130 

カメラ名 . 51 

胃酷 . 125 

管理者コント□-ル . 121,138 

管理者パスワード . 47 

管理者ビューワー . 128,137 

管理ツール . 80 

管理ツール証明書 . 15,26 

キ 

基準音量レベル . 62 

逆光補正 . 128,130 


ケ 

警告メッセージ . 162 

ゲイン . 52,140 

検知オプションの設定 . 111 

検知種別 . 101,109 

検知条件 . 62,107,109 

検知ライン . 109 

検知領域 . 108 

□ 

工場出荷設定 . 164 

サ 

サーチドメイン . 49 

ヴーバー . 60 

再起動項目 . 76 

再生音ファイル登録 . 64 

離続 . 135 

最大パケットサイズ . 47 

最大フレームレート . 55 

サブネットマスク . 47 

サマータイム . 50 

シ 

時刻 . 50 

自己証明書 . 71 

自動鍵交換 . 68 

絞り . 140 

シャッタースピード . 51,140 

修飾テ . 149 

出力音量 . 60 

手動録画 . 142 

情報メッセージ . 162 

証明書の管理 . 71 

初期設定 . 29,164 

初期設定に戻す . 77 

ス 

ズーム . 37,128,132 

スナップショット . 135 

スマートシエード補正 . 52,139 

ス□ーシャッター . 51 

セ 

赤外線カットフィルター . 141 

設置ガイド . 4 

設置条件 . 54 

設定メニュー . 44 

セツトアップ CD-ROM . 4 
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全画面表示 . 134 

ソ 

測光方式 . 52,140 

夕 

タイマー . 64 

タイムゾーン . 50 


n 

パスワード . 29, 42 

パノラマ画面 . 91, 95 

パノラマ作成ツール . 87 

パノラマ表示 . 129,130 

パノラマ表示領域 . 131,132 

パラメーター . 58,149 

パルス . 63 

パン . 36, 93,131 


チ 

チルト . 36, 93,131 

ツ 

通過検知 . 103,110 

デイナイト . 53,141 

デイモード . 53,141 

デジタ J レ PTZ . 132 

デジタルズーム . 53,132 

デバイス名 . 54 

デフオルトゲートウェイアドレス . 48 


動作モード . 63 

動体検知 . 109 

B 録ユーヴー . 66，125 

卜ーム . 54 

特権カメラ制御 . 66,124 

トップぺージ . 42 

トラブルシューティング . 151 


ナイトモード . 53,141 


入力音量 . 60 

認証ち式 . 61 

ネ 

ネームサーバー アドレス . 49 

ネットワーク . 47 

ネットワークアドレス/サブネット . 67 


ヒ 

B 付 . 50 

曰付と時刻 . 50 

ビットレート制御 . 55 

ビューヮー 

RM 丄 ite ビューワー . 17 

VB ビューワー . 129 

管理者ビューヮー . 128,137 

ビューヮ ー PTZ . 137 

L ZL —ヮーか b の音声受信 . 60 

表示画面サイズ . 134 

フ 

フイルター . 115,118 

フオーカス . 37,139 

フオーカスモード . 52 

フオーマッ r . 74 

プライバシーマスク設定ツール . 83 

プ U セッ I - . 62, 64 

使用する . 132 

プ U セット巡回 . 99 

プ U セット設定ツール . 94 

フレームレート . 55,142 

プレフイックス . 67 

ブレ補正 . 53 

ホ 

ホームポジション . 54, 97,132 

ホストアクセス制限 . 66,67 

ホワイトバランス . 52,141 

7 

マイク . 60 

マウント . 74 

ム 

無音検出 . 60 
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メ 

メール通報 . 59 

メッセージ 

エラーメッセージ . 162 

警告メッセージ . 162 

情報メッセージ . 162 

□グメッセージ . 154 

メモ U —カード . 73 

メンテナンス . 77 

モ 

目標ビットレート . 55 

持ち去り検知 . 110 

ユ 

ユーヴーアカウント . 66 

ユーヴー権限 . 66 

ユーヴー認証 . 42,125 

ユーヴーぺージ . 44 

ユーヴー名 . 29,42 

ユーヴー U スト . 66 

U 

U セットスイッチ . 164 

□ 

□ーテーシヨン . 36 

□グ . 77,113 

録画映像ユーティ U ティ . 117 

□グコード . 114 

□グファイル . 146 

□グメッセージ . 154 

BtJh . 140 

露出補正 . 37, 51 

9 

ワンシヨット AF . 139 

ワンショット WB . 141 
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お問い合わせ巧 


製品に関するお問い合わせは、お客様相談センターをご利用ください。 

^夺ヤノンお客様相談センタ- 

ネットワークカメラ/モニタリング機器 

面 050-555-90074 

く平日 >9:00〜12:00/13:00〜17:00(± •曰•祝日および年末年始弊社休業日は休ませていただきます） 


•上記番号をご利用いただけないかたは靑 043-211-9622 をご利用ください。 

• IP 電話をご利用の場合、プ□バイダーのサービスによってはつなびらない場合びあります。 
•受付時間は予告なく変更する場合びあります。あらかじめご了承ください。 


補修用性能部品について 

保守サービスのために必要な補修用性能部品の最低保有期間は、製品の製造打ち切り後7年間です。 
(補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です） 


キヤノン株式会社 

キヤノンマーケティングジャパン株式会社 
干 108-801 1東京都港区港南 2-16-6 CANON S tower 


YT1-5635-000 


© CANON INC. 2012 








